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日
本
で
初
め
て
ま
と
ま

っ
た
形
で
敦
煙
文
書
を
紹
介
し
た
矢
吹
慶
輝
が
、

ス
タ
イ
ン
に
初
め
て
会
う
の
は
矢
吹

の
第

一
回
外
遊
中

(
一

九

=
二
ー

一
六
)
の

一
九

一
六
年
六
月
五
日

ロ
ン
ド
ン
に
於
い
て
第
三
回
中
央
ア
ジ

ア
学
術
探
険
を
終
え
た

ス
タ
イ

ン
の
講
演
を
聴

い
た

と
き

で
あ

っ
た
。
そ
れ
か
ら
五
箇
月
間

の
滞
英
中
、
大
英
博
物
館
の
地
下
室
に
あ

っ
た
ス
タ
イ
ン
蒐
集
室
で
自
由
に
閲
覧
を
許
さ
れ
、
三

百
点

ほ
ど
の
稀
襯
写
本
を
六
百
余
葉
の

ロ
ー
ト
グ
ラ
フ

(白
写
真
)
に
し
て
日
本
に
持
ち
帰
り
、
翌
年
五
月

二
十
二
日
の
巣
鴨
宗
教
大
学

の
創
立
記
念

日
に

『
シ

ュ
タ
イ
ン
氏
蒐
集
轍
煙
地
方
出
古
爲
佛
典

ロ
ー
ト
グ
ラ
フ
解
説
目
録
』
を
附
し
て
公
開
陳
列

し
た
。
陳
列
さ
れ
た

　

=
二
二
点

の
古
逸
未
伝

の
仏
典
中
に
含
ま
れ
て
い
た
七
種
の
禅
文
献

の

一
つ
と
し
て

『観
心
論
』
が
あ

っ
た
。

『
観
心
論
』
の
研
究
に
お
い
て
最
初
に
し
て
決
定
的
影
響
を
与
え
た
論
文
は
、
最
初
の
紹
介
よ
り
十
五
年
後
の

一
九
三
二
年
九
月
に
発

　

表
さ
れ
た
神
尾
弍
春
の

「観
心
論
私
考
」
で
あ
る
。
朝
鮮
安
心
寺
本

・
禅
門
撮
要
本
、
日
本
少
室
六
門
本
の
異
本
が
あ
り
、
古
く
よ
り
達

磨
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
見
い
出
し
た
。
更
に
慧
琳
の

『
一
切
経
音
義
』
を
根
拠
に
、
北
宗

の
大
通
神
秀
の
作
で

あ
る
と
そ
の
正
体
を
看
破
し
た
こ
と
は
、
『観
心
論
』
の
初
期
禅
宗
文
献
と
し
て
の
資
料
的
価
値
を
決
定
づ
け
た
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に

刺
激
さ
れ

て

一
九
三
四
年
、
相
次
い
で
三

つ
の
研
究
が
発
表
さ
れ
る
。
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禿
氏
祐
祥

「少
室
六
門
集
に
就
て
」
は
、
金
沢
文
庫
に

「達
磨
和
尚
観
心
破
相
論

一
巻
」

「悟
性
論

一
巻
」
の
古

写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る

こ
と
、
龍
谷
大
学
に

「西
天
竺
国
沙
門
菩
提
達
摩
禅
師
観
門
法
大
乗
法
論
」
と
表
題
さ
れ
る
敦
焼
本
中
に

『観

心
論
』

(題
号
を
欠
く
)

を
見
い
出
し
て
報
告
す
る
。
次

い
で
鈴
木
大
拙
に
学
ん
だ
金
九
経
は
藩
陽
に
あ

っ
て
、
安
心
寺
本
と
、
『大
正
大
蔵
経
』
古
逸
部
に
収
め
ら

　

れ
た

『観
心
論
』
の
校
勘
を
行
い
、
『墓
園
叢
書
』

一
に
収
め
て
出
版
す
る
。
大
拙
も
ま
た
そ
れ
ま

で
に
知
ら
れ
た
異
本
、
即
ち
大
正
大
蔵

経

本
、
金
沢
文
庫
本
、
禅
門
撮
要
本
、
日
本
流
通
少
室
六
門
本

の
四
本
対
校
を
行
い
、

「達
摩
観
心
論

(破
相
論
)
四
本
対
校

(上
)

(下
)
」

⑤

⑥

を
発
表
し
、

一
九
三
六
年
、
龍
谷
本
を
加
え
た
五
本
対
校
と
し
て
改
訂
発
表
し
た
。

　

以
上
に
よ

っ
て
研
究
は

一
頓
挫
す
る
が
、
そ
の
後
更
に
ス
タ
イ
ン
本
に
二
種

(六
四
六
、
五
五
三
二
)、
ペ
リ
オ
本

に
三
種

(二
四
六
〇
、

二
六
五
七
、
四
六
四
六
)
が
見
い
出
さ
れ
、
矢
吹
の
最
初
に
発
見
し
た
S
二
五
九
五

(大
正
大
蔵
経
本
)
と
龍
谷
本
を
加
え
た
合
計
七
種

が
知
ら
れ
る
に
到

っ
た
。
敦
煙
禅
文
献
を
精
力
的
に
研
究
さ
れ
て
い
る
田
中
良
昭
氏
は

一
九
八
六
年
、
首
尾
完
全
な
P
四
六
四
六
を
底
本

　

と
し
て
鈴
木

「達
摩
観
心
論

(破
相
論
)
五
本
対
校
」
を
校
本
に
用

い
、
本
文
校
訂
と
訓
読
を

「『菩
薩
惣
持
法
』
と

『観
心
論
』

(二
)
」

と
題
す
る
論
文
に
発
表
さ
れ
た
。
更
に
口
語
訳
と
注
を

一
九
八
九
年
、
『
大
乗
仏
典

〈中
国

・
日
本
篇
>
11
敦
捏
n
』
(中
央
公
論
社
)
に

発
表
、
敦
捏
本
に
つ
い
て
校
定
本
と
訳
注
が
出
そ
ろ
う
。

一
方
、
敦
燵
本
の
異
本
で
あ
る

『破
相
論
』
が
含
ま
れ
る

『少
室
六
門
』
や

『達
磨
三
論
』
に

つ
い
て
の
研
究

は
、
椎
名
宏
雄
氏
が

一

　

九
七
七
年
、
「諸
本
対
校

『達
磨
大
師
三
論
』
」
の
労
作
を
出
さ
れ
、
五
山
版
の

『達
磨
大
師
三
論
』
を
底
本
に
、
五
山
版

『少
室
六
門
』

　

な
ど
七
種
の
現
存
資
料
と
の
対
校
を
行
わ
れ
た
。
更
に

一
九
七
八
年
、
「『少
室
六
門
』
と

『達
磨
大
師
三
論
』
」
を
発
表
し
て
、
書
誌
学

的
成
立
の
過
程
を
推
論
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
伊
吹
敦
氏
は

一
九
九
四
年
、
椎
名
氏
の
論
考
は
十
分
に
論
議
が

尽
く
さ
れ
て
い
な
い
面

　

が
あ
る
と
し
て
、

「『達
磨
大
師
三
論
』
と

『少
室
六
門
』
の
成
立
と
流
布
」
と
題
す
る
長
大
な
労
作
を
も
の
し
、

『少
室
六
門
』
『達
磨
三

論
』
と
も
に
宋
代

の
編
輯
と
推
論
さ
れ
た
椎
名
氏
の
説
を
否
定
し
、
共
に
日
本
に
お
け
る
編
集
だ
と
断
定
さ
れ
る
に
到

っ
て
い
る
。

禅
文
化
研
究
所

の
研
究
会
に
於
い
て
、
五
山
版

『達
磨
三
論
』
を
テ
キ
ス
ト
に
し
、
椎
名
氏
の

「諸
本
対
校

『達
磨
大
師
三
論
』
」
を
参
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考
資
料
と
し
て
読
み
始
め
た
の
は

一
九
九
四
年
三
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
る
。
達
磨
に
仮
託
さ
れ
た
三
論

の
う
ち
、
『破
相
論
』
は
神
秀
作
の

敦
焼
本

『観
心
論
』
で
あ
る
と
正
体
は
分
か

っ
て
い
る
が
、
『悟
性
論
』
『血
豚
論
』
に

つ
い
て
は
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
は
い
な
い
。

そ
れ
を
解
明
す
る
こ
と
は
初
期
禅
宗
史
、
特
に
馬
祖

の
前
後
の
禅
宗
史
を
考
え
る
と
き
重
要
だ
と
い
う
認
識
に
立

っ
て
の
こ
と
だ

っ
た
。
『血

豚
論
』
『悟
性
論
』
の
訳
注
に
は
椎
名
氏
の
対
校
本
で
ほ
ぼ
間
に
合

っ
た
が
、
『破
相
論
』
に
は
七
種
類
の
敦
煙
本
が
存
在
す
る
。
敦
煙
本

『観
心
論
』
に
は
既
に
訳
注
が
存
在
す
る
た
め
、
『破
相
論
』
を
訳
注
す
る
方
針
で
は
あ
る
が
、
七
種
類
も
の
敦
煙
本
を
全
く
無
視
し
て
見

な

い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
の
た
め
大
拙
の
五
本
対
校
に
な
ら

っ
て
、
七
種
を
対
照
し
て
通
観
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
本
資
料

は
そ
れ
を
も
と
に
し
て
手
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。

七
種
を
対
照
し
て
見
る
と
、
龍
谷
本
と
P
二
四
六
〇
は
同
系
の
写
本

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

(
こ
れ
を
龍
大
系
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
)
。

　

ま
た

『禅
門
経
』
と
連
写
さ
れ

て
い
る
P
四
六
四
六
と
S
五
五
三
二
は
、
ほ
ぼ
全
同
で
あ
る

(
こ
れ
を
禅
門
経
系
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
)
。

S
二
五
九
五

(大
正
蔵
本
と
呼
ぶ
)
を
龍
大
系

・
禅
門
経
系
と
比
べ
て
み
る
と
、
禅
門
経
系
に
属
す
る
が
、
末
尾
の
偶
が
な
い
。

こ
の
こ

と
は
S
二
五
九
五
は
禅
門
系
と
は
伝
持
者

の
系
統
が
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
禅

門
経
系
の
末
尾
の
偶

は
、
も
と
も
と
の

『観
心
論
』
に
あ

っ
た
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
論
を
締
括
る
た
め
の
末
尾

の
偶
は
、
そ
の
論

を
総
括
す
る
よ
う
な

も
の
で
あ

っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
こ
の
偶
は
論
と
は
関
係
な
く
、

一
種
の
格
言
的
な
偶
で
も

っ
て
締
括

っ
て
い
る
感
じ

で
あ

り
、
な
く
て
も
何
ら
差
し
支
え
な
く
、
本
来
は
な
か

っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

龍

大
系
と
大
正
蔵
本

・
禅
門
経
系
で
は
語
句
の
出
入
や
違

い
は
見
ら
れ
る
が
、
文
意
に
大
差
は
な

い
。
た
だ

一
箇

所
、
大
き
く
違

い
を

見
せ
る
所
が

(9
)
に
存
在
す
る
。
そ
の
箇
所
を
取
り
出
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

音

大

系

由
持
如
是
戒
定
恵
等
三
種
浄
戒
、
故
能
超
彼
岸
。

因
三
毒
業
、
断
三
毒
悪
、
得
成
仏
道
。

禅
門
経
系

・
大
正
蔵
本

(由
)
持
如
是
戒
定
恵
等
三
種
浄
法
、
故
能
超
彼

(三
)
毒
悪
業
報
、
(即
)
成
仏
也
。

(
)
は
大
正
蔵
本
に
依
り
補
っ
た
。
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「
三
毒
業
に
因
り
て
、
三
毒
悪
を
断

つ
」
と
は
、
神
秀
の
禅
思
想
か
ら
は
出
て
こ
な

い
。
従

っ
て
禅
門
経
系
の
方

こ
そ
が
元
の

『観
心
論
』

の
文
脈
で
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。
龍
大
系
は
な
ぜ

こ
の
よ
う
な
文
脈
に
な

っ
た
の
か
。
恐
ら
く
誤
写
に
よ

っ
て
文
意
が
不
明
に
な

っ
た
と

こ
ろ
を
読
め
る
よ
う
に
改
め
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「因
三
毒
業
、
断
三
毒
悪
」
と
は
、
三
毒

(貧
唄
療
)
は
悪
だ
と
す
る
二
項
対

立
的
意
識
の
枠
組
を
破

っ
て
主
体
的
に
三
毒
を
自
由
に
使

っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
読
み
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

馬
祖
以
後
の
禅
思
想
の
成
熟
し
た
時
代
背
景
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
龍
大
系
は
禅
門
経
系
よ
り
も
後
の
時
代

の
異
本
と

推

定
さ
れ
る
。

更
に
言
え
ば
龍
大
系
の

『観
心
論
』
は
既
に
達
摩
禅
師
作
と
見
な
さ
れ
て
書
写
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
龍
谷
本
は

「西

　

天
竺
國
沙
門
菩
提
達
摩
禅
師
観
門
法
大
乗
法
論
」
の
表
題
の
も
と
に
九
種
の
文
献
が
連
写
さ
れ
、
『観
心
論
』
の
終
わ

っ
た
後
に

「西
國
梵

音
唐
言
此
論
翻
繹
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
。

一
方
、
P
二
四
六
〇
も

「第

一
祖
達
摩
輝
師

梁
武
帝
撰
」
の
達
摩

の
碑
文
が
続

い
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

『観
心
論
』
も
達
摩
作
と
見
な
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

P
二
四
六
〇
の

「第

一
祖
達
摩
輝
師

梁
武
帝
撰
」
は
、
龍
谷
本
に
も

「西
国
梵
音
唐
言
此
論
翻
繹
」
に
続

い
て

「第

一
祖
達
摩
輝
師

梁
武
帝
撰
」
と
見
え
る
の
だ
。
龍
谷
本
だ
け
を
見
て
い
る
と

「梁
武
帝
撰
」
の
文
字
は
解
し
難
か

っ
た
が
、
奇
し
く
も
P
二
四
六
〇
に

繋
が

っ
た
。
大
胆
な
推
測
か
も
し
れ
な

い
が
、
龍
谷
本

『観
心
論
』
は
次
に

「第

一
祖
達
摩
暉
師

梁
武
帝
撰
」

の
達
摩
碑
文
が
連
写
さ

れ

て
い
た
も
の
で
、

「西
天
竺
國
沙
門
菩
提
達
摩
禅
師
観
門
法
大
乗
法
論
」
は
そ
の

『観
心
論
』
部
分
だ
け
を
書
き

写
し
、
書
き
写
す
際
に

「第

一
祖
達
摩
暉
師

梁
武
帝
撰
」
ま
で
入

っ
て
し
ま

っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
見
て
く
る
と
龍
大
系
の

『観
心
論
』
は
も

と
も
と
達
摩
の
碑
文
を
連
写
し
た
同
系
統
の
も
の
だ

っ
た
わ
け
で
あ
り
、
対
照
し
た
と
き
龍
大
本
と
P
二
四
六
〇
が
似
か
よ

っ
て
い
る
と

見
て
取
れ
た
の
は
当
然

の
こ
と
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

P
二
六
五
七
は

(12
)
に
二
箇
所
増
広
が
あ
り
、
諸
本
に
見
え
ぬ
も
の
が
加
わ

っ
て
い
る
。

一
つ
は
長
明
灯
を
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
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故
燃
七
燈
者
、
七
識
也
。
中
間

一
識
轄
動
、
七
識
流
轄
、
七
々
四
九
、
燃
四
九
燈
、
口
除
身
中
雑
染
種
子
、
口
口
口
闇
照
用
口
口
口
通

無
碍
。

と
あ
る
。
も
う

一
つ
は
末
尾
に
、

又
造
翻
敷
珠
念
仏
者
、
其
惟
福
也
。
所
謂
敷
珠
者
六
根
也
。

一
根
起
、
染
六
庭
。
倶
轄
六
々
三
六
軍
賊
為
貧
、
三
六
為
唄
、
三
六
為
療
、

以
成
三
毒
。
今
為

一
百
八
煩
悩
。
若
能
畳
了
、
観
照
身
心
功
用
、
念
々
連
珠
、
心
元
染
着
、
不
起
不
動
。
今
於
艘

性
、
造
四
九
尺
長
。

翻
者
謂
七
識
也
。

一
識
轄
動
、
七
庭
随
轄
、
故
七
々
四
九
也
。
方
便
使
翻
七
識
、
轄
入
寂
静
、
即
法
海
湛
然
、
息

風
滅
波
、
恵
水
長
流
、

内

外
明
浄
、
即
虚
通
元
碍
、
令
如
来
性
真
如
湛
寂
。
時
人
愚
迷
、
不
會
聖
意
、
費
損
給
練
、
身
外
念
仏
、
求
於
福
恵
、
非
所
磨
。
若
能

倶
持
、
亦
是
衆
生
之
所
少
善
也
。
若
是
行
人
必
須
内
求
、
外
元
益
也
。

と
あ

る
。
前
の
増
広

で
は
、
七
識

の
灯
を
燃
や
し
て
闇
を
照
ら
す
と
説
き
、
後
者
は
七
識
を
翻
し
て
寂
静
に
転
入
し
、
如
来
性
真
如
を
湛

寂
な
ら
し
め
る
と
い
う
。
し
か
し

『観
心
論
』

の
他
の
所
で
は
七
識
や
種
子
を
言
う
こ
と
は
な
く
、
観
心
の

一
法
に

一
切
を
収
敏
す
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
増
広
部
分
と
思
想

の
波
長
が
合

っ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
ま
た

(12
)

の
初
め
の
問

い
で
は
、
仏
が
衆
生
に
行
わ
せ

る
種

々
の
功
徳
を
具
体
的
に
列
挙
し
、
答
え
の
方
で
は
そ
の

一
つ
一
つ
に
観
心
と
い
う
こ
と
か
ら
は
ど
う
な
る
か
を
説

い
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
初
め
に
数
珠
念
仏
が
挙
が

っ
て
い
な
い
の
に
答
に
そ
れ
が
説
か
れ
て
い
る
の
は
唐
突
で
文
脈
上
浮
き
上
が

っ
て
い
る
。
明
ら
か
に

後
人

の
増
広
附
加
で
あ
ろ
う
。
P
二
六
五
七
を
龍
大
系
、
禅
門
経
系
と
対
照
し
て
み
る
と
、
混
合
し
た
も

の
と
な

っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
龍
大
系
に
近

い
と
い
え
る
。
こ
の
P
二
六
五
七
の
紙
背
文
書
は
P
三
〇

一
八

(菩
提
達
磨
論
と
題
さ
れ
る

四
行
論
長
巻
子
雑
録

部
)、

P
三
六
六
四

(円
明
論
)
、
P
三
五
五
九

(P
三
六
六
四
に

つ
な
が
る
円
明
論
、
修
心
要
論
、
伝
法
宝
記
等
の
初
期
禅
宗
文
献
を
連

写
し
た
も
の
)
に

つ
な
が
り
、
天
宝
十
年

(七
五

一
)
頃
の

「敦
焼
県
差
科
薄
」
と
い
わ
れ
る
紙
背
及
び
書
写
さ
れ
た
禅
文
献
の
筆
跡
か

　

ら

こ
れ
ら
の
四
点

の
禅
文
献
は
、
七
六
〇
年
か
七
七
〇
年
頃
の
書
写
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
P
二
六
五
七

　

の
観

心
論
は
S
二
五
九
五
か
ら
龍
大
系
に
変
わ

っ
て
い
く
過
程
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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S
六
四
六
は
、
臥
輪
禅
師
看
心
法

(首
欠
)
の
異
本
に
当
た
る
も
の
に
次

い
で
、
『観
心
論
』
の

(3
)
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
り
、
続

い
て
三
界
の
説
明
文

・
假
讃
百
事
経

・
楊
州
顎
禅
師
与
女
人
問
答
詩
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
『観
心
論
』

(3
)
に
当
た
る
も
の
は
、
問
い

の
部
分
が
な
く
、
染
心
と
浄
心
の
二
種
心
の
差
別
が
あ
る
と
説
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
染
心
に
随
え
ば

三
界
に
沈
倫
し
て
種
々
の
苦
を

受
け

る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
ほ
ぼ
諸
本
と
同
じ
だ
が
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
全
く
異
な
る
。
諸
本
で
は
染
心
が
真
如

の
体

を
障
げ
る
か
ら
だ
と
説
明
し
て

『
十
地
経
』
『浬
藥
経
』
を
引
く
が
、
S
六
四
六
で
は
自
体
が
自
性
を
見
失

っ
て
真
如
に
塵
騎
が
生
じ

る
か
ら
だ
と
説
い
た
後
、
唯
識
の
種
子
重
…習
説
を
展
開
し
て
雑
染
種
子
の
断
じ
難
き
を
論
じ
て
い
る
。
『観
心
論
』
の
思
想
と
は
掛
け
離
れ

た
展
開
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『観
心
論
』
の
異
本
と
い
え
る
か
ど
う
か
問
題
だ
ろ
う
。
前
半
が
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
か
ら
関
係
が
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な

い
。
結
論
を
急
い
で
は
な
ら
な

い
が
、
『観
心
論
』

(3
)
を
唯
識
説
を
も

っ
て
説
明
し
な
お
し
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

た
だ

P
二
四
六
〇
の
増
広
部
分
に
七
識
や
種
子
の
言
及
が
あ
り
、
こ
の
P
六
四
六
に
も
種
子
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う

で
あ
る
。
P
四
六
四
六

・
S
二
五
九
五

・
S
五
五
三
二

(禅
門
経
系
)
と
龍
谷
本

・
P
二
四
六
〇

(龍

大
系
)
の
二
系
統

の
写
本
に
分
か
れ
る
が
、
禅
門
教
系
が
よ
り
原
本
に
近
く
、
龍
大
系
は
達
摩
作
と
し
て
伝
授
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
禅
門
経
系
の
中
で
は
末
尾

の
偶
の
な
い
S
二
五
九
五

(大
正
蔵
本
)
が
最
も
原
本
に
近
い
の
で
は
と
推
測
さ

れ
る
。
P
二
六
五
七
は

禅
門
経
系
と
龍
大
系
の
中
間
に
位
置
す
る
も

の
で
あ
り
、
働
に
増
広
付
加
が
あ
る
。
S
六
四
六
は

(3
)
の
部
分
に
相
当
す
る
が
、
種
子

重
…習
説
を
展
開
し
、
厳
密
に

『観
心
論
』
の
異
本
と
い
え
る
か
ど
う
か
問
題
で
あ
る
が
、
P
二
六
五
七
の
増
広
付
加
部
分
と
は
種
子
で
繋

が
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

註

①
矢

吹
慶
輝

「
シ
ュ
タ
イ

ン
氏
蒐
集
徽
焼
地
方
出
古
写
仏
典

ロ
ー
ト
グ
ラ
フ
解
説
目
録
」

第

二
年
八
号
、

一
九

一
七
年
九
月

・
一
一
月
、

一
九

一
八
年
八
月
)。

(『宗
教
研
究
』
第

二
巻

三
号

・
第

二
年
六
号

・
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同

「
ス
タ
イ
ン
氏
蒐
集
緻
煙
出
土
支
那
古
爲
本
の
調
査
」
(『宗
教
研
究
』
新
第
五
巻

一
号
、

一
九
二
八
年

一
月
)
。

柳
田
聖
山

「敦
燈
の
禅
籍
と
矢
吹
慶
輝
」
(講
座
敦
煙
8

『敦
煙
仏
典
と
禅
』、
大
東
出
版
社
、

一
九
八
〇
)
。

②

『宗
教
研
究
』
第
九
巻
五
号
、

一
九
三
二
年
九
月
。
神
尾
氏
が
見
ら
れ
た
安
心
寺
版

の

『観
心
論
』
、
『血
豚
論
』、

『最
上
乗
論
』

の
三

本
は
各
々
独
立
し
た

一
書
と
し
て
伝
わ

っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
に
お

い
て
は
北
苑
文
庫

(金
閣
寺
)
に
こ
の
三
本
を

『観

心
論
全
』
と
表
題
し
て

一
書
に
ま
と
め
た
も
の
が
存
在
す
る
。
無
者
道
忠

『少
林
三
論
井
四
品
校
離
』
に

「享
保
甲
寅
之
冬
、
観
達
摩

観
心
論
血
豚
論
五
祖
最
上
乗
論
為

一
珊
者
。
朝
鮮
刻
本
。
在
南
涌
院
、
借
得
而
爲
之
」

(柳
田
聖
山
主
編

『禅
学
叢
書
之
二
』
二

=

頁
、

中
文
出
版
社
)
と
あ
る
南
涌
院
本
と
の
関
係
は
不
詳
だ
が
、
日
本
で
は
三
本
が

一
書
と
な

っ
て
い
た
。

③

『龍
谷
學
報
』
第
三
〇
九
號
、

一
九
三
四
年
六
月
。

④
金
九
経
校
訂

「校
刊
安
心
寺
本
達
摩
大
師
観
心
論

・
校
刊
大
乗
開
心
顕
性
頓
悟
真
宗
論
」
『墓
園
叢
書
』

一
、

一
九

三
四
年
七
月
。

⑤

『大
谷
學
報
』
第
十
五
巻
四
號

・
第
十
六
巻

二
號
、

一
九
三
四
年
十
二
月
、

一
九
三
五
年
六
月
。

⑥

「達

摩
観
心
論

(破
相
論
)
五
本
封
校
」
『校
刊
少
室
逸
書
解
説
附
録
』
、
安
宅
仏
教
文
庫
発
行
、

一
九
三
六
年
五
月
。
後
に

『鈴
木
大

拙
全
集
』
別
巻

一

(岩
波
書
店
、

一
九
七

一
年
四
月
)
に
収
録
さ
れ
る
。

⑦
以
後

の
研
究
史
に

つ
い
て
は
、
田
中
良
昭

「敦
煙
禅
宗
資
料
分
類
目
録
初
稿
、
H
禅
法

・
修
道
論
」
(『駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』

第

二
九
号
、

一
九
七

一
年
三
月
)
に
詳
し
い
。

『大

乗
仏
典

〈中
国

・
日
本
篇
〉
敦
焼
H
』

(中
央
公
論
社
、

一
九
八
九
年

一
〇
月
)
に
参
考
文
献
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

⑧

『駒

沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
十
四
號
、

一
九
八
六
年
三
月
。

⑨

『駒

沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
八
號
、

一
九
七
七
年

一
〇
月
。

⑩

『駒

沢
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
第
九
號
、

一
九
七
八
年

二

月
。

⑪

『論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
第

三
号
、

一
九
九
四
年

=

一月
。
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⑫

田
中
萬
善

「敦
煙
出
土
文
献
の
再
検
討
ー
特
に
観
心
論
S
、
五
五
三
二
号
に
つ
い
て
ー
」

(『宗
教
研
究
』
第
四

一
巻
第
三
輯
、

一
九
六

八
年
三
月
)
に
既
に
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
。

⑬

四
弘
誓
願
、
達
摩
禅
師
観
門
、
法
性
論

(擬
題
)
、
謹
心
論
、
除
睡
呪
、
修
心
要
論
、
三
宝
問
答

(擬
題
)
、
大
乗
諸
法

二
辺
義
、
観
心

論

の
九
の
文
献
。

⑭

上
山
大
峻

「敦
捏
に
お
け
る
禅
の
諸
層
」
(『龍
谷
大
学
論
集
』
第
四
二

一
号
、

一
九
八
二
年
)
田
中
良
昭

「敦
煙
本

「圓
明
論
」
に

つ
い
て
」
(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
十
八
巻

一
号
、

一
九
六
九
年
)

⑮

P
二
六
五
七
の
末
尾
に

「天
復
三
年

(九
〇
三
)
十

一
月
」
と
あ
る
年
号
は
ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
筆
跡
か
ら
は
観
心

論

に
つ
な
が
る
も
の
か
ど
う
か
判
断
し
に
く
い
。
今
は
観
心
論
と
関
係
が
な
く
後
の
他
の
文
献
の
書
写
の
と
き

の
も

の
と
見
て
お
く
。

も

し
観
心
論
に
つ
な
が
る
も
の
な
ら
ば
、
四
点
の
ペ
リ
オ
本
の
筆
写
年
代
の
見
直
し
を
迫
る
も
の
と
な
る
。

凡

例

○
本
書
は
敦
焼
写
本
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
七
本
の

『
観
心
論
』
の
翻
刻
で
あ
る
。

○
翻
刻
に
際
し
て
は
以
下
の
も
の
を
利
用
し
た
。

・
敦
燵
宝
蔵

・
国
際
禅
学
研
究
所
柳
田
文
庫
所
蔵
の
ス
タ
イ
ン
本

・
ペ
リ
オ
本
の
禅
宗
関
係
写
本
の
写
真
。

・
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵

「西
天
竺
国
沙
門
菩
提
達
摩
暉
師
観
門
法
大
乗
法
論
」
の
写
真

コ
ピ
ー
。

・
大
正
大
蔵
経
巻
八
五

・
古
逸
部

『観
心
論
』
。

・
鈴
木
大
拙

「達
摩
観
心
論

(破
相
論
)
五
本
封
校
」
。

・
田
中
良
昭

「『菩
薩
惣
持
法
』
と

『
観
心
論
』
(
二
)」
。



・
S

二
五
九
五
、
S
五
五
三
二
に

つ
い
て
は

一
九
九
四
年
夏
、

マ
ガ
ダ

ム
幸
子
氏
が
大
英
博
物
館
に
赴
い
て
調
査
さ

れ
た
資
料
。

○
翻
刻

に
当
た

っ
て
は
鈴
木
大
拙
の

「五
本
封
校
」
に
な
ら

っ
て
15
の
段
落
に
分
け
、
通
し
番
号
を
冒
頭
に
付
し
た

。

○
校
異
や
対
校
に
つ
い
て
は
、
各
写
本
各
段
落
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
し
、
そ
の
段
落
の
終
わ
り
ご
と
に

一
括
し
て
示
し
た
。
そ
れ
を
見

る
こ
と
に
よ

っ
て
通
読
で
き
る
よ
う
に
句
読
点
を

つ
け
た
。

○
対
校

に

つ
い
て
の
表
記
法
は
大
正
新
修
大
蔵
経
に
倣
う
。
敦
煙
本
七
種
の
略
符
号
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

P
四
六
四
六
1
④

龍

谷

本
1
③

S
二
五
九
五
1
◎

S
五
五
三
ニ
ー
⑪

S

六

四

六
ー
③

P
二
四
六
〇
i
⑪

P
二
六
五
七
ー
◎
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刀
お
お

観
心
論

ω
問
、
若
復
有

人
、

志
求
佛
道
、
當
脩
何

法
、
最
為
省
要
。

答
日
、
唯
観
心

一
法
、

惣
掻
諸
行
、
名
為
最

要
。

　

②
又
問
、
云
何
云

一

法
能
掻
諸
行
。

答
日
、
心
者
万
法
之

根
本
也
。
一
切
諸
法
、

唯
心
所
生
。
若
能

了

心
、
則
万
行
倶
備
。

猶
如
大
樹
所
有
枝
條

及
諸
花
菓
、
皆
悉
自

心
根
本
生
長
。
栽
樹

者
存
根
而
始
生
、
伐

樹
者
去
根

而
必
死
。

了
心
脩
道
、
則
省
力

而
易
成
。

不
了
心
者

所
脩
、
乃
費
功
而
元

益
。
故
如
、

一
切
善

悪
皆
由
自
心
。
若
心

外
別
求
、終

元
是
法
。

①

〔云
〕
1
③

龍
谷
本

　

ω
若
復
有
人
、
至
求

佛
道
、
當
修
何
法
思

惟
。
答

日
、
観
法
惣
掻
諸

行
、
名
為
最
要
。

①

(問
)
+
若
④

②

又
問
、
云
何

一
法

能
撮
諸
行
。

　

　

答

日
、
法
諸
根
本
也
。

一
切
諸
法
、
唯
心
所

生
。
若
能
了
心
、
則

万
行
倶
備
。
猶
如
大

樹
枝
條
及
諸
花
菓
、

皆
悉

因
根
。
栽
樹
者

存
根
而
活
。
生
長
大

樹
者
棄
根
而
死
。
若

了
心
修
道
、
則
省
力

而
易
成
。
不
了
心
而

修
、
乃
費
功
夫
而
元

利
益
。
故
知
、

一
切

善
悪
皆
由
自
心
。
心

　

外
別
求
、
修
元
是
法
。

①

(心
者

万
)
+
法
④

②
諸
目
之
④

③
修
11
終
④

の
囲
⑩
α

(
↓
c。
窃
)

oつ
呂

ω
P

'

ω
①
お

刀
嘘

①
O

益
故
知

一
切
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ

コ
P
①
α
刈
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③
又
問
、
云
何
観
心

稻
之
為

了
。

答
[日
、菩
薩
摩
詞
薩
、

行
深
般
若
波
羅
蜜
多

時
、
了
於

四
大
五
蔭
、

於
空
元
我
中
了
見
自

心
。
有

二
種
差
別
。

云
何
為

二
。

一
者
浄

心
。
二
者
染
心
。
其

浄
心
者
、
即
是
売
漏

真
如

之
心
。
其
染
心

者
、
即
是
有
漏
元
明

之
心
。
二
種
之
心
法
、

ホ
自
然
、
本
来
倶
有
。

錐
假
縁
合
、
本
不
相

生
。浄
心
恒
楽
善

因
、

染
禮
常
思
悪
業

。
若

真
如
自
畳
、
不
受
所

染
、
則
稻
之
為
聖
。

遂
能
遠
離
諸
苦
、
謹

浬
葉
楽
。
若
随
縁
造

業
、
受
具
纏
縛

、
則

　凡
之
為
凡
。
於
是
沈

論

三
界
、
受
種
種
苦
。

何
以
故
。
由
彼
染
心

障
真
如
膣
故
。
十
地

経

云
、
衆
生
身
中
有

コ
ま
ま

　

③
又
云
何
観
心
稽
之

為
了
。

答
日
、
菩
薩
摩
詞
薩
、

行
深
般
若
波
羅

螢
時
、

於
四
大
五
蔭
、
空
元

　

所
有
成
。
於
中

了
見

自
心
。
有

二
種
差
別
。

云
何
有

二
種
。

一
者

浄
心
。

二
者
染
心
。

其
浄
者
即
是
元
漏
真

如
之
心
。
其
染
者
即

是
有
漏
莞
明
之
心
。
　

此
二
種
心
法
、
未
自

然
本
來
倶
有
。
錐
假

　

縁
合
、
亦
不
想
生
。　

浄
心
恒
楽
善
因
、
縁

躰
常
思
悪
業
。
若
真

如
自
畳
、
不
受
諸
染
、

則
構
諸
為
聖
。
遂
能

　

遠
離
諸
苦
、
謹
浬
葉

　

楽
。
維
染
造
業
、
受

　

　

其
種
覆
、
則
知
為
凡
。

　

　

輕
是
沈
輪
三
界
、
受

種
々
苦
。
何
以
故
。

由
彼
染
心
障
真
如
躰

故
。
十
地
経
云
、
衆

生
心
中
有
金
剛
仏
性
、

龍
谷
本

Go
留

綜

(
↓
c◎
α
)

の
呂
ω
P

口
口
身

上
有

二
種
心

差
別
。
云
何
為

二
。

口
口
者
浄

心
。

二
者

染
心
。
其
浄
者
是
元

漏
真
如
之
心
。
其
染

心
者
是
元
明
有
漏
之

心
。
此
者

二
種
法
自

ホ
本
来
倶
有
。
錐
假

　

緑
合
、
護

不
相
生
。

浄
心
恒
楽
善

因
、
染

躰
常
思
悪
業
。
若
真

如
自
畳
、
不
受
所
染
、

則
稻
為
聖
。
常
樂
遠

離

一
切
苦
、
能
謹
浬

葉
樂
者
、
即
是
解
脱

也
。
若
随
染
躰
心
、

造
作
悪
業
、
受
其
纏

覆
、
則
名
之
為
凡
。

　

於
是
沈
輪

三
界
、
受

種
種
苦
。
何

以
故
。

　此
為
自
躰
迷
自
性
、

真
如
上
遂
生
塵
騎
。

の
①
お

㈹
口
口
口
口
口
口
稻

之
為
了
。

答
日
、
菩
薩
摩
詞
口

口
口
口
口
口
羅
蜜
時
、

口
口
大
五
蔭
口
無
所

有
我
。
於
中
了
見
自

心
。
有

二
種
差
別
。

云
何
為
二
。

一
者
浄

心
。
二
口
染
心
。
其

浄
心
者
、
即
是
元
漏

真
如
之
心
。
其
染
心

者
、
即
是
有
漏
元
明

之
心
。
此
二
種
心
法
、

ホ
自
然
、本
来
倶
有
。

錐
假
緑
合
、
亦
不
相

生
。
浄
心
恒
楽
善
因
、

染
躰
常
思
悪
業
。
若

真
如
自
畳
、
不
受
所

染
、
則
稻
之
為
聖
。

遂
能
遠
離
諸
苦
、
謹

浬
葉
楽

。随
染
造
業
、

　

受
其
纏
覆
、
則
之
為

凡
。
於
是
沈
論
三
界
、

受
種
々
苦
。
何
以
故
。

由
彼
染
心
障
真
如
膿

故
。
十
地
経
云
、
衆

生
身
中
有
金
剛
仏
性
、

刀
壁
8

コ
P
①α
刈
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刀
&
8

金
剛
佛
性
、
猶
如
日

輪
、
腔
明
圓
満
漏
、

廣
大
元
邊
。

止
為
五

蔭
重
雲
所
覆
、
如
瓶

内
燈
光
、
不
能
顕

了
。

又
浬
盤
小経
云
、

一
切

衆

生
、
皆
有
佛
性
。

　

元
明
覆
故
、
故
不
得

解
脱
。
佛
性
者
即
畳

性
也
。
但
自
畳
畳
他
、

智
恵

明
了
、
離
其
所

覆
、
則
名
解
脱
。
故

知

一
切
諸
善
以
畳
為

根
。
因
其
毘
根
、
遂

顕
現
諸
功
徳
樹
。
浬

契
之
果
、
因
此
而
成
。

如
是
観
心
、
可
名
為

了
。
①
凡
11
名
⑪

②

〔故
〕
1
⑧
⑪

龍
谷
本

猶
如
日
輪
、
躰
明
圓

満
、
廣
大
元
邊
、
只

為
五
蔭
重
雲
所
覆
、

如
瓶
内
燈
光
、
不
能

顕

了
。
又
浬
繋
経
云
、

一
切
衆
生
、
皆
有
仏

性
。
元
明
覆
故
、
不

　聞
解
脱
。
仏
性
者
則

　有
畳
性
也
。
但
自
毘

　

畳
也
、
智
恵
明
了
、

離
其
所
覆
、
即
名
解

脱
。
故
知

一
切
諸
善

以
毘
為
根
。
因
其
貴

根
、
以
為
顕
現
諸
功

徳
樹
。
浬
般
木之
果
、

因
此
而
成
。
如
是
観

心
、
可
名
為
了
。

①

(問
)

±

云
④

②
成
睦
我
④
㊦

③
未
1ー
ホ
④
⑪

④
想
11
相
④
㊦

⑤
縁
11
染
④
㊥
⑪

⑥
諸
11
之
④
⑪

⑦
維

11
随
⑪

⑧
種

11
纏
⑪

⑨
知

11
名
之
⑤

ω
囲

⑩
α

(
↓
o。
α
)

是
観
心
可
名
為
了

ω
呂

ω
D

　

元
明
覆
故
、
故
不

得
解
脱
。
佛
性
者
即

貴
性
也
。
但
自
貴
寛

他
、
智
恵
明
了
、
離

其
所
覆
、
則
名
解
脱
。

故
知

一
切
諸
善

以
覧

為
根
。
因
其
畳
根
、

遂
顕
現
諸
功
徳
樹
。

浬
葉
之
果
、
因
此

而

成
。
如
是
観
心
、
可

名
為
了
。

①

〔故
〕

1
⑬
⑪

ω
①
&

並
由
外
取
想
、
即
作

外
塵
解
。
塵
想
既
多

、

識
心
非

一
。
随
心
動

庭
、
皆
是
染
着
。
便

随
種
種
心
、
造
作
種

種
行
、
以
種
種
行
即

有
種
種
業

生
、
以
磨

受
種
種
報

。
其
義
云

何
。
但
由
染

心
偏
重
、

業
即
随
来
。
既
有
種

種
勲
習
、
自
然
有
種

種
性
。
既
有
種
種
性
、

生
食
浴
不
断
。
即
有

種
種
因
縁
所
庭
即
不

待
耶
師
止
示
自
然
分

別
、
任
運
生
染
、
恣

着
万
境
、
増
此
新
勲
、

即
雑
染
種
子
、
縦
令

修
行
、
欲
改
前
非
、

但
為
宿
習
力
彊
想
心

慣
習
即

不
断
。
傍
大

用
功
夫
、
久
修
清
浄
、

漸
漸
除
妄
、
然
可
依

希
也
。
若
不
如
此
、

依
染
心
所
習
、
損
却

真
如
躰
、
家
宅
破
失
、

号
云
六
賊
。
努
力
修

コ
悼
8
0

猶
如
日
輪
、
膿
明
圓

満
、
廣
大

元
邊
、
只

為
五
蔭
重
雲
所
覆
、

如
瓶
内
燈
光
、
不
能

顕
了
。
又
浬
契
経
云
、

一
切
衆
生
、
皆
有
仏

性
。
元
明
覆
故
、
不

得
解
脱
。
仏
性
者
即

畳
性
也
。
但
自
畳
々

他
、
智
恵
明
了
、
離

其
所
覆
、
即
名
解
脱
。

故
知

一
切
諸
善
以
覧

為
根
、
因
其
覧
根
、

遂
能
顕
現
諸
功
徳
樹
。

浬
薬
之
菓
、
因
此
而

成
。
如
是
観
心
、
可

名
為

了
。

①

(名
)
+
之
③

刀
D
①
q
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㈲
又
問
、
上
説
真
如

佛
性
、

一
切
功
徳
、

因
覧
為
根
。
未
審
元

明
之
心
、
一
切
諸
悪
、

以
何
為
根
。

答
日
、
元
明
之
心
、

錐
有
八
万
四
千
煩
悩

情
慾
及
恒
沙
衆
悪
元

量
元
邊
、
取
要
言
之
、

皆
因
三
毒
、
以
為
其

本
。
三
毒
者
、
即
食

唄
療
是
也
。
此
毒
心
、

自
具
足

一
切
諸
悪
、　

猶
如
大
樹
。
根
錐
見

一
、
所
生
枝
葉

、
其

元
量
数
。
彼
三
毒
根

中
、
有
諸
悪
業

。
百

千
万
億
過
於
前
、
不

可
為
喩
。
如
是
三
本

心
、
於
本
腱
中
、
自

コ
8
お

⑩
輕
目
於
④
⑤
⑪

⑪
輪

11
倫
④
⑪

⑫
聞
H
得
④
⑪
⑥

⑬

〔有
〕

1
④
⑪
⑪

⑭
也
11
他
④
⑪
⑪

㈱
又
問
、
上
説
真
如

仏
性
、

一
切
功
徳
、

因
覧
為
根
。
未
審

元

明
之
心
、
一
切
諸
悪
、

以
何
為
根
。　

答
日
、

元
無
之
心
、

錐
有

八
万
四
千
煩
悩

　

情
慾
如
恒
沙
衆

悪
元

量
元
邊
、
取
要
言
之
、

皆
因
三
毒
、
以
為
根

本
。
其

三
毒
者

、
即

食
瞑
療
也
。
此
毒
心
、

能
具

足

一
切
諸
悪
、

　

猶
如
本
樹
。
根
錐
是

　

　

一
、
生
所
受
枝
葉
、

其
数

元
量
。
彼
三
毒

根
、

一
一
根
中
、
生

諸
悪
業
、
百
千
万
億

　

倍
通
於
前
、
不
可
為

喩
。
如
是
三
心
、
於

龍
谷
本

㈲
又
問
、
上
説
真
如

佛
性
、

一
切
功
徳
、

因
畳
為
根
。
未
審

元

明
之
心
、
一
切
諸
悪
、

以
何
為
根
。

答
日
、

元
明
之
心
、

錐
有
八
万
四
千
煩
悩

情
慾
及
恒
沙
衆
悪
充

量
莞
邊
、
取
要
言
之
、

皆
由
三
毒
、
以
為
根

本
。
其

三
毒
者
、
即

食
瞑
療
也
。
此
三
毒

心
、
自
能
具
足

一
切

諸
悪
、
猶
如
大
樹
。

根
錐
是

一
、
所
生
枝

葉
、
其
数
元
量
。
彼

三
毒
根
中
、
生
諸
悪

業
、
百
千
万
億
倍
過

於
前
、
不
可
為
喩
。

如
是
心
、
於
本
膣
中
、

ω
脇
㊤
α
(
-「
o。α
)

㈲
又
問
、
上
説
真
如

佛
性
、

一
切
功
徳
、

因
覧
為
根
。
未
審

元

明
能

心
、
一
切
諸
悪
、

以
何
為
根
。

答
日
、
元
明
之
心
、

錐
有

八
万
四
千
煩
悩

情
慾

及
恒
沙
衆
悪

元

量
元
邊
、
取
要
言
之
、

皆
因
三
毒
、
以
為
其

本
。
三
毒
者
、
即
食

　口
療
也
。
此
毒
心
、

自
具
足

一
切
諸
悪
、　

猶
如
大
樹
。
根
錐
見

一
、
所
生
枝
葉
、
其

元
量
数
。
彼
三
毒
根

中
諸
悪
業
、
百
千

万

億
過
於
前
、
不
可
為

喩
。
如
是
三
心
、
於

本
膿
中
、
自
為
三
毒
。

ω
呂
認

行
、
常
観
不
息
、
即

合
大
道
也
。

①
護

時
本
④

、
亦
⑧

③
②
輪

11
論
④
⑪

③

以
下

ハ
諸
本

二
見

エ
ズ
。ω

①
8

㈲

又
問
、
上
説
真
如

　

仏
性
、

一
切
患
徳
、

因
覧
為
根
。
未
審
元

明
之
心
、
一
切
諸
悪
、

以
何
為
根
。

答

日
、
元
明
之
心
、

錐
有
八
万
四
千
煩
悩

　

情
慾
如
恒
沙
衆
悪
元

量
元
邊
、
取
要
言
之
、

皆
因
三
毒
、

以
為
根

本
。
其
三
毒
者
、
即

貧
唄
療
也
。
此
毒
心
、

自
能
具
足

一
切
諸
悪
、

猶
如
大
樹
。
根
錐
是

　

一
、
生
所
枝
葉
、
其

敷
無
量
。彼

三
毒
根
、

=

根
中
、
生
諸
悪

業
、
百
千
万
億
倍
過

於
前
、
不
可
為
喩
。

如
是
三
心
、
於
本
腫

コ
障
お
O

刀
8

α
刈
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刀
お
お

為

三
圭母
。
若
雁
脚現
ヱ
ハ

根
、
亦
名
六
賊
。
其

六
賊
者
、
則
名
六
識

也
。
出
入
諸
根
、
食

着

万
塊
、能
成
悪
業
、

損
真
如
禮
、
故
名
六

賊
。

一
切
衆
生
、
由

此

三
毒
及
以
六
賊
、

惑

乱
身
心
、
沈
没
生

死
、
輪
廻
六
趣
、
受

諸
苦
悩
。
又
有
江
河
、

因
少
泉
源
、
泪
流
不

絶
、
乃
能
弥
漫
、
波

濤
万
里
。
若
復
有
人
、

断
其
本
源
、
則
衆
悪

皆
息
。
求
解
脱
者
、
　

除
其
三
毒
及
以
六
趣
、

自
然
永
離

一
切
諸
苦
。

龍

谷
本

本
躰
中
、
自
為

三
毒
。

若
磨
現
六
根
、
亦
名

六
賊
。
其
賊
者
六
蜥載

是
也
。
由
此
六
識
、

　

出
令
根
、食
着

万
境
、

　

能
成
悪
業
根
眞
如
躰
、

故
名
⊥ハ
賊
。

一
切
衆

生
、
由
此
三
毒
及
以

　

六
賊

、

或
乱

身

心

、

　

沈
輪
生
死
、
輪
廻
六

　

趣
、
受
之
苦
悩
。
又

江
河
小
泉
源
、
泪
流
　

不
絶
、
及
能
弥
滞
、

波
濤
万
里
。
若
復
有

人
、
断
其
本
源
、
則

衆
流
皆
息
。
求
解
脱

者
、
能
除
三
毒
及
以

六
賊
、
自
然
離

一
切

　功
徳
諸
悪
。

の
謡
⑩
α
(
↓
Q。α
)

自
為
三
毒
。
若
慮
現

六
根
、
亦
名
六
賊
。

其
六
賊
者
、
則
名
六

識
。
出

入
諸
根
、
貧

着
万
境
、
能
成
悪
業
、

損
真
.如
幽
胆
、
故
名
山ハ

賊
。

一
切
衆
生
、
由

此
三
毒

及
以
六
賊
、

惑
乱
身

心
、
沈
没
生

死
、
輪

廻
六
道
、
受

諸
苦
悩
。
又
有
江
河
、

因
少
泉
源
、
滑
流
不

絶
、
乃
能
弥
漫
、
波

濤

万
里
。若
復
有
人
、

断
其
本
源
、
則
衆
流

皆
息
。
求
解
脱
者
、

除
其
三
毒
及
以
六
賊
、

自
能
除

一
切
諸
苦
。

ω
緕
ω
P

若
磨
現
六
根
、
亦
名

六
賊
。
其
六
賊
者
、

則
名

六
識
也
。
出
入

諸
根
、
食
着
万
境
、

能
成
悪
業
、
損
真
如

騰
一、
故
名
六
賊
。

一

切
衆

生
、
由
此
三
毒

及
以
六
賊
、
惑
乱
身

心
、
沈
没
生
死
、
輪

廻
六
趣
、
受
諸
苦
悩
。

又
有
江
河
、
因
少
泉

源
、
泪
流
不
絶
、
乃

能
弥
漫
、波
濤
万
里
。

若
復
有
人
、
断
其
本

源
、
則
衆
悪
皆
息
。

求
解
脱
者
、
除
其
三

　

毒
及
以
六
趣
、
自
然

永
離

一
切
諸
苦
。

cD
①
3

コ
暗
8

中
、
自
為
三
毒
。
若

慮
現
六
根
、
亦
名
六

賊
。
其
六
賊
者
、
六

識
是
也
。
由
此

六
識
、

出
入
諸
根
、
食
着

万　

境
、
能
成
悪
業

、
口

真
如
幽
阻
、
故
名
六
賊
、

一
切
衆
生
、
由
此

三

　

毒
及
以
六
賊
、
或
乱

身
心
、
沈
倫
生
死
、

輪
廻
六
趣
、
受
諸
苦

悩
。
又
如
江
河
、
因

少
泉
源
、
滑
流
不
絶
、

　

乃
能
弥
満
、
波
濤
万

里
。
若
復
有
人
、
臨

其
本
源
、
則
衆
流
皆

息
。
求
解
脱
者
、
能

除

三
毒
及
以
六
賊
、

自
然
離

一
切
諸
苦
。

τ
P①
竃

①
見
11
是
⑧
◎
⑪

②
趣
11
賊
③
◎
⑤

①
無

H
明
④
◎
⑪
⑪

②
如

11
及
④
◎
⑪

③
本

酬
大
④
◎
⑪
⑪

④
生
所
11
所
生
④
◎
⑪

⑤

〔受
〕
1
④
◎
⑪
⑪

⑥
通
開
過
④
◎
⑪
⑥

⑦
令
罰
入
諸
④
◎
⑪
⑪

①

ロ
ー1
唄
④
⑪

②
見

11
是
⑧
◎
⑪

③
趣

11
賊
⑧
◎
⑪

①
慈
11
功
④
③
◎
⑪

②
如

11
及
④
◎
⑪

③
生
所
11
所
生
④
◎

⑪
④

ロ
ー1
損
④
◎
⑪

⑤
或

1ー
惑
④
◎
⑪

⑥
満

11
漫
④
◎
⑪



⑧
根
"
損
④
◎
⑪

⑨
或
11
惑
④
◎
⑪

⑩
輪

11
倫
㊥

⑪
之

睡
諸
④
◎
⑪
⑪

⑫
満

11
漫
④
◎
⑪

⑬

〔功
徳
〕
1
④
◎
⑪

⑪

137敦 燈写本七種対照 『観心論』

⑤
又
問
、
三
界
六
趣
、

廣
大
元
邊
、
若
唯
観

心
、
云
何
免
彼
之
苦
。

答
日
、

三
界
業
報
、

唯
心
所
生
。
本
若
元　

心

、

則

元

三
界

。

三

　

毒
者
、
貧
為
慾
界
、

唄
為
色

界
、
療
為
モ

色
界
。
由
此

三
心
、

結
集
諸
悪
、
業
報
成

就
、
輪

廻
不
息
。
故

名

三
界
。
又
三
毒
造

業
軽
重
受
報
不
同
、

分
隔
六
庭
。
故
名
六

趣
。①

(其

三
界
者

即

是
)
+
三
⑬
、

(三

界
者
即
是
)±

二
◎
.

刀
お
δ

　

⑤
又
問
、
三
界
六
六

趣

、
廣
大
元
邊
、
若

②

③

維
観
心
、
云
何
勉
彼

元
窮
之
苦
。

答
日
、

三
界
業
報
、

　唯
所
生
。
本
若
充
心
、

即
元
三
界
。
其
三
界

者
、
即
是

三
毒
也

。

食
為
欲
界
、
唄
為
色

界
、
療
為
元
色
界
。

　

由
此
三
心
、
法
集

諸

悪
、
業
報
成
就
、
輪

廻
不
息
。故
名

三
界
。

又
三
毒
造
業
輕
重
受

報
不
同
、
分
隔
六
庭
。

故
名
六
趣
。

①

〔六
〕
1
④
◎
⑪
㊦

②
維

11
唯
④
◎
⑪
⑪

③
勉

11
免
④
◎
⑪
⑪

龍
谷
本

⑤

又
問
、
三
界
六
趣
、

廣
大
元
邊
、
若
唯
観

心
、
云
何
免
彼
之
苦
。

答

日
、

三
界
業
報
、

　惟
心
所
生
。
本
若
元

心
、
則
元
三
界
。

三

界
者
、
即
是
三
毒
。

貧
為
慾
界
、
瞑
為
色

界
、
療
為
元
色

界
。

由
此
三
心
、
結
集
諸

悪
、
業
報
成
就
、
輪

廻
不
息
。
故
名
三
界
。

　

又
由
三
毒
造
業
輕
重

受
趣
不
同
、
分
蹄
六

虚
一。
故
名
⊥ハ
趣
。

①
惟
11
唯
④
⑧
◎
⑭

②

〔由
〕
1
④
⑬
◎
⑭

の
囲

⑩
α

(
-「
c。
α
)

⑤
又
問
、
三
界
六
趣
、

廣
大
元
邊

、
若
唯
観

心
、
云
何
免
彼
之
苦
。

答

日
、
三
界
業
報
、

唯
心
所
生
。
本
若
元　

心
、

則

元

三
界

。

三

　

毒
者
、
食
為
慾
界
、

唄
為
色
界
、
療
為
元

色

界
。
由
此
三
心
、

結
集
諸
悪
、
業
報
成

就
、
輪

廻
不
息
。
故

名
三
界
。

又
三
毒
造

業
軽
重
受
報
不
同
、

分
畠蹄
⊥ハ
」庭
。
故
名
六

趣
。

①

ω嶺 茎

嚇
其 即+

の
①
轟
①

⑤
又
問
、
三
界
六
趣
、

廣
大
元
邊
、
若
唯
観

心
、
云
何
免
彼
無
窮

之
苦
。

答

日
、
三
界
業
報
、

唯
心
所
生
。
本
若
元

心
、
則
元
三
界
。
其

三
界
者
、
則
三
毒
也
。

貧
為
慾
界
、
唄
為
色

界
、
療
為
元
色
界
。

由
此

三
心
、
結
集
諸

悪
,
業
報
成
就
、
輪

廻
不
息
。
故
名
三
界
。

又
三
毒
造
業

軽
重
受

報
不
同
、
分
蹄
六
庭
。

故
名
六
趣
。

「
v
R

①
O

刀
D①
q
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刀
お
8

(其
三
界
者
則
)
+

三
⑭

②
者

目
也
⑬
⑥

〔者
〕
1
◎

㈲

又
問
、
云
何
軽
重
、

分
之
為
六
。

答

日
、
若
有
衆
生
不

　

了
正
因
、
迷
心
順
善
、

未
免

三
界
、
生

三
軽

趣
。

云
何
三
軽
。
所

為
迷
修
十
善
、
妄
求

快
楽
、
未
免
食
界
、

　

生
於
⊥合
趣
。
迷
持
五

戒
、
妄
起
愛
増
、
未

免
唄
界
、
生
於
入
趣
。

迷
執
有
為
、
信

邪
求

福
、
未
免
療
界
、
生

阿
脩

羅
趣
。
如
是

三

類
、
名

三
軽
趣
。

云

何
三
重
。
所
謂
縦
三

毒
心
、
唯
造
悪
業
、

堕
三
重
趣
。
若
貧
業

重
者

、
堕
餓
鬼
趣
、

唄
業
重
者
、
堕
地
獄

趣
、
療
業
重
者

、
堕

毒
生
趣
。
如
是
三
重
、

龍
谷
本

④
唯
+
〔心
〕④
⑪
⑪

⑤
法
H
結
④
◎
⑪
⑪

(6)　

　

答

日
、
有
衆
生
不
了

正
因
、
迷

心
修
善
、

　

未
勉
三
界
、
生
作
輕

趣
。
云
何
三
輕
。
所

為
迷
修
十
善
、
妄
求

快
樂
、
未
免
貧
界
、

　

生
於
天
趣
。
未
持
五

戒
、
妄
起
増
愛
、
未

免
唄
界
、
生
於
人
趣
。

　

迷
執
有
為
、
傍
取
求

　

福
、
未
勉
療
界
、
生

於
阿
修
羅
趣
。
如
是

三
類
、
名
為
三
輕
趣
。

　

　

云
何

三
種
。
所
謂
從

三
毒
心
、
唯
造
悪
業
、

　

 随

三
重
趣
。
苦
食
業

重
者
、
随
地
獄
趣
、

療
業
重
者
、
随
畜
生

趣
、
唄
業
重
者
、
堕

餓
鬼
趣
。

ω
盤

㊤
α

(
-「
Q◎
α
)

㈲
又
問
、
云
何
輕
重
、

分
之
為

六
。

答
日
、
若
有
衆
生
不

了
正
因
、
迷
心
修
善
、

未
免
三
界
、
生
三
輕

趣
。
云
何

三
輕
。
所

　

為
悉
修
十
善
、
妄
求

快
樂
、
未
免
貧
界
、

　

　

生
於
六
趣
。
悉
持
五

戒
、
妄
起
愛
増
、
未

免
瞑
界
、生
於
人
趣
。

迷
執
有
為
、
信
邪
求

福
、
未
免
療
界
、
生

　

阿
修
羅
。如
見

三
類
、

名
為
三
重
。

云
何
三

重
。
所
謂
縦
三
毒
心
、

唯
造
悪
業
、
堕

三
重

趣
。
若
食
業
重
者
、

堕
餓
鬼
趣
、
瞑
業
重

者
、
堕
地
獄
趣
、
療

業
重
者
、
堕
畜
生
趣
。

如
是

三
重
、
通
前

三

② 三
〔 者 界

難 融
旙 鐸
面

㈲
又
問
、
云
何
輕
重
、

分
之
為

六
。

答
日
、
若
有
衆
生
不

　

了
正
因
、
迷
心
順
善
、

未
免
三
界
、
生
三
輕

趣
。
云
何

三
輕
。
所

為
迷
修

十
善
、
妄
求

快
樂
、
未
免
食
界
、

　

 生
於
六
趣
。
迷
持
五

戒
、
妄
起
愛
増
、
未

免
唄
界
、
生
於
人
趣
。

迷
執
有
為
、
信
邪
求

福
、
未
免
療
界
、
生

阿
修
羅
趣
。
如
是
三

類
、
名
三
輕
趣
。
云

何

三
重
。
所
謂
縦
三

毒
心
、
唯
造
悪
業
、

堕

三
重
趣
。
若
貧
業

重
者
、
堕
餓
鬼
趣
、

唄
業
重
者
、
堕
地
獄

趣
、
療
業
重
者
、
堕

畜
生
趣
。
如
是

三
重
、

の
①
轟
①

(6)

刀
蛍
①
O

　

　

答
日
、
有
衆
生
不
了

正
因
、
迷
心
脩
善
、

未
免
三
界
、
生
三
輕

趣
。
云
何

三
輕
。
所
　

謂
迷
脩
十
善
、
忘
求

快
楽

、
未
免
貧
界
、

生
於
天
趣
。
迷
持
五

　

戒
、
忘
起
愛
増
、
未

免
唄
界
、生
於
人
趣
。

　

迷
執
有
為
、
傍
取
求

福
、
未
免
療
界
、
生

阿
脩
羅
趣
。
如
是
三

類
、
名
為
三
輕
趣
。

云
何
三
重
。
所
謂
縦

三
毒
心
、唯
造
悪
業
、

堕

三
重
趣
。
若
貧
業

重
者
、
堕
地
獄
趣
、

療
業
重
者
、
堕
畜
生

趣
、
唄
業
重
者
、
堕

餓
鬼
界
。

刀
D
①α
刈
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通
前

三
軽
、
遂
成
六

趣
。
故
知

一
切
善
業
、

由
自
心
生
。
但
能
撮

心
、
離
諸
邪
悪
。

三

界
六
趣
輪
廻
之
苦
、

自
然
消
滅
、
則
名
解

脱
。
①
順

11
修
⑬
◎
⑪

②

六
11
天
③
⑪

刀
お
&

　六
趣
輪

廻
之
苦
、

自
然
消
滅
、
能
知
離

苦
、
即
名
解
脱
。

①

(又
問
云
何
軽
重

分
之
為
六
)

十
答

④
◎
⑪

②

(若
)
+
有
④
◎

⑪
③
勉
11
免
④
◎
◎
㊦

④
未
11
迷
④
⑪
㊦

⑤
傍
取
11
信
邪
④
◎

⑪
⑥
勉
11
免
④
◎
⑪
⑪

⑦
種
H
重
④
◎
⑪
⑥

⑧
従
11
縦
④
◎
⑪
⑥

⑨
苦
11
若
④
◎
⑪
⑥

⑩

(如
是
三
重
通
前

三
軽
遂
成
六
趣
故

知

一
切
善
業
由
自

心
生
但
能
撮
心
離

諸
邪
悪
三
界
)
十

六
④
◎
⑪

龍
谷
本

」輕
、
遂
成

六
趣
。
故

知

一
切
善
業
、
由
自

心
生
。
但
能
掻
心
、

離
陣諸
邪
悪
。
一壬
界
六

　

趣
輪
廻
之
業
、
自
然

　

消
滅
、
能
滅
諸
苦
、

即
名
解
脱
。

①
悉
11
迷
④
⑬
⑪
⑪

②
六
11
天
⑧
⑪

③
悉
11
迷
④
⑪
⑤

④
羅
+

(趣
)
④
⑬

◎
⑪

⑤
業
11
苦
④
⑧
⑪
㊦

⑥
滅
11
離
⑪

ω
脇
㊤
α

(
↓
c◎
α
)

通
前
三
輕
、
遂
成
六

趣
。
故
如

一
切
善
業

、

由
自
心
生
。
但
能
撮

心
、
離
諸
邪
悪
。
三

界
六
趣
輪

廻
之
苦
、

　

自
然
消
滅
、
諸
苦
、

則
名
解
脱
。

①
順
11
修
⑧
◎
⑪

②
六
11
天
⑧
⑪

③

(能
離
)

+
諸
⑪

ω
紹

ω
D

ω
①
8

　六
趣
輪
廻
之
苦
、

自
然
消
滅
、
能
離
諸

苦
、
即
名
解
脱
。

①

(又
問
云
何
軽
重

分
之
為
六
)
十
答

④
◎
⑪

②

(若
)
+
有
④
◎

◎
③

忘
11
妄
④
③
◎
⑪

④
忘

11
妄
④
⑧
◎
⑪

⑤

傍
取

11
信
邪
④
◎

◎
⑥

(如
是
三
重
通
前

三
軽
遂
成
六
趣
故

知

一
切
善
業
由
自

心
生
但
能
撮
心
離

諸
邪
悪
三
界
)

+

六
④
◎
⑪

コ
P
8

0

コ
8
釦
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刀
ま
お

⑦

又
問
、如

佛
所
説
、

　

我
於
三
代
阿
僧
祇
劫
、

元
量
勤
苦
、
乃
成
佛

道
。
云
何
今
説
、
唯

除

三
毒
、
即
名
解
脱
。

　

答

日
、
佛
説

三
世
阿

僧
祇
劫
者

、
漢
言
不

可
敷
。
此

三
毒
心
、

　

於

一
念
中
、
恒
阿
沙

衆
悪
。

一
念
中
皆
為

一
劫
。
恒
河
沙
者
、

不
可
数
也
。
真
如
之

性
、被

三
毒
之
覆
障
。

若
不
超
彼

三
世
恒
沙

毒
悪
之
心
、
云
何
得

解
脱
也
。
今
者
能
除

食
唄
療
等
三
種
毒
心
、

是
則
名
度
得
三
世
阿

　

僧
祇
劫
。
来
世
衆
生
、

愚
療
鈍
根
、
不
解
如

来
三
種
阿
僧
祇
劫
秘
　

密
之
説
、
遂
言
成
歴　

劫
未
期
。
豊
不
疑
悟

行
人
菩
提
道
也
。

龍
谷
本

⑦

又
問
、
如
仏
所
説
、

我
於
三
大
阿
僧
祇
劫
、

　

元
量
勤
苦
、方
成
仏
。

　

云
何
人
説
、
唯
除
三

毒
、
即
名
解
脱
。　

答

日
、
所
言

三
毒
大

　

阿
僧
祇
、
漢
言
不
可

　

敷
。
由
此

三
毒
心
、

於

一
一
心
中
、
有
恒

沙
悪
念
。
於

一
一
念

中
、
皆
為

一
劫
。
恒

沙
者

不
可
数
也
。
以

三
毒
悪
念
如
三
恒
沙
、

故
言
不
可
藪
也
。
真

　

如
之
性
、
即
彼
三
毒
　

之
所
覆
障
業
、
超
彼

大
恒
河
沙
毒
悪
之
念
、

云
何
名
為
得
解
脱
也
。

今
者
能
除
三
毒
之
心
、

是
則
名
為
度
得

三
大

阿
僧
祇
劫
。
末
世
衆

生
、
愚
療
下
根
、
不

解
如
来
三
大
阿
僧
祇

仏
言
之
説
、
遂
言
成

　

仏
塵
沙
劫
末
期
。
堂

　

不
疑
俣
行
入
、
退
浬

ω
謡
㊤
α

(
↓
o。
α
)

⑦

又
問

、如

佛

所

説

、

　

我
於
三
代
阿
僧
祇
劫
、

元
量
勤
苦
、
乃
成
佛

道
。
云
何
今
説
、
唯

除

三
毒
、
即
名
解
脱
。

答
日
、
佛
所
説
言
、

三
大
阿
僧
祇
劫
者

、

即
三
毒
心
也
。
胡

言

阿
僧
祇
、
漢
言
不
可

　

敷

。

比

三
毒

心
、

於　

一
念
中
、
皆
為

一
切
。

恒
河
沙
者
、
不
可
敷

也
。
真
如
之
性
、
既

被
三
毒
之
所
覆
障
。

若
不
超
越
彼
三
恒
河

沙
毒
悪
之
念
、

云
何

名
得
解
脱
也
。
今
者

能
除
食
唄
療
等

三
種

毒
心
、
是
則
名
為
度

得

三
大
阿
僧
祇
劫
。

末
世
衆
生
、
愚
療
鈍

根
、
不
解
如
来
三
種

阿
僧
祇
秘
密
之
説
、

　

遂
言
成
歴
劫
未
期
。

　

　

豊
不
疑
悟
行
人
、
不

退
菩
提
。

の
呂

ω
D

⑦

又

問

、如

佛

所

説

、

　

我
於
三
代
阿
僧
祇
劫
、

発
量
勤
苦
、
乃
成
佛

道
。
云
何
今
説
、
唯

除
三
毒
、
即
名
解
脱
。

　

答
日
、
佛
説
三
世
阿

僧
祇
劫
者
、
漢
言
不

可
数
。
此

三
毒
心
、

　

於

一
念
中
、
恒
河
衆

悪
。

一
念
中
皆
為

一

劫
。
恒
河
沙
者
、

不

可
数
也
。
真
如
之
性
、

被

三
毒
之
覆
障
。
若

不
超
彼

三
世
恒
沙
毒

悪
之
心
、
云
何
得
解

脱
也
。
今
者
能
除
貧

唄
療
等
三
種
毒
心
、

是
則
名
度
得
三
世
阿

　

僧
祇
劫
。
来
世
衆
生
、

愚
療
鈍
根
、
不
解
如

来

三
種
阿
僧
祇
劫
秘
　

密
之
説
、
遂
言
成
歴　

劫
未
期
。
量

不
疑
悟

行
人
菩
提
道
也
。

の
①
&

刀
壁
①
O

⑦
又
問
、
如
仏
所
説
、

我
於
三
大
阿
僧
祇
劫
、

元
量
勲
苦
、
方
成
仏

道
。
云
何
今
説
、
唯

除
三
毒
、
即
名
解
脱
。

　

答
日
、
所
言
三
阿
僧

砂

漢
言
不
可
敷
。

此

三
毒
心
、
於

一
々

心
中
、
有
恒
沙
悪
念
。

於

一
々
念
中
、
皆
為

　劫
。
恒
河
沙
者

不
可

数
也
。
以
三
毒
悪
念

如

三
恒
河
沙
、
故
言

不
可
数
也
。
真
如
之

性
、
既
被

三
毒
之
所

覆
障
業
、
不
超
彼
大

恒
河
沙
毒

悪
之
念
、

云
何
名
為
得
解
脱
也
。

今
者
能
除
三
毒
之
心
、

是
則
名
為
度
得
三
大

阿
僧
祇
劫
。
末
世
衆

　

生
、
患
療

下
根
、
不

解
如
来
三
阿
僧
祇
仏

言
之
説
、
遂
言
成
仏

　塵
劫
未
期
。
豊
不
疑

俣
行

人
、
退
浬
葉
道

刀
D
①
α
刈



①
代
11
大
⑧
⑪

②
世
ー1
大
◎

③

(有
)
+
恒
⑧
⑪

④
来
H
末
⑬
◎
⑪

⑤
成
+
(仏
)③
⑨

⑥
悟
1ー
惧
⑬
⑪

薬
道
也
。

①
仏
+
(道
)④
◎
⑪
⑪

②

人
睡
今
④
◎
⑪
⑪

③

〔毒
〕
1
◎

④
祇

+
(者
)④
◎
⑪

⑤

〔由
〕
ー
④
◎
⑪
⑪

⑥
彼
11
被
④
◎
⑪
⑪

⑦

(不
)
+
超
⑥

⑧
末

11
未
④
◎
⑪
㊥

⑨
入
H
人
④
◎
⑪
⑪

①
代

11
大
③
⑥

②

比
臆
此
⑧
③
⑪
⑪

③

切
H
劫
⑧
③
⑪
⑪

④
成

+
(仏
)
⑬
㊦

⑤
悟

11
俣
③
⑪

⑥

不
退
菩
提
H
退
浬

葉
道
也
③
⑪
、
菩

提
道
也
④
⑪

①
代

H
大
⑲
⑪

②
世

11
大
◎

③

(有
)
+
恒
⑬
⑪

④
来

11
末
③
◎
⑪

⑤
成

+
(仏
)
③
⑪

⑥
悟

11
俣
⑬
㊦

也
。
①
三
+
(大
)◎

②
祇
+
(者
)④
◎
⑪

③

(
一
)
+
劫
④
⑬
⑪

④
患
11
愚
④
⑬
◎
⑪

⑤
塵
11
歴
④
◎
⑪
、

塵
+
(沙
)③
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㈲
又
問
、
菩
薩
摩
詞

　

薩
、
由
持

三
趣
浄
戒

六
波
羅
蜜
、
方
成
佛

道
。
今
令
學
者
、
唯

只
観
心
、
不
脩
戒
行
、

　

云
何
成
畳
。

　

　
三
趣
浄
戒
者
、
則
離

三
毒
心
、
成
元
量
善
。

　趣
食
者
也
。
以
制
三

　

毒
、
即
有

三
禿
碍
善
、

普
會
於
心
。
故
名
三

　趣
浄
戒
也
。
六
波
羅

　

蜜

者

、
即

六

根

。
漢

晶=口
達

彼
山序
。

以

⊥ハ
根

清

浄
則

不
染

世
塵

、

　

即
出
煩
悩
可
、
至
菩

刀
お
お

⑧
又
問
、
菩
薩
摩

詞

　

薩
、
由
持

三
趣
浄
戒

六
波

羅
蜜
、
方
成
仏　

道
。
今
行
者
、
唯

心

観
心
、

不
修
戒
行
、

云
何
成
仏
。

答
日
、
三
聚
浄
戒
、

即
制
三
毒
心
也
。
制

　

一
一
毒

心
、

無

量
善

　

　

住
。
聚
者
會
。
能
制

毒
心
、
即
有
元
量
善
、

　並
會
於

心
。
故
名
三

聚
浄
戒
也
。
六
波
羅

蜜
者
、
即
六
根
。
是

　

清
浄

不
染
也
塵
、
即

　

是
度
煩
悩
何
、
至
浬

龍
谷
本

(8)

　方
成
佛

道
。
今
令
學
者

、
唯

須
観

心
、
不
修
戒
行
、

　

 云
何
成
。

　量
善

。

　

聚
會
者
。
以
能
制
三

　

毒
、
即
有

三
量
善
、

普
會
於
心
。
故
名
三

聚
戒
也
。
波
羅
蜜
者
、

即
是
梵
言
、
漢
言
達

彼
岸
。
以
六
根
清
浄

不
染

世
塵
、
即
出
煩

　

悩

可
、
至
菩

提

岸
也

。

の
窃

㊤
α

(
-「
c。
α
)

㈲
又
問
、
菩
薩
摩
詞

　

薩
、
由
持
三
趣
浄
戒

六
波
羅
蜜
、
方
成
佛

道
。
今
令
學
者
、
唯

只
観
心
、
不
脩
戒
行
、

　

云
何
成
畳
。

　

　

三
趣
浄
戒
者
、
則
離

三
毒
心
、
成
元
量
善
。

　趣
會
者
也
。
以
制

三

圭璽

即
有

三
元
齢
差
『

普
會
於
心
、
故
名

三

趣
浄
戒
也
。
六
波
羅
　

　

蜜
者
、
即
六
根
。
漢

言
達
彼
岸
。
以
六
根

清
浄
則
不
染
世
塵
、

　

即
出
煩
悩
可
、
至
菩

の
密
ω
悼

ω
①合

⑧
又
問
、
菩
薩
摩
詞

薩
、
由
持

三
聚
浄
戒

六
波
羅
蜜
、
方
成
仏
　

道
。
今
行
者
唯
心
観

心
、
不
脩
戒
行
、
云

何
成
仏
。

答

日
、
三
聚
浄
戒
、

即
制
三
毒
心
也
。
制

　

一
々
毒
心
、

元
量
善

聚
。
聚
者
會
也
。
能

制
毒
心
、
即
有
元
量

善
、
普
會
於
心
、
故

名

三
聚
串浄
戒
也
。
六

波
羅
蜜
者
、
即
六
根

也
。
胡
言
波
羅
蜜
、

漢
言
達
彼
岸
。
以
六

コ
壁
①
O

コ
P
①
α
刈



刀
占
お

幽

提
岸
也
。
故
名
六
波

羅
蜜
。

敦煙写本七種対照 『観心論』

①
趣

1ー
聚
⑪

②
畳

11
仏
⑬
⑪

③

(答

日
)
+
三
⑧
㊦

④
趣

11
聚
⑧
⑪

⑤
趣
食
者
也
H
聚
者

會
也
⑪

⑥

碍
H
量
③
⑪

⑦
趣

11
聚
⑧
⑪

⑧

根
+
(也
)⑪

⑨

可
"
河
⑪

龍
谷
本

般
否
序
。
故
名
六
波
羅
胆

蜜
也
。

①
趣
H
聚
⑥

②
心
11
只
④
⑪

③

(成
)

+
無
④
⑪

④
住
H
聚
㊦

④
會
+

(也
)
㊦

⑥
並
11
普
④
◎
⑪
⑪

⑦
也
11
世
④
◎
⑪
⑪

⑧
何

11
河
⑪

Oo
謡

Φ
α

(
-「
ooα
)

故

名

六
波

羅
胆蜜

。

①

(又
問
菩
薩
摩
詞

薩
由
持
三

浄
戒

六
波
羅
蜜
)
+
方

④
③
⑪
⑪

②
成
+

(仏
)
⑧
⑥

③

(三
趣
浄
戒
者
則

離
三
毒
心
成
元
)+

量
④
⑪

④
會
者
睡
者
會
也
⑪

⑤

(元
)
+
量
③
⑪

⑥
可
睦
河

(⑧
)

ω
呂
ω
D

提
岸
也
。
故
名
六
波

羅
蜜
。

①
趣

11
聚
⑪

②

畳
11
仏
⑧
⑥

③

(答
日
)
+
三
⑧
⑪

④
趣
H
聚
⑧
⑪

⑤
趣
會
者
也
11
聚
者

會
也
⑪

⑥
碍
11
量
⑬
⑪

⑦
根
+

(也
)
⑥

⑧
可
11
河
⑥

ω
①
お

刀
嘘
①
O

根
清
浄

不
染
世
塵
、

即
是
度
煩
悩
河
、
至

浬
藥
岸
。
故
名
六
波

,

羅
蜜
也
。

①
心
睦
只
④
⑪

②

(成
)

+
元
④
⑪

刀
8
竃

⑨
又
問
、
如
経
所
説

三
聚
浄
戒
者
、
誓
断

一
切
悪
、
誓
脩

一
切

善
、誓
度

一
切
衆

生
。

　者
言
制

三
毒
心
、
堂

不
文
義
有
所
乖
也
。

答
[日
、
佛
所
説
三
毒

者
、
封
於
貧
毒
、
誓

　

断

一
切
悪
、
常
脩
戒
。

封
於
唄
毒
、
誓
脩

一

⑨

又
問
、
如
経
所
説

三
聚
浄
戒
者
、
誓
断

一
切
悪
、
誓
修

一
切

善
、誓
度

一
切
衆
生
、

　

　

唯
願
。
金
言
制

三
毒

　

心
、
豊
不
久
義
有
所

乖
也
。

答
日
、
仏
所
説
経
是

真
實
語
、
慮
元
謬
也
。

　等
諸
浬
盤
於
道
去
内

中
、
修
之
苦
行
時
、

⑨
又
問
、
如
経
所
説

三
聚
浄
戒
者
、
誓
断

一
切
悪
、
誓
修

一
切

善
、
誓
度

一
切
衆
生
。

今
言
制
三
毒
心
、
豊

不
文
義
有
所
乖
也
。

答

日
、
佛
所
説
経
是

真
實
語
、磨

元
謬
也
。

菩
薩
於
過
去
因
中
、

修
苦
行
時
、
樹
於

三

⑨
又
問
、
如
経
所
説

三
聚
浄
戒
者
、
誓
断

一
切
悪
、
誓
脩

一
切

善
、
誓
度

一
切
衆
生
。

　者
言
制
三
毒
心
、
量

　不
不
文
義
有
所
乖
也
。

答

日
、
佛
所
説

三
毒

者
、
鐵
於
食
毒
、
誓

　

断

一
切
悪
、常
修
戒
。

封
於
唄
毒
、
誓
脩

一

切
善
、
故
常
修
定
。

⑨

又
問
、
如
経
所
説

三
聚
浄
戒
者
、
誓
断

一
切
悪
、
誓
脩

一
切

善
、
誓
度

一
切
衆
生
、

　唯
願
。
今
言
制

三
毒

　

心
、
豊
不
久
義
有
所

乖
也
。

答

日
、
仏
所
説
経
是

真
實
語
、
磨
元
謬
也
。

　等
浬
葉
於
道
去
因
中
、

脩
苦
行
時
、
爲
封

三
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切
善
、
故
常
脩
定
。

樹
於
瘍
毒
、
誓
度

】

　

切
衆
生
、
常
脩
恵
。

　持
如
是
戒
定
恵
等
三

種
浮
法
、
故
能
超
彼

毒
悪
業
報
、
成
佛
也
。

以
制
三
毒
、
則
諸
悪

消
滅
、故
名
之
為
断
。

以
能
持
三
戒
、
則
諸
　

善
具
足
、名
之
為
戒
。

　

以
脩
能
断
、
則
万
行

成
就
、
自
他
利
己
、

普
濟
群

生
、
故
名
為

度
。
知
所
脩
戒
行
、

　

不
離
於
心
。
若
自
清

浮
、
則

一
切
衆
生
皆

悉
清
浮
。
故
経
云
、

心
垢
則
衆
生
垢
、
心

　

浄
故

一
切
功
徳
悉
皆

清
浄
又
云
、
欲
得
仏
、

當
浮
。
其
心
、
随
其

心
浮
、
則
佛
土
浄
。

若
制
得

三
種
毒
心
、

三
聚
浄
戒
自
然
成
就
。

刀
お
ま

為
封
三
毒
、
獲
三
誓

願
、
持
三
聚
浄
戒
。

封
於
貧
毒
、
誓
断

一

切
悪
、
故
常
修
戒
。

封
於
唄
毒
、
誓
修

一

切
善
、
故
常
修
定
。

樹
於
療
毒
、
誓
度

一

切
衆

生
、
故
常
修
恵
。

由
持
如
是
戒
定
恵
等

三
聚
浄
戒
、
故
能
超

彼
岸
。

因
三
毒
業
、

断
三
毒
悪
、
得
成
佛

道
。
以
能
制
三
毒
、

　

　

則
諸
消
滅
、
故
名
諸

爲
断
。

以
能
持
三
聚

浮
戒
、
則
諸
善
具
足
、

故
名
爲
修
。
以
能
断

能
修

、則

万
行
成
就
、

自
他
倶
利
、
普
濟
群

生
、
故
名
爲
度
脱
。

故
知
所
修
戒
行
、
不

離
於

心
。
若
自
心
清

浄
、
則

一
切
衆

生
皆

悉
清
浄
。
故
経
云
、

心
垢
則
衆
生
垢
、
心

浄
、
則
衆
生
浄
。

又

経
云
、
欲
浄
仏
土
、

龍
谷
本

毒
、

誓

断

一
切

悪
、

　常
修
戒
。
封
於
唄
毒
、

誓
修

一
切
善
、
故
常
　

修
定
。
封
於
療
戒
、

誓
度

一
切
衆
生
、
故

常
修
恵
。
由
持
如
是

戒
定
恵
等
三
種
浄
法
、

故
能
超
彼
三
毒
悪
業
、

即
成
仏
也
。
以
制

三

毒
、
則
諸
悪
消
滅
、

故
名
之
爲
断
。
以
能

持
三
戒
、
則
諸
善
具

　

足
、

名

之

爲

佛
。

以

　修
能
断
、
則
万
行
成

就
、
自
他
利
己
、
普

濟
群
生
、
故
名
爲
度
。

既
知
所
修
戒
行
、
不

　

離
於
心
。
若
自
清
浄
、

　

故

一
切
功
徳
悉
皆
清

浄
。

又
云
、
欲
得
浄

　

佛
云
、
當
浄
其

心
、

随
其
心
浄
、
則
佛
土

浄
。
若
能
制
得
三
種

毒
心
、

三
聚
浄
戒
自

然
成
就
。

ω
P
α
㊤
α

(
↓
o。
α
)

甥
於
療
毒
、
誓
度

一

　

切
衆
生
、
常
修
恵
。

　持
如
是
戒
定
恵
等
三

種
浄
法
、
故
能
超
彼

　

毒
悪
業
、
成
佛
也
。

以
制

三
毒
、
則
諸
悪

消
滅
、
故
名
之
為
断
。

以
能
持
三
戒
、
則
諸
　

善
具
足
、
名
之
爲
戒
。

　

以
修
能
断
、
則
万
行

成
就
、
自
他
利

己
、

普
濟
群
生
、
故
名
為

度
脱
。
知
所
修
戒
行
、

　

不
離
於
心
。
若
自
清

浄
、
則

一
切
衆

生
皆

悉
清
浄
。
故
経
云
、

心
垢
則
衆
生
垢
、
心

　

浄
故

一
切
功
徳
悉
皆

清
浄
。
又
云
、
欲
得

佛
、
當
浄
其
心
、
随

其
心
浄
、
則
佛
土
浄
。

若
制
得

三
種
毒

心
、

三
聚
浄
戒
自
然
成
就
。

の
α
α
ω
M

ω
①お

毒
、
襲
三
誓
願
、
持

三
浄
戒
。封
於
貧
毒
、

誓
断

一
切
悪
、
故
常

脩
戒
。
封
於
唄
毒
、

誓
脩

一
切
善
、
故
常

脩
定
。
封
於
凝
毒
、

誓
度

一
切
衆
生
、
故

常
脩
恵
。
由
持
如
是

戒
定
恵
等
三
聚
浄
戒
、

故
能
超
彼
岸
。
因
三

毒
業
、
断
三
毒
悪
、

得
成
仏
道
。

以
能
制

三
毒
、
則
諸
悪
消
滅
、

故
名
之
為
断
。
以
能

持

三
浄
戒
、
則
諸
善

具
足
、
故
名
為
脩
。

以
能
断
能
脩
、
則
万

行
成
就
、
自
他

倶
利
、

普
濟
翠
生
、
故
名
為

度
脱
。
故
知

所
脩
戒

行
、

不
離
於
心
。
若

自

心
清
浄
、
則

一
切

　

衆

生
皆
迷
清
浄
。
故

経
云
、
心
垢
則
衆
生

垢
、
心
浄
則
衆

生
浄
。

又
経

云
、
欲
浄
仏
土
、

當
浄
其
心
、
随
其
心

コ
睾
8

刀
D
①
q
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コ
ま
ま

①
今
+
者
◎
⑪

②

(故
)
+
常
⑬

③

(故
)
+
常
⑬
◎
⑪

④

(由
)
+
持
⑧
◎
⑪

⑤
戒
11
修
③
⑪

⑥
脩
能

断
旺
能
断
能

修
⑬
⑪

⑦
自
+
(
心
)
⑧
⑪

⑧
功
徳

11
衆
生
③
⑨

龍
谷
本

當
浄
其
心
、
随
其
心

浮
則
仏
土
浄
。
若
能

制
得
三
種
毒
心
、
三

聚
浮
戒
自
然
成
就
。

①

〔唯
願
〕
ー
④
◎
⑪

②
金
n
今
◎
⑪

③
久
11
文
④
◎
⑪

④
等
諸
浬
藥
於
道
去

内
中

11
菩
薩
於
過

去
因
中
◎

⑤
諸
+
(悪
)④
◎
⑪

⑲
⑥
諸
H
之
④
◎
⑪
㊥

oD
N
紹

α

(
↓
c。
α
)

①

(故
)
+
常
⑧
⑪

②
戒

肘
毒
④
⑬
⑪
⑥

③
佛

11
修
⑬
⑨

④
修
能
断
11
能
断
能

修
③
⑪

⑤
自

+
(心
)
⑬
⑪

⑥
功
徳

ー1
衆
生
③
⑪

⑦

云
睡
土
⑧
㊦

ω
呂

ω
P

①
今

+
者
◎
⑥

②

〔不
〕
1
④
⑧
◎
㊦

③

(故
)
+
常
③
㊦

④

(故
)
+
常
③
◎
⑪

⑤

(由
)
+
持
⑧
◎
⑥

⑥
業

+
(報
)④

⑦
戒

11
修
⑧
⑪

⑧
修
能
断
H
能
断
能

修
⑬
⑪

⑨
自

+
(心
)⑧
⑪

⑩
功
徳
11
衆
生
⑬
⑥

ω
①8

刀
M8
0

浄
、
則
仏
土
浄
。
若

能
制
得
三
種
毒
心
、

三
聚
浄
戒
自
然
成
就
。

①

〔唯
願
〕1
④
◎
⑪

②
久

11
文
④
◎
⑪

③
等
浬
葉
於
道
去
因

中

11
菩
薩
於
過
去

因
中
◎

④
迷

11
悉
⑧

刀
M
①
q

⑩
又
問
、
如
経
所
説

六
波
羅
蜜
者
、
亦
名

六
度
。
所
為
布
施
持

戒
忍
辱
精
進
繹
定
智

恵
。
A
コ
言
六
根
清
…浄

　⊥ハ
波

而羅
密
[、

若

為

通

會
一。

又

六
度

者

、
其

義

云
何

。

答
日
[、
欲
脩
六
度

、

當
浮
六
根
。
欲
浮
六

　

⑩
又
問
、
経
云
所
説

　

六
波
ロ維
密
【者
、
六
度
。

所
謂
布
施
持
戒

忍
辱

精
進
輝
定
智
恵
。
今

言
六
根
清
浮
名

六
波

羅
蜜
、
若
為
通
會
。

六
度
者
、
其
義
云
何
。

　

答

日
、

願

修

六
度

、

　

當
浄
六
根
。
先
除
六

⑩

又
問
、
如
経
中
所

説
六
波
羅
蜜
者
、
亦

名
六
度
。
所
謂
布
施

持
戒
忍
辱
精
進
暉
定

智
恵
。
A
ユ
言
六
根
清

　

漏伊
六
波
羅
脚密
〔、
若
爲

通
會
。
又
六
度
者
、

其
義
云
何
。

⑩
又
問
、
如
経
所
説

六
波
羅
蜜

者

、亦
名

　度
。
所
為
布
施
持
戒

忍
辱
精
進
暉
定
智
恵
。

　

今
言
六
根
清
浄

六
波

羅
蜜
、
若
為
通
會
。

又
六
度
者
、
其
義
云

何
。

答

日
、
欲
修
六
度
、

僧含
日
[、
～欲
修
六
度
、

當
浄
六
根
。
欲
浄
六

當
浄
六
根
。
欲
浄
六

　

⑳

又
問
、
経

云
所
説

　

六
波
ロ維
密
【者
、
六
度
。

所
謂
布
施
持
戒
忍
辱

精
進
輝
定
智
恵
。
今

言
六
根
清
浄
名
六
波

羅
蜜
、
若
為
通
會
。

又
六
度
者
、
其
義
云

何
。

答

日
[、

欲
脩

⊥今
度

、

　

當
浄
六
根
。
先
除
六
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根
、
先
降
六
賊
。
能

捨
眼
賊
、離
諸
色
境
、

心
元
顧
恪
、
名
為
布

施
。
能
禁
耳
賊
、
於

彼
聲
塵

、
不
令
縦
逸
、

名
為
持
戒
。
能
除
鼻

賊
、
等
諸
香
是
、
自

在
調
柔
、
名
為
忍
辱
。

能
制
舌
賊
、
不
貧

邪

味
、
讃
詠
講
説
、
元

疲
厭
心
、
名
為
精
進
。

能
降
身
賊
、
於
諸
燭

欲
、

心
湛
然
不
動
、

名
為
禅
定
。
能
撮
意

賊
、

不
順
元
明
、
常

脩
畳
恵
、
樂
諸
功
徳
、

　

名
為
智
恵
。
又
度
者

運
也
。
六
波
羅
蜜
、

喩
如
船
筏
、
能
運
載

衆
生
、
達
於
彼
岸
、

故
名
六
度

。

①

(名
)
+
六
⑧
⑨

②

(若
能
永
除
六
賊
常

修
浄
六
根
是
々
泪
六

波
羅

蛍
行
)
+
又
③

㊦

刀
8
8

賊
。
能
離
諸
色
境
、

　

　

心
元
因
悩
、
名
爲
布

施
。
能
禁
耳
賊
、
於
　

彼
聲
塵
、
不
令
縦
免
、

名
爲
持
戒
。
能
伏
鼻

賊
、
等
諸
香
顯
、
自

在
調
柔
、
名
爲
忍
辱
。

能
制
舌
賊
、
不
貧
邪

味
、
讃
詠
講
説
、

元

　疲
心
、
名
爲
精
進
。

能
除
身
賊
、
於
諸
燭

　願
、
湛
然
不
動
、
名

爲
輝
定
。
能
掻
意
賊
、

　

不
唄

元
明
、
常
修
畳

恵
、
楽
諸
功
徳
、
名

爲
智
恵
。
若
能
永
除

六
賊
、
常
修
浮
六
根
、

是
名
六
波
羅
蜜
行
。

又
度
者
運
也
。
六
波

羅
蜜
、
喩
如
船
筏
、

能
運
衆
生
、
達
於
彼

岸
、
故
名
六
度
。

①
云
11
中
◎

②

(亦
名
)

+
六
④

◎
⑪

③
願
"
欲
④
◎
⑪

④

(欲
浄
六
根
)
+

龍
谷
本

根
、
先
降
六
賊
。
能

捨
眼
賊
、
離
諸
色
境
、

心
元
顧
恪
、
名
爲
布

施
。
能
禁
耳
賊
、
於

　

彼
聲
塵
、
勿
令
縦
逸
、

名
爲
持
戒
。
能
除
鼻

賊
、
等
諸
香
昆
、
自

在
調
柔
、
名
爲

忍
辱
。

能
制
舌
賊
、
不
食
邪

味
、
讃
詠
講
説
、
莞

疲
厭
心
、
名
爲
精
進
。

能
降
身
賊
、
於
諸
鰯

欲
、
其
心
湛
然

不
動
、

名
爲
輝
定
。
能
掻
意

賊
、
不
順
元
明
、
常

修
畳
恵
、
樂
諸
功
徳
、

　

名
爲
智
恵
。
又
度
者

運
也
。
六
波
羅
脚密
[、

喩
如
船
筏
、
能
運
載

衆
生
、
達
於
彼
岸
、

故
名
六
度
。

①

(名
)
+
六
③
⑪

②
勿
"
不
④
⑬
⑪
⑥

③

(若
能
永
除
六
賊
常

修
浄

六
根
是
名
六

波
羅

螢
行
)
+
又
③

の
囲
㊤
α

(
-「
Q◎
α
)

根
、
先
降
六
賊
。
能

捨
眼
賊
、
離
諸
色
境
、

心
売
顧
格
、
名
為
布

施
。
能
禁
耳
賊
、
於

彼
聲
塵
、
不
令
縦
逸
、

名
為
持
戒
。
能
除
鼻

賊
、
等
諸
香
昆
、
自

在
調
柔
、
名
為

忍
辱
。

能
制
舌
賊
、
不
食
邪

味
、
讃
詠
講
説
、
元

疲
厭
心
、
名
爲
精
進
。

能
降
身
賊
、於
諸

〔…

断
欠
…

② ①
_◎_
名 ㊦ 六
))

+
度
④
⑬

+
六
⑧
⑪

の
密

ω
D

の
①
お

賊
。
能
離
諸
色
境
、

　

心
無
固
悩
、
名
為
布

施
。
能
禁
耳
賊
、
於

彼
聲
塵

、
不
令
縦
逸
、

名
為
持
戒
。
能
伏
鼻

賊
、
等
諸
香
是
、
自

在
調
柔
、
名
為
忍
辱
。

能
制
舌
賊
、
不
食
邪

味
、
讃
詠
講
説
、
無

疲
厭
心
、
名
爲
精
進
。

能
除
身
賊
、
於
諸
燭

欲
、
湛
然
不
動
、
名

為
輝
定
。
能
掻
意
賊
、

不
順
元
明
、
常
脩
畳

恵
、
樂
諸
功
徳
、
名

爲
智
恵
。
若
能
永
除

六
賊
、
常
脩
浄
六
根
、

是
名
為
六
波
羅
蜜
行
。

又
度
者
運
也
。
六
波

羅
蜜
、
喩
如
船
筏
、

能
運
衆
生
、
達
於
彼

山序
、
故
名
⊥ハ
由反
。

①

云
H
中
◎

②

(亦
名
)
+
六
④
◎

⑪
③

(欲
浄
六
根
)
+
先

④
◎
⑪刀
砦
①
O

口
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
口
運
衆

生
、
達
於
彼
岸
、
故

名
為
度
。

コ
D
①
宅



146敦煙写本七種対照 『観心論』

刀
お
お

ω
又
問
、
所
説
繹
迦

如
来
為
菩
薩
時
、
曽

飲
三
斗
六
升
乳
康
、

方
成
佛
道
。
則
如
是

先
因
食
乳
、
後
謹
佛

果
。
壼
唯
観
心
、
得

解
脱
。

答
日
、
誠
如
所
言
、　

莞
虚
妄
也
。
必
因
喰

乳
、
然
始
成
佛
。
言

食
乳
者
、
乳
有

二
種
。

佛
所
食
者
、
非
是
世

間
不
漂
之
乳
、
乃
是

真
如
清
浄
法
乳
。

三

斗
者
、
即
是
三
聚
浄

戒
。
六
升
者
、
即
六

　

波
羅
蜜
。
成
道
時
、

食
如
是
法
乳
、
方
謹

龍

谷
本

先
④
◎
⑪

⑤
因
11
固
⑥

⑥
悩
11
恪
④
◎
⑪

⑦
免
11
逸
④
◎
⑪
⑪

⑧
疲
+

(厭
)
④
◎

⑪
⑪

⑨
願
11
欲
④
◎
⑪

⑩
唄
11
順
④
◎
㊦

⑪
又
問
、
経

云
所
説

言
教
、
繹
迦
如
来
爲

　

菩
薩
道
時
、
當
飲
三

　

斗
六
升
自
乳
廉
、
方

成
仏
道
。
即
是
先
因

食
乳
、
後
讃
仏
果
。

豊
唯
観
心
、得
解
脱
。

答

日
、
誠
如
所
言
、

元
虚
妄
也
。
必
因
食

乳
、
如
成
佛
道
。
言

食
乳
者
、
有

二
種
。

仏
所
食
者
、
非
是
世

間
不
浮
之
乳
、
乃
是

眞
如
清
浮
法
乳
。

三

斗
者
、
即
是
三
聚
浮

戒
。
六
升
者
、
即
是

六
波
羅
蜜
。
仏
成
道

時
、
由
食
如
是
清
浄

ω
鵠

⑩
α

(
↓
Q。α
)

⑪⑳
又
問
、
所
説
繹
迦

如
来
爲
菩
薩
時
、
曽

飲
三
斗
六
升
乳
廉
、

方
成
佛
道
。
即
是
先

因
食
乳
、後
謹
佛
果
。

豊
唯
観
心
、
得
解
脱

也
。
答

日
、
誠
如
所
言
、　

元
虚
妄
也
。
必
因
喰

乳
、
然
始
成
佛
。
佛

言
食
乳
、
乳
有

二
種
。

佛
所
食
者
、
非
世
間

不
浮
之
乳
、

乃
是
真

如
清
浄
法
乳
。

三
斗

者
、
即
是
三
聚
浄
戒
。

六
升
者
、
即
是
六
波

羅
蜜
。
成
佛
道
時
、

食
如
是
法
乳
、
方
謹

oo
紹

ω
P

ω
①
8

刀
蛙
①O

④
悩

11
恪
④
◎
⑪

⑪
又
問
、
経
云
所
説

言
、
繹
迦
如
来
為
菩

薩
時
、
當
飲
三
斗
六

升
乳
廉
、
方
成
仏
道
。

即
是
先
因
食
乳
、
後

謹
仏
果
。
量
唯
観
心
、

得
解
脱
。

答
日
、
誠
如
所
言
、

無
虚
妄
也
。
必
因
食

乳
、
如
成
仏
道
。
言

食
乳
者
、
乳
有

二
種
。

仏
所
食
者
、
非
是
世

間
不
浄
之
乳
、
乃
是

眞
如
清
浄
法
乳
。
三

斗
者
、
即
三
聚
浮
戒
。

六
升
者
、
即
六
波
羅

蜜
。
仏
成
道
時
、
由

食
如
是
清
浮
法
乳
、

コ
8
q

⑪
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口
来
為
萱

薩
時
、

曽
飲

三
斗
六
升
乳
口

口
口
口
口
口
口
口
口

口
口
後
謹
仏
果
。
堂

唯
観

心
、
得
解
口
。

口
口
口
口
口
口
口
虚

妄
也
。
必
因
食
乳乃

是

真
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
戒
。
六

升
者

、
即
六
波
羅
蜜
。

口
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口
口
方
謹
仏
果
。
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佛
果
。
若
言
如
来
食

於
世
間
婬
慾
和
合
不

浄
之
牛
麺
腱
乳
者
、

③

④

豊
不
誠
誘
悟
之
甚
也
。

如
来
者
、
自
是
金

剛

不
壊

、
元
漏
法
身

、

永
離

世
間

一
切
苦
。

豊
須
如
是
不
浮
之
乳
、

　

以
充
飢
渇
。
所
説
牛

不
在
高
源
、
不
在

下

灘
、
不
食
穀
麦
糟
糠

麸
豆
。
不
与
特
牛
同

群
、
身
作
紫
磨
金
色

。

此
牛
者
、
即
盧
舎
那

佛
也
。
以
大
慈
大
悲

　

隣
敏
故
、
於
清
浄
腔

中
出
如
是
三
聚
浄
戒

六
波
羅
蜜
微
妙
法
乳
、

　

養

一
切
求
清
浄
解
脱

　

者
。
如
是
真
中
清
浄

　

之
乳
、
非
真
如
来
飲

之
成
佛
道

、

一
切
衆

生
若
食
者

、
皆
得
阿

褥
多
羅
三
貌

三
菩
堤

也
。
①
喰
H
食
③
⑪
◎

②
成
+

(仏
)
◎

刀
お
ホ

　

法
乳
、
方
澄
。
若
言

如
来
食
於
世
間
婬
慾

　

和
合
之
牛
積
服
乳
、

即
成
諦
俣
之
甚
也
。

如
来
者
、
自
是
金
剛

不
壊
、

元
漏
法
身
、　

永
離
世
間

一
切
諸
菩

　薩
須
還
而
遠
不
浄
之

　

乳
、
以
充
飢
燭
也
。

　

経
云
説
、
牛
不
在
高

源
、
不
在

下
灘
、
不

　

食
穀
麦
糎
米
。
不
與

特
牛
同
群
、
身
作
紫

磨
黄
金
色
。
言
此
牛

者
、
即
是
盧
舎
那
仏
。

　

以
大
慈
大
悲
怜
慾
故
、

於
清
浄

躰
中
流
出
如

是
一三
衆
浄
戒
六
波
羅
脚

蜜
微
妙
法
乳
、
養

一

切
求
解

脱
者
。
如
是

真
牛
清
浮
之
乳
、
非

　真
如
来
飲

之
成
道
、

一
切
衆
生
能
食
者
、

　皆
阿
縛
浬
葉

①

〔道
〕
ー
④
◎
⑪
⑥

②

〔自
〕
1
④
◎
⑪
⑥

龍
谷
本

佛
果
。
若
言
如
来
食

於
世
間
婬
慾
和
合
不

浄
之
牛
檀
膿
乳
者
、

　

堂
不
成
諦
悟
乃
甚
也
。

如
来
者
、
自
是
金
剛

不
壊
、
元
漏
法
身
、

永
離
世
間

一
切
諸
苦
。

堂
須
如
是
不
浮
之
乳
、

　

以
充
飢
渇
。
所
説
牛

不
在
高
原
、
不
在

下

爆
、
不
食
穀
麦
糟
糠

麸
豆
。

不
与
特
牛

同

群
、身
作
紫
磨
金
色
。

言
此
牛
者
、
即
盧
舎

那
佛
也
。
以
大
慈

大

悲
憐
慰
故
、
於
清
浄

艦
中
如
是

三
聚
浄
戒

六
波
羅
炉蜜
微
妙
篭伝
乳
、

養

一
切
衆
生
求
解
脱

　

者
。
如

是
真
中
清
浄

　

之
乳
、
非
真
如
来
飲

之
成
道

、

一
切
衆
生

若
食
者

、
皆
得
阿
褥

多
羅
三
貌

三
菩
堤
。

①
喰
H
食
⑬
⑥
◎

②
悟
目
俣
⑧
⑪
⑥

ω
囲
㊤
α
(
-「
。。
α
)

…
断
欠
…
…
〕
不

在

下
灘
、
不
食
穀
麦

糟
糠
麸
豆
。
不
与
特

牛
同
群
、
身
作
紫
磨

金
色
。
此
牛
者

、
即

盧
舎
那
佛
也
。
以
大

　

慈
大
悲
憐
慾
故
、
於

清
浄
膿
中
出
如
是
三

聚
浄
戒

六
波
羅
蜜
微

妙
法
乳
、
養

一
切
求　

解
脱
者
。
如
是
真
中
　

清
浄
之
乳
、
非
真
如

来
飲
之
成
佛
道
、

一

切
衆
生
若
食
者
、
皆

得
阿
褥
多
羅

三
貌
三

菩
堤
也
。

①
慾
11
患
◎
⑪

②
中

11
牛
⑧
⑪
◎

ω
呂
ω
D

の
①
ホ

方
謹
仏
果
。
若
言
如

来
食
於
世
間
婬
慾
和

　

合
之
牛
積

腿
乳
者
、

成
諺
惧
之
甚
也
。
如

来
者
、
自
是
金
剛
不

壊
、
元
漏
法
身
、
永

離
世
間

一
切
諸
苦
。

　

豊
須
如
遠
不
浄
之
乳
、
　

以
充
飢
渇
也
。
経
云

説
、
牛
不
在
高
原
、

不
在
下
灘
、

不
食
穀

　

麦
糠
麸
。
不
与
特
牛

同
翠
、
身
作
紫
磨
黄

金
色
。
言
此
牛
者
、

即
是
盧
舎
那
仏
也
。
　

仏

以
大
慈
大
悲
於
慰

故
、
於
清
浄
艦
中
流

出
如
是

三
聚
浄
戒
六

波

羅
蜜
微
妙
法
乳
、

養

一
切
求
解
脱
者
。

如
是
真
牛
清
浄
之
乳
、

非
直
如
来
飲
之
成
道
、

一
切
衆
生
若
能
食
者
、

皆
得

阿
褥
浬
葉
也
。

①
積

回
麺
④
◎

②
遠

11
是
④
◎
⑥

コ
P
8
0

若
言
如
来
食
於
口
口

口
口
口
口
口
口
口
口

口
即
成
諺
襖
之
甚
也
。

如
来
者

口
口
口
口
口

口
口
口
口
口
口
口
世

間

一
切
諸
苦
。
量
須

如
是
不
浄
之
乳
、
以

充
口
口
口
口
口
口
牛

不
在
高
原
、
不
在

下

灘
、
不
食
穀
麦
糠

口

口
口
口
口
口
口
身
作

紫
磨
黄
金
色
。
言
此

牛
者
、
即
是
盧
舎

那

　

仏
口
口
口
口
口
怜

慾

　衆
生
故
、
於
清
浄
膿

中
流
出
如
是

三
聚
浄

戒

ロ
ロ
ロ
ロ
微
妙
法

乳
、
養

一
切
求
解
脱

者
。
口
是
真
牛
清
浄

　

之
乳
、
非
真
如
来
飲

之
成
道
、

一
切
衆
生

若
能
食
者
、
皆
得
阿

褥
多
羅
三
貌

三
菩
堤

也
。

①
怜
慾
11
憐
慰
◎

②

〔衆
生
〕
1
④
⑬

刀
D
①q
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で
8
8

③
誠

H
成
◎

④
悟

11
惧
③
⑪
⑥

⑤

(経
)
+
所
⑬
⑪

⑥
敏

11
慰
◎
⑪

⑦

〔清
浄
〕
1
⑬
◎
⑪

⑪
◎

⑧
中

11
牛
③
㊦
◎

⑨
真

囲
直
㊦

龍
谷
本

③
方
澄
11
方
謹
仏
果

④
◎
⑪
⑥

④
積
服
11
麺
腹
④
◎

⑤
菩
11
苦
◎
⑪
⑥

⑥
薩
須
還
而
遠
11
堂

須
如
是
◎
◎

⑦
燭

11
渇
④
◎
⑪

⑧

云
11
所
④
◎

⑨
米

11
糠
④
◎
⑪

⑩
怜
慾
11
憐
慰
◎

⑪
真

H
直
⑪

⑫
皆

+

(得
)
◎
⑪

⑪
⑥

の
囲

㊤
α

(
-「
Q◎
α
)

③

(経

)

+

所
⑧

⑪

④

中

11
牛

⑧
⑥

◎

⑤

眞

11
直

⑪

ω
呂
ωD

③

眞
11
直
㊦

ω
①
8

刀
蛍
8

③
云
11
所
④
◎

④
糠
麸
"
糟
糠
麸
豆

④
◎

⑤
於
H
憐
④
◎
⑪

刀
D
①q

◎
⑪
㊥

③
真

開
直
⑥

働
又
問
、
経
中
所
説
、

　佛
衆
生
修
伽
藍
、
鋳

形
像
、
焼
香
散
花
、

然
長
明
燈
、
書
夜
六

時
、
邊
塔
行
道
、
持

齋
礼
拝
、種
種
功
徳
、

皆
成
佛
道
。
若
唯
観

心
惣
掻
諸
行
、
説
如

是
事
、
磨
虚
妄
。

答

日
、
佛
所
説
、
有

元
量
方
便
。

以

一
切

衆
生
鈍
根
狭
劣
不
悟

　

⑱
又
問
、
経
云
説
、

仏
令
衆
生
修
造
伽
藍
、

鋳
罵
形
像
、
焼
香
散

花
、
然
長
明
燈
、
書

夜
六
時
、
邊
塔
行
道
、

持
齋
礼
仏
、
種
々
功

徳
、
皆
成
仏
道
。
若

唯
観

心
惣
撮
諸
行
、

説
如
是
事
、
豊

不
虚

妄
也
。
　

答

日
、
喩
説
経
云
、

元
量
方
便
、
以

一
切

衆
生
鈍
根
狭
劣
不
悟

⑫
又
問
、
経
中
所
説
、

　

佛
言
、
衆
生
修
伽
藍
、

鋳
形
像
、焼
香
散
花
、

然
長
明
燈
、
書
夜
六

時
、
邊
塔
行
道
、
持

齋
礼
舞
、
種
種
功
徳
、

皆
成
佛
道
。
若
唯
観

心
惣
撮
諸
行
、
如
是

事
、
磨
妄
也
。

　

答

日
、

佛

所

説
、

元

　

量
方
便
。

一
切
衆
生

　

鈍
根
狭
劣
甚
深
、
所

⑫
又
問
、経
中
所
説
、

　佛
衆
生
修
伽
藍
、
鋳

形
像
、
焼
香
散
花
、

然
長
明
燈
、
書
夜
六

時
、
邊
塔
行
道
、
持

齋
礼
拝
、
種
種
功
徳
、

皆
成
佛
道
。
若
唯
観

心
惣
掻
諸
行
、
説
如

是
事
、
磨
虚
妄
也
。

答
日
、
佛
所
説
、
有

元
量
方
便
。
以

一
切

衆
生
鈍
根
狭
劣
不
悟

⑫
又
問
、
繧
説
、
仏

令
衆
生
脩
造
伽
藍
、

鋳
爲
形
像
、
焼
香
散

花
、
然
長
明
燈
、
壼

夜
六
時
、邊
塔
行
道
、

持
齋
礼
葬
、
種
々
功

徳
、
皆
成
仏
道
。
若

唯
観
心
惣
掻
諸
行
、

説
如
是
事
、
豊
不
虚

妄
也
。

答

日
、
所
説
経
元
量

方
便
、

一
切
衆
生
鈍

　

根
狭
劣
不
惧
甚
深
、

　

働
問
、
経
説
、
令
仏

衆
生
脩
造
伽
藍
、
鋳

爲
形
像
、
焼
香
散
花
、

燃
長
明
燈
、
豊
夜
六

時
、
口
口
行
道
、
持

齋
礼
拝
、
種

々
功
徳
、

皆
成
仏
道
。
若
唯
観

心
惣
掻
諸
行
、
口
口

事
、
量
非
妄
虚
也
。

答
日
、
所
説
経
元
量

方
便
、
以

一
切
衆
生

　

鈍
根
狭
劣
不
俣
甚
深
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甚
深
、
所
以
假
有
為

法
喩
元
為
。
若
不
内

行
、
唯
只
外
求
、
希

望
獲
福
、
元
有
是
庭
。

言
伽
藍
者
、
西
國
梵

音
、
此
智
翻
為
清
浄

庭
。
若
永
除
三
毒
、

常
浮
六
根
、
身
心
湛

然
、
内
外
清
浄
、
是

則
名
為
修
伽
藍
。

又
鋳
形
像
者
、
即
是

一
切
衆
生
求
佛
道
。　

所
為
修
所
覧
行
、
肪

像
如
来
。
豊
遣
鋳
爲

金
銅
之
作
也
。
是
故

求
解
脱
者
、
以
身
為

鐘
、
以
法
為
火
、
智

恵
為
功
匠
、
三
聚
浄

　

戒
為
六
波
羅
蜜
、
以

　豊
様
、
鋸
錬
身
中
真

如
佛
性
、
遍
入

一
切

戒
律
模
中
、
如
教
奉

　

行
、
以
充
鉄
漏
、
自

然
成
就
真
容
之
像
。

所
謂
究
寛
常
住
微
妙

色
身
、
非
有
為
敗
壊

刀
お
合

　其
深
、
所
以
假
有
爲

事
、
喩
元
爲
理
。
復

不
修
内

行
、
唯
心
外

求
、
望
獲
福
利
、
無

　有
庭
。
言
伽
藍
者
、

西
國
梵
音
、
此
地
翻

名
爲
清
浮
之
庭
。
若

永
除

三
毒
、
常
浮
六

　

　

根
、
身
心
甚
然
、

一

内
外
清
浮
、
是
則
名

爲
修
伽
藍
也
。

鋳
像
者
、
即
是

一
切

衆
生
爲
求
解
脱
也
。

所
謂
修
諸
毘
行
、

様
、
鋸
錬
身
中
真

如
仏
性
、
遍
入

一
切
　

戒
律
模
中
、
如
故
奉

　

持
、
元
訣
遍
、
身
心

自
然
成
就
真
容
之
像
。

所
謂
究
寛
常
住
微
妙

法
身

、
非
是
有
爲
敗

龍
谷
本

以
假
有
爲
喩
元
爲
。

若
不
内
行
、
唯
只
外

求
、
希
望
獲
福
、
王

有
是
庭
。言
伽
藍
者
、

西
國
梵
音
、
此
地
翻

　

爲
清
浄
庭
地
。
若
永

除
三
圭骨
、常
浄
六
根
、

身
心
湛
然
、
内
外
清

浄
、
是
名
爲
修
伽
藍

也
。

又
鋳
形
像
者
、
即
是

一
切
衆
生
求
佛
道
。　

所
爲
修
諸
畳
行
、
肪

像
如
来
。
豊
遣
鋳
爲

金
銅
之
作
也
。
是
故

求
解
脱
者
、
以
身
爲

鐘
、
以
法
爲
火
、
智

恵
爲

工
匠
、
三
聚
浄

戒

六
波
羅
蜜
、
以
爲
　

書
様
、
鋸
錬
身

心
真

如
佛
性
、
遍
入

一
切

戒
律
模
中
、
如
教
奉

行
、
以
元
鉄
漏
、
自

然
成
就
真
容
之
像

。

所
爲
究
寛
常
住
微
妙

色
身
、
非
有
爲
敗
壊

の
囲
㊤
α

(
-「
c。
α
)

甚
深
、
所
以
假
有
為
、

喩
無
為
。
若
不
内
行
、

唯
只
外
求
、
希
望
獲

福
、
元
有
是
庭
。
言

伽
藍
者
、
西
國
梵
音
、

此
地
翻
為
清
浄
慮
也
。

若
永
除

三
毒
、
常
浄

六
根
、
身
心
湛
然
、

内
外
清
浄
、
是
則
名

為
修
伽
藍
。

又
鋳
形
像
者
、
即
是

一
切
衆
生
求
佛
道
。　

所
為
修
諸
畳
行
、
肪

像
如
来
。
堂
遣
鋳
爲

金
銅
之
作
也
。
是
故

求
解
脱
者
、
以
身
為

鐘
、
以
法
為
火
、
智

恵
為
功
匠
、
三
聚
浄

　

戒
為
六
波
四維
密
{、

以

　壼
様
、
鋳
錬
身
中
真

如
佛
性
、
遍
入

一
切

戒
律
模
中
、
如
教
奉

　

行
、
以
充
峡
漏
、
自

然
成
就
真
容
之
像

。

所
謂
究
寛
常
住
微
妙

色
身
、
非
有
為
敗
壊

の
α
α
ω
悼

の
①
8

所
以
假
有
為
事
、
喩

元
為

理
。
復

不
脩
内

行
、
唯
心
外
求
、
望

獲
福
利
、
無
有
是
庭
。

言
伽
藍
者
、
西
國
梵

音
、
此
地
翻
為
清
浄

之
庭
。
若
永
除
三
毒
、

常
浄
六
根
、
身

心
湛

然
、
内
外
清
浄
、
是

則
名
為
脩
伽
藍
也
。

又
鋳
形
像
者
、
即
是

一
切
衆
生
求
解
脱
也
。
　

所
謂
脩
諸
覧
行
、
放

　

像
如
来
。
堂
為
唯
鋳

爲
金
銅
之
所
作
也
。以

為
模
様
、
鋸
錬
身
中

　

真
如
性
、
遍
入

一
切
　

戒
律
模
中
、
如
故
奉　

持
、

一
無
訣
漏
、
身

自
然
成
就
真
容
之
像
。

所
謂
究
寛
常
住
微
妙

色
身
、
非
是
有
為
敗

℃
蓉
①O

所
以
假
有
為
事
、
喩

無
為
理
。
復
不
脩
内

行
、
唯
心
外
求
、
希

望
獲
福
、
元
有
是
庭
。

言
伽
藍
者
、

西
國
梵

音
、
此
地
翻
為
清
浄

庭
也
。
若
永
除

三
毒
、

常
浄
六
根
、
身
心
湛

然
、
内
外
清
浄
、
口

口
名

口
口
伽
藍
也
。

又
鋳
形
像
者
、
即
是

一
切
衆
生
求
仏
道
也
。
　

所
謂
脩
諸
畳
行
、
放

像
如
来
。
豊
唯
鋳
爲

金
銅
所
作
也
。

是
故
求
解
脱
者
、

以

身
為
鐘
、
以
法
為
火
、

智
恵
為
功

口
、
三
聚

浄
戒
六
波
羅
蜜
、
以

為
模
口
、
鋸
錬
身
中

真
如
仏
性
、
遍
入

一

④

⑤

地
戒
律
模
中
、
如
故

奉
持
、

一
王
鉄
漏
、

　身
自
然
成
就
真
容
之

像
。
所
謂
究
寛
常
住

微
妙
色
身

、
非
是
有

為
敗
壊
之
法
。
若
人

刀
8
田
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コ
轟
①
お

之
法
。
若
人
求
道
、

不
解
如
是
鋳
爲
真
容
、

慧
何
転
然
言
成
就
功

徳
。
又
焼
香
者
、
亦
非
世

間
有
相
之
香
、
乃
是

売
為
正
法
香
也
。
薫

諸
稼
悪
、悉
令
消
滅
。

其
正
法
香
、
有
五
種

艦
。

一
者
戒
香
、
所

謂
能
断
諸
悪
、
能
修

諸
善
。
二
者
定
香
、

所
謂
決
定
大
乗
、
心

禿
退
轄
。
三
者
恵
香
、

所
謂
常
於
身
心
、
内

外
観
察
。
四
者
解
脱

香
、
所
謂
能
断

一
切

充
明
結
縛
。

五
者
解

脱
知
見
香
、
所
謂
畳

　

照
常
通
元
擬
。
如
是

　

　

五
者
香
、
世
間

莞
以

比
。
佛
在
世
日
、
令

諸
弟

子
、
以
智
恵
火

焼
如
是
売
債
費
香
、

供
養
十
方

一
切
諸
佛
。

今
時
衆
生
、
愚
療
鈍

根
、

不
解
如

来
真
實

龍
谷
本

壊
之
法
。若
人
求
道
、

不
解
如
是
鋳
爲
真
容
、

　

慧
何
言
轍
成
功
徳
也
。

又
嶢
香
者
、
亦
非
世

　

　

間
有
想
諸
香
、
之
是

元
爲
正
法
香
。
薫
諸

⑫

⑬

鼻
繊
元
以
悪
業
、
悉

令
消
滅
。其

正
法
香
、

有
五
種
躰
。

一
者
戒

　

香
、
能
断
諸
悪
、
能

修
諸
善
。
二
者
定
香
、

　

所
有
決
信
大
乗
、
心

　

元
退
封
。
三
者
恵
香
、

所
謂
常
於
身
心
、
内

外
観
察
。
四
者
解
脱

香
、
所
謂
能
断

一
切

元
明
結
縛
。
五
者
解

脱
智
見
香
、
所
謂
覧

観
常
明
、
通
達

元
碍
、

知
見
種

々
、
名
最
香

世
間
元
比
。
仏
在
世

日
、
令
諸
弟

子
、
以

智
恵
火
常
焼
如
是
元

　像
寳
香
、
供
養
十
万

一
切
諸
仏
。
今
時
衆

　

生
、
遇
鈍
療
根
、
不

ω
囲
㊤
α
(
-「
c◎
α
)

之
法
。
若
人
求
道

、

不
解
如
是
鋳
爲
真
容
、

懸
何
転
言
成
就
功
徳
。

又
焼
香
者
、
亦
非
世

間
有
相
之
香
、
乃
是

元
爲
正
法
香
也
、
薫

諸
臓
悪
業
、
悉
令
消

滅
。
其

正
法
香
、
有

五
種
腔
。
一
者
戒
香
、

所
謂
諸
悪
能
断
、
能

修
諸
善
。
二
者
定
香
、

所
謂
決
信
大
乗
、
心

元
退
轄
。
三
者
恵
香
、

所
謂
常
於
身
心
、
内

外
観
察
。

四
者
解
脱

香
、
所
謂
能
断

一
切

元
明
結
縛
。

五
者
解

脱
知
見
香
、
所
謂
畳

　

照
常
通
達

元
明
擬
。

如
是
五
香
、
世
間
王

比
。
佛
在
世

日
、
令

　諸
子
、
以
智
恵
火
焼

如
是
元
債
香
、
供
養

十
方

一
切
諸
佛
。
今

時
衆
生
、
愚
療
鈍
根
、

不
解
如
来
真
實
之
義
、

ω
呂
ω
P

之
法
。
若
人
求
道
、

不
解
如
是
鋳
星
具
容
、

懸
何
頼
然
言
成
就
功

徳
。
又
焼
香
者
、
亦
非
世

間
有
相
之
香
、
乃
是

元
爲
正
法
香
也
、
薫

諸
繊
悪
、
悉
令
消
滅
。

其
正
法
香
、
有
五
種

膿
。

一
者
戒
香
、
所

謂
能
断
諸
悪
、
、
能
修

諸
善
。
二
者
定
香
、

所
謂
決
定
大
乗
、
心

無
退
轄
。
三
者
恵
香
、

所
謂
常
於
身
心
、
内

外
観
察
。

四
者
解
脱

香
、
所
謂
能
断

一
切

元
明
結
縛
。
五
者
解

脱
知
見
香
、
所
謂
畳

　

照
常
通
無
磯
。
如
是

　

　

五
者
香
、
世
間
元
以

比
。
佛
在

世
日
、
令

諸
弟
子
、
以
智
恵
火

焼
如
是
元
債
寳
香
、

供
養
十
方

一
切
諸
佛
。

今
時
衆
生
、
愚
療
鈍

根
、
不
解
如
来
真
實

の
①
8

コ
悼
お
O

壊

之
法
。
若
人
求
道
、

不
解
如
是
鋳
爲
真
容
、

慧
何
転
言
成
功
徳
也
。

又
焼
香
者
、
亦
非
世

間
有
相
之
香
、
乃
是

無
為

正
法
香
。
薫
諸

　

見
繊
元
以
悪
業
、
悉

令
消
滅
。
其
正
法
香
、

有
五
種
膿
。

一
者
戒

香
、
所
謂
能
臨
諸
悪
、

能
脩
諸
善
。

二
者
定

　

香
、
所
有
決
信
大
乗
、

心
元
退
轄
。

三
者
恵

香
、
所
謂
常
於
身
心
、

内
外
観
察
。

四
者
解

脱
香
、
所
謂
能
断

一

切
元
明
結
縛
。
五
者

解
脱
知
見
香
、
所
謂

覧
観
常

明
、
通
達

元

擬
、
知
見
種

々
、
名

最
香
世
間

元
比
。
仏

在
世
日
、
令
諸
弟
子
、

以
知
恵
火
常
焼
如
是

元
領
寳
香
、
供
養
十

方

一
切
諸
仏
。
今
時

衆
生
、
愚
療
鈍
根
、

コ
8
α
刈

求
道
、
不
解
如
是
鋳

爲
真
容
、
愚
何
転

言

成
功
徳
也
。

又
僥
香
者
、
亦
非
世

間
有
相
之
香
、
乃
是

元
為
正
法
香
也
。
薫

　

諸
是
稼

元
以
悪
業
、

悉
令
錆
滅
。
其
正
法

香
者
、
有
五
種
腔

。

一
者
戒
香
、
所
謂
能

断
諸
悪
、
能
脩
諸
善
。

二
者
定
香
、
所
謂
決

信
大
乗
、
心
元
退
轄

。

三
者
恵
香
、
所
謂
常

於

一
心
、
内
外
観
察
。

四
者
解
脱
香
、
所
謂

能
断

一
切
元
明
結
縛

。

五
者
解
脱
知
見
香
、

所
謂
畳
観
常
明
、
通

達
元
磯
、知
見
種

々
、

　真
如
法
性
、
名
最
上

　

香
世
間
門
元
比
。
仏

在
世
日
、令
諸

口
子
、

以
智
恵
火
常
焼
如
是

元
債
寳
香
、
供
養
十

方

一
切
諸
仏
。
今
時
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之
義

、
唯
将
外
火
、

焼
於
世
間
沈
檀
薫
陸

質
碍
之
香
者
。
希
望

福
報
、
云
何
可
得
。

又
散
花
者
、
義
亦
如

是
。
所
謂
演
説
正
法
、

説
功
徳
者
、
饒
益
有

情
、
散
霧

一
切
、
於

真
如
性
、
普
施
荘
嚴
。

此
功
徳
花
、
也
佛
所

稻
歎

、
究
寛
常
住
、

売
彫
落
期
。
若
復
有

人
、
散
如
是
花
、
獲

福
元
量
。
若
令
諸
衆　

生
、
勢
裁
給
練
、
復

損
草

木
、
以
為
散
花
、

元
有

是
塵
。
所
以
者

何
。
持
戒
者
、
於
諸

大
地
参
羅

万
象
、

不

令
燭

犯
。
俣
燭
犯
者
、

獲
大
罪
。
況
復
今
者
、

　

故
殿
戒
、
傷
損
万
物
、

求
於
福
報
、
欲
益
反

損
。
豊
有
是
乎
。

　

又
問
長
明
燈
者
、
即

正
心
畳
也
。
智
恵
明

コ
お
ま

　

解
如
来
真

　

質
碍
諸
香
。
布
堅
福

寳
、
云
何
可
得
。　

又
散
花
香
者
、
亦
如

　

是
。
所
演
説
正
法
、

　流
諸
功
徳
、
饒
益
有

情
、
散
露

一
切
、
於

　

真
如
性
、
普
是
荘
嚴
。

此
功
徳
花
、
仏
所
稻

歎
、
究
寛
常
住
、
元

　明
落
期
。
若
復
有

人
、

散
如
是
花
、
獲
福

元

量
。
若
有
如
来
、
令

ゆ

諸
衆
生
、
勇
載
僧
妹
、

　

傷
指
莫
木
、
以
爲
散　

花
、
元
有
是
庭
。
所

以
爲
散
何
。
持
浮
戒

　

者

、
諸
大
地
参
羅
万

象
、
不
令
燭
犯
。
若

有

犯
者
、
猶
獲
大
罪
。

　

況
復
今
者
、
故
疑
禁

戒
、
傷
損

万
物
、
求

　

　

於
福
寳
、
欲
善
及
損
。

　

堂
有
事
乎
。

又
長
明
燈
者
、
即
正

畳
心
也
。
智
明
了
、

龍
谷
本

唯
将
外
火
、
焼
於
世

間
沈
檀
薫
陸
質
擬
之

香
者
。
希
望
福
報
、

云
何

可
得
。

又
散
花
者
、
義
亦
如

是
。
所
謂
演
説
正
法
、

説
功
徳
花
、
饒
益
有

情
、
散
揺

一
切
、
於

真
如
性
、
普
施
荘
嚴
。

此
功
徳
花
、
佛
所
稻

歎
、
究
寛
常
住
、

元

彫
落
期
。
若
復
有

人
、

散
如
是
花
、
獲
福

元

量
。
若
如
来
令
諸
衆　

生
、
勇
載
給
練
、
復

損
草
木
、
以
爲
散
花
、

元
有
是
庭
。
所
以
者

何
。
持
浄
戒
者
、
於

諸
大
地
参
羅
万
像
、

不
令
鰯
犯
。
惧
燭
犯

者
、
獲
大
罪
。
況
復

　今
、
故
殿
禁
戒
、
傷

損
万
物
、
求
於
福
報
、

　

欲
益
返
損
。
豊
有
是

乎
。　

又

問
燈

者

、

即

正

心

畳
也

。
以
智

恵

明

了
、

oo
謡

㊤
α

(
↓
o。α
)

之
義
、
唯
将
外
火
焼

於
世
間
沈
檀
薫
陸
質

碍
之
香
者
。
希
望
福

報
、

云
何
可
得
。

又
散
花
者
、
義
亦
如

是
。
所
謂
演
説

正
法
、

説
功
徳
花
、
饒
益
有

情
、
散
露

一
切
、
於

真
如
性
、
普
施
荘
嚴
。

此
功
徳
花
、
也
佛
所

孤
冊歎
、
{先
土兄
堂
毘
仕
、

元
彫
落
期
。
若
復
有

人
、
散
如
是
花
、
獲

福

元
量
。
若
令
諸
衆　

生
、
勇
載
給
練
、
復

損
草
木
、
以
為
散
花
、

無
有
是
庭
。
所

以
者

何
。
持
戒
者
、
於
諸

大
地
参
羅
万
像
、

不

　

令
鰯
犯
者
。
娯
燭
犯

者

、
獲
大
罪
。

況
復

　今
、
故
殿
禁
戒
、
傷

損
万
物
、
求
於
福
報
、

欲
益
反
損
。
堂
有
是

乎
。　
又
問
長
明
燃
燈
者
、

即
正
心
畳
也
。
智
恵

の
α
α
ωP

の
①お

不
解
如
来
真
實
之
義
、

唯
将
外
火
焼
於
世
間

　

沈
壇
薫
陸
質
碍
之
香
。

希
望
福
報
、
云
何
可　

得
。
又
散
花
者
、
亦

⑪

如
是
。所
演
説
正
法
、

　流
諸
功
徳
、
饒
益
有

情
、
散
露

一
切
、
於

真
如
性
、
普
施
荘
嚴
。

此
功
徳
花
、
仏
所
稻

歎
、
究
尭
常
住
、
無

彫
落
期
。
若
復
有
人
、

散
如
是
花
、
獲
福
元

量
。
若
如
来
令
諸
衆

生
、
勇
裁
給
練
、
傷

損
草
木
、
以
為
散
花
、

　

無
有
是
慮
。
所
以
為

散
散
花
何
。
持
浄
戒

　

者
、
諸
大
地
参
羅
万

　

像
、
不
今
燭
犯
。
若

有
犯
者
、猶
獲
大
罪
。

　呪
傷
今
者
、
故
殿
禁

戒
、
傷
損

万
物
、
求

　

於
福
報
、欲
益
及
損
。

壼
有
是
乎
。

又
長
明
燈
者
、
即
正

畳
心
也
。
以
菟
智
明

刀
壁
①
O

衆
生
、
愚
療
鈍
根
、

不
解
如
来
真
實
之
義
、

唯
将
外
火
焼
於
世
間

沈
檀
薫
陸
質
碍
之
香
。

希
望
福
報
、
云
何
可

　

得
。
又
散
花
、
所
謂

　

演
説
正
法
、
諸
功
徳

花
、
饒
益
有
情
、
散

霜

一
切
、
於
真
如
性
、

普
施
荘
嚴
。
此
功
徳

　

花
、
仏
所
歎
稻
、
究

尭
常
住
、
無
彫
落
期
。

若
復
有

人
、
散
如
是

花
、
獲
福

元
量
。
若

言
如
来
令
諸
衆
生
、

　前
載
給
練
、
傷
損
草

　

木

、

以
為

散

火

、
無

　

有
是
庭
。持
浄
戒
者
、

諸
大
地
参
羅
万
像
、

不
令
燭
犯
。
若
有
犯

者
、
猶
獲
大
罪
。
況

復
今
者
、故
殿
禁
戒
、

傷
損
万
物
、
求
於
福

　

報
、
欲
益

及
損
。
堂

有
是
乎
。
　

又
長
明
燈
等
者
、
即

正
覧
心
也
。
以
畳
智

コ
P
①
q
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刀
ホ
&

了
、
喩
之
為
燈
。
是

故

一
切
求
解
脱
者
、

常
以
身
為
燈
皇
、
心

為
燈
蓋
、信
為
燈
住
、

増
諸
戒
行
、
以
為
添

油
。
智
恵
明
達
、
諭

如
燈
火
常
然
。
如
是

真
如
正
畳
燈
、
照
破

　
一
切
療
暗
。
能
以
此

法
、
轄
相
開
悟
、
即

是

一
燈
、然
百
千
燈
。

以

一
燈
績
明
、
明
終

不
蓋
、
以
元
壼
故
、

号

日
長
明
。
過
去
有

佛
、
名
為
燃
燈
、
義

亦
如
是
。愚
療
衆
生
、

不
會
如
来
方
便
之
説
、

専
行
虚
妄
、
執
着
有

為
、
遂
然
世
間
蘇
油

乃
燈
、
以
照

一
室
、

之
稽
依
教
。
量
不
謬

乎
。
所
以
者
何
。
佛

放
眉
間

一
毫

一
光
、

尚
照
於
八
万
千
界
。

若
身
光
壼
照
、
普
遍

十
方

。
量
假
如
是
世

俗
之
燈
、
以
為
利
益
。

龍
谷
本

喩
之
爲
燈
。
是
故

一

切
求
解
脱
者
。
常

以

　身
爲

通
達
、
身
爲
燈

墓
、
心
爲
燈
蓋

、
信

　者
燈
住
、
増
諸
戒
行
、

以
爲
添
油
。
智
恵
明

の

達
、
喩
加
光
常
然
。

如
是
真
如
正
覧
諸
燈
、

照
破

[
切
元
明
凝
暗
。

　

能
以
此
法
、
封
相
覧

悟
、
即

一
燈
然

百
千

燃
以
讃
明
、
終

不
盤

也
。

以
元
壼
故
、
号

日
長
明
燈
。
過
去
仏

名
日
然
燈
、
義
亦
如

是
。
愚
療
衆
生
、
不

會
如
来
方
便
之
説
、

専
行
虚
妄
、
執
着
有

爲
、
遂
然
世
間
蘇
油

諸
燈
、
以
照
空
室
、

乃
稻
依
教
。
量

不
謬

也
。
所
以
者
何
。
佛

放
眉
間

一
毫
之
光
、

　常
能
照
於
万
八
千
世

界
。
若
身
光
壼
照
、

則
普
遍
十
方
。
豊
假

　

如
是
世
俗
之
謹
、
以

の
揺
㊤
α
(
-「
。。α
)

喩
之
爲
燈
。
是
故

「

切
求
解
脱
者

、
常
以

身
爲
燈
壷
、
心
爲
燈

蓋
、
信
爲
燈
住
、
増

諸
戒
行
、
以
爲
添
油
。

智
恵
明
達
、
喩
燈
火

常
然
。
如
是
真
如

正

　

畳
燈
、
明
破

一
切
元

明
療
暗
。
能
以
此
法
、

轄
相
開
悟
、
即
是

一

燈
、
然
百
千
燈
、
以

燈
績
明
、
明
終

不
蓋
。

以
元
壼
故
、
号

日
長

明
。
過
去
有
佛
、
号

日
然
燈
、
義
亦
如
是
。

愚
療
衆
生
、
不
會
如

来
方
便
之
説
、
専
行

虚
妄
、
執
着
有
爲
、

遂
然
世
間
蘇
油
之
燈
、

以
照

一
室
、

乃
稔
依

教
。
堂
不
謬
乎
。
所

以
者
何
。
佛
放
眉
間

　

一
毫
相
光
、
上
照
万

八
千
世
界
。
若
身
光

壼
照
、
普
遍
十
方
。

堂
假
如
是
世
俗
之
燈
、

以
爲
利
益
。
詳
察
斯

ω
紹
ω
D

明
了
、
喩
之
為
燈
。

是
故

一
切
求
解
脱
者
、

常
以
身
為
燈
毫
、
心

為
燈
蓋
、
信
為
燈
住
、

増
諸
戒
行
、
以
為
添

油
。
智
恵
明
達
、
喩

如
燈

〔…
断
欠

…

ω
①
8

刀
蓉
8

了
、
喩
之
為
燈
。
是

故

一
切
求
解
脱
者
、

　

常

以
身
為
通
達
、
身

喩
燈
嘉
、
心
爲
燈
蓋
、

信
爲
燈
住
、
増
諸
戒

行
、
以
爲
添
油
。
智

恵

明
達
、
喩
如
燈
光

　

常
然
。
如
是
真
正
畳

燈
、
照
破

一
切
元
明

療
暗
。
能
以
此
法
、

轄
相
開
畳
悟
、
即
是

一
燈
、
然
百
千
燈
、

以
燈
績
明
、
終
不
壷

也
。
以
元
壼
故
、
故

号

日
長
明
。
過
去
仏

名

日
然
燈
、
義
亦
如

是
。
愚
療
衆
生
、
不

會
如
来
方
便
之
説
、

　

専
行
虚
忘
、
執
着
有

為
、
遂
然
世
間
蘇
油

之
燈
、
以
照
空
室
、

乃
稻
依
教
。
豊
不
謬

乎
。
所
以
者
何
。
仏

放
眉
間

一
毫
之
光
、

尚
能
照
於
万
八
千
世

界
。
若
身
光
蓋
照
、

則
普
遍
十
方
。
豊
假

τ
8
α
刈

明
了
、
喩
之
為
燈
。

是
故

一
切
求
解
脱
者
、

　

常
以
身
為
達
、
身
喩

燈
毫
、
心
為
燈
蓋
、　

信
為
燈
住
、
増
諸
解

行
、
以
為
添
油
。
智

恵
明
達
、
喩
如
燈
光

　

常
燃
。
如
是
真
正
覧

燈
、
照
破

一
切
元
明

療
暗
。
能

以
此
法
、

　

轄
相
畳
俣
、
即
是

一

燈
、
燃
百
千
燈
、
以

燈
績
明
、
終

元
蓋
也
。

　

以
妄
染
蓋
故
、
故
日

長
明
。
過
口
有
仏
、

名
為
燃
燈
、
義
亦
如

　

是
。
故
燃

七
燈
者
、

七
識
也
。
中
間

…
識

轄
動
、
七
識
流
轄
、

七

々
四
九
、
燃
四
九

燈
、
口
除
身
中
雑
染

種
子
、
口
口
口
闇
照

用
口
口
口
通

元
碍
。

愚
療
衆
生
、

不
會
如

来
方
便
之
説
、
専
行

虚
妄
、
執
着
有
為
、

遂
然
世
間
蘇
油
之
燈
、
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詳
察
斯
理
、
磨
不
然

爲
利
益
。審
察
斯
理
、

乎
。

慮
不
然
也
。

　

又
問
六
時
行
道
者
、

所
為
六
根
之
中
、
於

一
切
時
、常
行
佛
道
。

　者
畳
也
。
即
是
修
諸

畳
行
、
調
伏
六
根
六

情
、
浮
行
長
時
不
捨
、

名
六
時
行
道
。

塔
者
身
也
。
常
令
畳

恵
巡
邊
身
心
、
念
念

不
停
、
名
為
逡
塔
。

過
去
聖
僧
、
如
是
行

道
、
即
得
浬
繋
。
求

解
脱
者

、
不
會
斯
理
、

何
名
行
道
。
籍
見
今

時
鈍
根
之
輩
・、
曽
無

内
行
、
唯
執
外
求
、

將
質
碍
身
、
邊
世
間

刀
ま
轟
①

又
六
時
行
道
者
、
所

謂
六
根
諸
中

一
切
時
、

　

常
行
仏
道
。
者
畳
也
。

即
修
諸
調
伏
、
六
根

清
浮
、
行
往
坐
臥
、

長
時
不
捨
、
名
六
時

行
道

。

塔
者
身
也
。
常
令
覧

恵
巡
邊
身
心
、
念

々

不
停
、
名
為
邊
塔
。

　通
去
諸
聖
、
曽
得
此

道
、
至
浬
盤
ハ。
求
解

脱
者

、
不
會
其
理
、

何
名
行
道
。
籍

見
今

　

　

時
鈍
諸
輩
、
曽
無
内

行
、
唯
執
外
求
、
將

質
碍
身
、
邊
世
間
塔
、

龍
谷
本

理

、
磨

不
然

乎

。

又
六
時
行
道
者

、
所

為
六
根
之
中
、
於

一

切
時
、
常
行
仏
道
。

　者
覧
也
。
即
是
修
諸

畳
行
、
調
伏
六
情
、

浄
行
長
時
不
捨
、
名

六
時
行
道
。

塔
者
身
也
。
常
令
畳

恵
巡
邊
身
心
、
念
念

不
停
、
名
為
遙
塔
。

　

過
去
聖
僧
人
、
如
是

行
道
、
得
浬
契
。
求

解
脱
者
、
不
會

斯
理
、

何
名
行
道
。
霜

見
今

　

時
鈍

根

之

輩
衆

生
、

曽
未

内

行

、
唯

執

外

求
、

將

質

碍
身

、
遙

ω
謡

⑩
α

(
-「
o◎α
)

の
α
α
ω障

ω
①お

如
是
世
俗
之
燈
、
以

為
利
益
。審
察
斯
理
、

磨
不
然
也
。

又
六
時
行
道
者
、
所

謂
六
根
之
中
、

一
切

時
、
常
行
仏
道
。
仏

者
覧
也
。
即
修
諸
覧

行
、
調
伏
六
根
清
浮
、

行
住
坐
臥
、
長
時
不

捨
、
名
六
時
行
道
。

塔
者
身
也
。
常
令
毘

恵
巡
邊
身

心
、
念
々

不
停
、
名
為
邊
塔
。

　

　

通
去
諸
聖
、
曽
此
道
、

得

至
浬
契
。
求
解
脱

者
、
不
會
斯

理
、
何

名
行
道
。
籍

見
今
時

鈍
根
之
輩
、
曽
無
内

行
、
唯
執
外
求
、
將

質
碍
身
、邊
世
間
塔
、

刀
瑠
8

以
照
空
室
、
乃
稻
依

教
。
豊

不
謬
乎
。
所

以
者
何
。
仏
放
眉
間

一
豪

之
光
、
口
口
口

口
万
八
千
界
。
若
身

光
壼
照
、
則
普
遍
十

方
。
豊
假
如
是
世
口

口
口
、
以
為
利
益
。

審
察
斯

理
、
磨
不
然

也
。
又
六
時
行
道
者

、
所

謂
六
根
之
中
、

一
切

時
、
口
行
仏
道

。
仏

者
毘
也
。
即
是
脩
諸

口
行
、
口
口
六
根
、

清
浄
行
長
時
不
捨
、

名
六
時
行
道
。

塔
者
身
也
。
口
令
覧

恵
巡
邊
身
心
、
念

々

不
停
、
名
為
邊
塔
。

過
去
諸
聖
、
曽

行
此

道
、
得

至
浬
般
不
。
求

解
脱
者
、
不
會

斯
理
、

何
名
行
道
。
籍
見
今
の

時
鈍
根
之
輩
、
憎
脩

内
行
、
唯
執
外
求
、

將
質
碍
身
、
邊
世
間

τ
P
①
辺
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コ
お
8

塔
、
日
夜
走
騨
、
徒

自
疲
勢
、
而
於
真
性
、

一
元
利
益
。
迷
俣
之

甚
、
誠
可
慰
敷
。
　

又
持
齋
…者
、
當
意
達

其

理
、
徒
ホ
虚
功
。

齋
者
齊
也
。
所
謂
齊

　慰
身
心
、
不
令
散
乱
。

　

持
者
護
也
。
所
謂
戒

　

行
諸
法
護
持
、
必
須

禁
六
情
制
三
毒
、
勤

畳
察
身
心
。
了
如
是

　

義
、
所
名
為
齋
也
。

又
持
齋
者
、
食
有

五

種
。

一
者
法
喜
食
。

　

所
謂
依
如

正
法
、
歓

喜
奉
公
。
二
者
輝
悦

食
。
所
謂
内
外
澄
寂
、

身
心
悦
樂
。

三
者
念

食
。
所
謂
常
念
諸
佛
、

心
口
相
鷹
。
四
者
願

食
。
所
謂
行
住
坐
臥
、

常
求
善
願
。
五
者
解

　

脱
食
。
所
謂
願
心
常

清
浄
、
不
染
俗
塵
。

此
之
浄
食
、
名
為
齋　

食
。
若
復
有
人
不
喰

龍
谷
本

日
夜
走
験
、
徒
自
疲

勢
、
而
於
真
性
、
何

　

有
利
益
。
迷
惧
諸
甚
、

誠
可
患
欺
。

又
持
齋
者
、
當
須
會

意
。
不
達
其
理
、
徒

　

　

祢
虚
功
。
齋
者
所
謂

　整
身
心
、
不
令
散
乱
。

持
齋
者
護
也
。
所
謂

於
諸
戒
行
、
如
法
護

持
、
必
須
禁
制

三
毒
、

　

慰
齋
浮
心
。
了
知
是

義
、

可
名
持
齋
也
。

又
持
齋
者
、
食
有
五

種
。

一
者
法
喜
食
。

所
謂
依
如
法
食
。

二
者
輝
悦

食
。

三
者
念

食
。
所
謂
常
念
諸
仏
、

心

口
相
磨
。

四
者
願

食
。
所
謂
行
往
坐
臥
、

常
求
善
願
。

五
者
解

脱
食
。
所
謂
心
常
清

浮
、
不
染
俗
塵
。
此

　是

五
浮
食
、
名
為
齋

食
。
若
復
有

人
不
食

ω
囲

㊤
α

(
↓
。。α
)

世

間
塔

、
日
夜
走

騨
、

徒
自

疲

勢

、

而

於
真

性

、

一
元
利

益

。
迷

　悟
之
甚
、
誠
可
慰
欺
。

　

又
持
齋
者
、
當
須
達

意
其
利
、
徒
ホ
虚
功
。

齋
者
齊
也
。
所
謂
齊

整
身
心
、
不
令
散
乱
。

　

持
者
護
也
。
所
謂
戒

行
如
法
護
持
、
必
須

禁
六
情
制
三
毒
、
勤

覧
察
浄
身

心
。

了
如

ゆ

是
義
、
所
名
齋
也
。

又
持
齋
者
、有

五
種
。

一
者
法
喜
食
。
所
謂

依
如
来
正
法
、
歓
喜

奉
行
。
二
者
暉
悦
食
。

所
謂
内
外
謹
寂
、
身

心
悦
樂
。
三
者
念
食
。

所
謂
常
念
諸
佛
、
心

口
相
磨
。
四
者
願
食
。

所
謂
行
住
坐
臥
、
常

求
善
願
。

五
者
解
脱

食
。
所
謂
心
常
清
浄
、

不
染
俗
塵
。
此
之
浄

食
、
名
為
齋
食
。
若

ゆ後
有
人
不
喰
如
是
五

の
α
α
ω
P

:

…

断
欠

…

…

〕
誠

可

慰
欺

。

　

又
持
齋
者
、
當
意
達

其
理
、
徒
ホ
虚
功
。

齋
者
齊
也
。
所
謂
齊

　懲
身
心
、
不
令
散
乱
。

　

持
者
護
也
。
所
謂
戒

　

行
諸
法
護
持
、
必
須

禁
六
情
制
三
毒
、
勤

覧
察
身
心
。
了
如
是

　

義
、
所
名
為
齋
也
。

又
持
齋
者
、
食
有
五

種
。

一
者
法
喜
食
。

　

所
謂
依
如
正
法
、
歓

喜
奉
行
。

二
者

暉
悦

食
。
所
謂
内
外
澄
寂
、

身
心
悦
樂
。
三
者
念

食
。
所
謂
常
念
諸
佛
、

心

口
相
磨
。
四
者
願

食
。
所
謂
行
住
坐
臥
、

常
求
善
願
。
五
者
解

　

脱
食
。
所
願
心
常
清

浄
、
不
染
俗
塵
。
此

之
浄
食
、名
為
齋
食
。

　

若
復
有
人
不
喰
如
是

ω
①お

刀
M8
0

日
夜
走
騨
、
徒
自
疲

螢
、
而
於
真
性
、
有

ゆ

何
利
益
。
迷
悟
之
甚
、

誠
可
慈
欺
。

又
持
齋
者
、
當
須
會

意
。
不
達
其
理
、
徒

　

」小
虚
功
。
齋
者
所
謂

　整
身
心
、
不
令
散
乱
。

持
者
護
也
。
所
謂
於

諸
戒
行
、如
法
護
持
、

必
須
禁
制
三
毒
、
葱

　察
浄
心
。
了
知
是
義
、

　

可
名
齋
也
。

又
持
齋
者
、
食
有
五

種
。

一
者
法
喜
食
。

所
謂
依
如
法
食
。

二
者
輝
悦

食
。

三
者
念

食

。所
謂
常
念

諸
仏
、

心
口
相
磨
。
四
者
願

食
。
所
謂
行
住
坐
臥
、

常
求
善
願
。
五
者
解

脱
食
。
所
謂
心
常
清

浄
、
不
染
俗
塵
。
此

五
浄
食
、
名
為
齋
食
。

若
復
有
人
不
食
如

是

コ
8
竃

塔
、

日
夜
走
験
、
徒

自
疲
勢
、
而
於
真
性
、

有
何
利
益
。
迷
俣
之

甚
、
誠

可
慈
欺
。

又
持
齋
者
、
當
須
會

　

意
。
不
違
義
理
、
徒

⑳

⑳

示
虚
功
。
齋
者
所
謂

齊
整
身

心
、
不
令
散

乱
。
持
者
護
也
。
所

謂
於
諸
戒
行
、
如
法

護
持
、
必
須
情
制
三

　

毒

、
勲
　察
浄

心

。

了

　

如
是
義
、
可
名
齋
也
。

又
齋
食
有
五
種
。

一

者
法
喜
食
。
所
謂
依

如
法
食
。

二
者
輝
悦

食
。

三
者
念

食
。
所
謂
常
念
諸
仏
、

心
口
相
磨
。
四
者
願

食

。所
謂
行
住
坐
臥
、

常
求
善
願
。
五
者
解

脱
食
。
所
謂
心
常
清

浄
、
不
染
俗
塵
。
此

五
浄
食
、
名
為
齋
食

。

　

若
復
有
人
不
喰
如
是
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如
是
五
味
清
浄
食
、

の躬
持
齋
者
、
元
有
是

⑳

⑳

慮
。
言
斯
食
、
於
無

明
悪
業
之
食
。
若
轄

讃
者
破
齋
、
云
何
獲　

福
。
或
有
迷
愚
、
不

斯
道

理
、
身
心
放
逸
、

諸
悪
皆
為
、
食
慾
恣

情
、

了
元
葱
悦
。
唯

　

断
外
道
食
、
自

謂
持

齋
、
何
異
療
人
見
燗

壊

死
屍
、
稻
言
有
命
。

必
元
是
庭
。

又
礼
拝
者

、
當
須
如

法
也
。
必
須
理
燈
内

　

　

明
、
随
事
権
攣
。
理

恒
不
捨

、事
有
行
蔵
。

會

如
是
義
、
乃
名
如

　

法
礼
拝
。
夫
礼
者

敬

也
。
葬
者
伏
也
。
所

為
恭
敬
真
性
、
屈
伏

元
明
、
名
為
礼
拝
。

　

以
恭
敬
不
敢
殿
傷
。

　

以
屈
伏
元
令
縦
逸
。

若
能
諸
悪
永
滅
、
善

念
恒
存
、
錐
不
見
相
、

常
名
礼
拝
。
其
事
法

刀
8
8

如
是
五
浮
食
者
、
言

持
齋
者
、
元
有
是
庭
。

言
断
食
者
、
断
於
元

　

明
悪
業
諸
食
。
若
輯

燭
者
、
名
為
破
齋
破

戒
。

云
何
獲
福
。
或

有
迷
愚
、
不
悟
其
理
、

　

放
免
諸
悪
皆
為
、
貧

　

慾
願
情
、
不
生
懸
悦
。

唯
断
外
食
、
自
謂
持

　

齋
、
何
以
療
人
見
燗

　

壊
死
屍
、
拝
其
有
命
。

元
有
是
庭
。

又
礼
穽
者
、
當
如
法
　

拝
也
。
必
須
理
躰
内

、

⑯

⑰

事
随
獲
攣
。
裏
恒

不

捨
、
事
有
行
蔵
。
會

如
是
義
、
乃
名
如
法
。

　

　

失
礼
拝
者

　

敬
也
。
者
伏
也
。
所

為
恭
敬
真
性
、
屈
伏

　

元
明
、
名
明
為
礼
拝
。

以
恭
敬
故
、
不
殿
傷
。

以
屈
伏
故
、
元
令
放

逸
。
若
能
悪
情
永
滅
、

善
念
恒
存

、
錐
不
現

相
、
常
名
礼
葬
。
其

龍
谷
本

　

清
浄
食
、
外
持
齋
者
、

　

売
有
是
慮
。
言
斯
食

　

者
、
於

元
明
悪
業
之

食
。若
轄
讃
者
破
齋
、

云
何
獲
福
。
或
有
愚

迷
、

不
會
斯
理
、
身

心
放
逸
、
諸
悪
皆
為
、

貧
慾
恣
情
、
了
死
悪

悦
。
唯
断
外
食
、
自

謂
持
齋
、
何
異
見
燗

壊
死
屍
、
稻
言
有
命
。

　

必
死
見
事
。

又
礼
拝
者
、
當
如
法

也
。
必
須
理
艦
内
明
、

　随
事
推
攣
。
理
恒
不

捨
、
事
有
行
蔵
。
會

如
是
義
、
乃
名
如
法
。

　

夫
法
者
敬

　

也
。
拝
者
所
為
恭
敬

　

真
柾
、
屈
伏
元
明
、

ゆ為
礼
拝
也
。
以
恭
敬

故
、
不
敢
殿
傷
。

以

屈
伏
故
、
元
令
逸
縦
。

若
能
悪
情
永
断
、
善

念
恒
存
、
錐
不
見
相
、

常
名
礼
拝
。
其
事
法

の
謡
⑩
α
(
↓
Q。
α
)

　

五
味
清
浄
食
、
躬
持

齋
者
、
元
有
是
庭
。

　

ゆ

言
斯
食
、
於
天
明
悪

業

之
食
。
若
轄
讃
者

　

破
齋
者
、
云
何
獲
福
。

　

或
有
迷
愚
、
不
斯
道

理
、
身
心
放
逸
、
諸

悪
皆
為
、貧
慾
恣
情
、

了
無
惹
憶
。
唯
断
外

食
、
自
謂
持
齋
、
何

異
療
人
見
燗
壊
死
屍
、

稻
言
有
命
。
必
無
是

　

慮
事
。

又
礼
拝
者
、
當
須
如

法
也
。
必
須
理
膣
内

明
、
随
事

〔…
断
欠

ω
紹

ω
悼

の
①
お

　

五
浄
食
者

、
言
持
齋

、

無
有
是
庭
。
言
断
食

者
、
断
於

莞
明
悪
業

之
食
。
若
轍
燭
者
、

名
為
破
齋
破
戒
。
云

何
獲
福
。
或
有
迷
愚
、

　

不
悟
期
理
、
放
逸
諸

悪
皆
為
、
貧
慾
恣
情
、

不
生
葱
憶
。
唯
断
外

食
、
自
謂
持
齋
、
何

　以
療
人
見
欄
…壊
死
屍
、

　拝
其
有
命
。
元
有
是

庭
。
　又
拝
者
、
當
如
法
拝

也
。
必
須
理
禮
内
、

⑳

⑭

事
随
獲
攣
。
裏
恒
不

捨
、
事
有
行
蔵
。
會

如
是
義
、
乃
名
如
法
。

夫
礼
者
敬

　

也
。
拝
者
伏
。
所
為

恭
敬
真
性
、
屈
伏
元

明
、
名
為
礼
拝
。
以

恭
敬
故
、
不
殿
傷
。

以
屈
伏
故
、
無
令
縦

逸
。
若
能
悪
情
永
滅
、

善
念
恒
存
、
錐
不
現

相
、
常
名
礼
拝
。
其

コ
盤
①
O

五
種
浄
食
、
言
持
齋

者
、
元
有
是
庭
。
言

断
食
者
、
断
於
無
明

悪
業

之
食
。
若
転
鰯

者
、
名
為
破
齋
殿
破

浄
齋
。
或
有
迷
愚
不

　

　

惧
、
干
心
放
逸

諸
悪

皆
為
、
貧
慾
情
所
染

着
、

不
生
斬
心悦
。
唯

断
外
食
、
自
謂
持
齋
、

何
異
療
人
見
燗
壊
死

　

屍
、
葬
其
有
命
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◎
⑪
⑪

◎
⑫
及
11
反
④
◎
、返
◎

⑬
事
"
是
④
◎
⑪
㊥

◎
⑭
藝

ー
④
⑥
◎

⑯
者
11
為
④
◎
⑪
⑪

◎

龍
谷
本

⑳

(断
)
+
於
③
⑪
⑥

⑳
死
見
11
元
是
④
◎

⑳
随
事

H
事
随
③
⑥

◎
⑳

法
11
礼
④
⑪
⑥

⑳
者

+
(伏
也
)
④
⑧

⑥
⑳
柾

11
性
④
③
⑪
◎

⑫

(名
)
+
為
④
⑧
⑪

◎
⑬
覧

11
畢
③
⑪
◎

⑭
縦

目
徒
④
)⑧
㊦
◎

⑮
所
得
11
功
徳
◎

⑯
救

11
求
④
⑧
⑥
◎

ω
囲

O
α

(
-「
o◎
α
)

⑳

不
+
(會
)
◎

⑳

〔事
〕
1
④

Go
密

認

ω
①お

⑳
期
11
斯
④
◎
⑪

⑳
以
11
異
④
◎
⑪
⑥

⑳
拝
其

開
稻
言
④
◎

⑪
⑫
又
+
礼
④
⑧
◎
⑪

⑥
⑳
獲
聴
推
◎

⑭
裏
腿
理
④
◎
◎

⑳
伏
+
(也
)
④
⑬
◎

⑯
謹
11
謙
④
◎
◎

⑰
亦
11
示
◎

⑱

(用
)
十
之
④
◎
◎

⑲
理
現
凹
現
身
④
◎

⑳
誰
H
証
④
◎
⑥

⑪
既
+
(元
)④
◎
⑥

⑫
所
得

11
功
徳
◎

刀
蓉
8

動
、
七
識
流
轄
、
七
々

四
九
、
燃
四
九
燈
、

口
除
身
中
雑
染
種

子
、

口
口
口
闇
照

用

口

口

口

通

元

碍
〕
1
④
⑬
◎
㊦

⑳

憎
脩

11
曽
無
④
⑧

⑥
、
曽
未
◎

⑳
違
義

"
達
其
③
⑪

⑳

示
1ー
ホ
④
◎
⑪
⑥

⑳
者

+
(齊
也
)
④
◎

⑪
⑱

(覧
)
+
察
④
◎
⑪

⑳

(持
)
+
齋
⑬

⑳
喰

11
食
⑬

⑳
惧

11
悟
③
㊦

⑫

干
睡
身
④
◎
⑪

⑳
拝
其
11
構
言
④
◎

⑪
⑭
裁
H
栽
⑤

⑳
亦
11
示
◎

⑯

〔内
〕
ー
⑧
◎
⑨

⑰
理
現
11
現
身
④
◎

刀
8

α
刈
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刀
お
合

龍
谷
本

⑳
加
光
11
如
燈
光
⑧

◎
⑳
封
ー1
轄
④
◎
㊥
◎

⑱
常
11
尚
④
㊦

⑲
謹
11
燈
④
◎
⑨

⑳

(仏
)
+
者
⑪
⑥

⑳
通

H
過
④
◎
◎

⑫
鈍

+
(根
)
④
◎
⑪

◎
⑬
諸

11
之
④
◎
⑪
◎

@
諸

11
之
④
◎
⑪
⑥

⑮
祢

1ー
ホ
④
◎
⑪
⑪

⑯
者

+
(齊
也
)
④
◎

⑪
⑰

(齊
)
+
整
◎
⑥

⑱
齋

11
畳
察
④
◎
⑪

⑲

〔是
〕
1
⑪
◎

⑩
諸
11
之
④
◎
⑪
⑪

⑥
⑪
免
11
逸
④
◎
⑪
⑪

◎
⑫
願
11
恣
④
◎
⑪
⑥

⑥
⑬
以
11
異
④
◎
⑪
⑥

⑭
舞
其
陛
稻
言
④
◎

⑪
⑮
内

+
(明
)
④
◎
⑥

cっ
P
紹

α

(
-「
◎。
α
)

ω
紹

ω
悼

ω
①お

刀
障お

O

刀
P
①
田
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㈱

又
問
、
温
室
経
説
、

洗

浴
衆
僧
、
獲
福

元

量
。
此
則
悪
於
事
法
、

功
徳
始
成
。
若
唯
観

τ
お
お

⑯
獲

11
推
◎

⑰
裏

11
理
④
◎
◎

⑱
失

11
夫
④
⑤
⑥

⑲

〔琶

1
④
⑤
◎

⑩

〔拝
〕
+
者
④
◎
⑪

⑥
⑪

〔明
〕
1
④
⑪
⑥

⑫

願
"
欲
④
◎
⑪
◎

⑬
裁

11
栽
⑪

⑭
謹

"
謙
下
④
◎
◎

⑮

〔
不
〕
i
④
◎
⑪
◎

⑯
亦

旺
示
◎

⑰
諸

11
用
之
④
◎
⑥

⑱
諸

11
之
④
◎
⑪
◎

⑲

理
相
現

11
現
身
相

8
⑳
誰
開
証
④
◎
⑥

⑪
勉
論
11
免
倫
④
◎

8
⑫
既

+
(元
)④
◎
⑥

⑬
所
得

11
功
徳
◎

⑭

六
H
云
④
◎
⑪
⑥

　

q助

又
門
温
室
経
説
、

洗
浴
衆
僧
、
獲
福

元

量
。
此
則
慧
於
事
法
、

功
徳
馳
庫

若
唯
観

龍
谷
本

　

㈱
㎜又
問
、
温
室
経
洗

浴
衆
僧
、
獲
福

元
量
。

　

此
則
慧
何
事
法
、
功

徳
始
成
。
若
唯
観
心
、

ω
謡
㊤
α
(
↓
。。
α
)

ω
α
α
ωP

ω
①合

㈲
又
問
、
温
室
経
説
、

洗
浴
衆
僧
、
獲
福
売

量
。
此
則
懸
於
事
法
、

功
徳
始
成
。
若
唯
観

コ
嘘
8

⑬

又
問
、
温
室
経
説
、

洗
浴
衆
僧
、
獲
福
元

量
。
此
則
葱
於
事
法
、

功
徳
始
成
。
若
唯
観

コ
障①
q
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刀
お
&

心
、
可
相
磨
不
。

答
日
、洗
浴
衆
僧
者
、

非
世
間
有
為
事
。
世

　

尊
當
示
、為
諸
弟
子
、

説
温
室
経
、
欲
令
受

持
洗
浴
之
法
。
是
故

假
諸
世
事
、

比
喩
真

宗
、
隠
説
七
事
供
養

功
徳
。

其
七
事
者
、
第

一
浄

水
、

二
者
然
火
、

三

者
操
豆
、
四
者
楊
枝
、

五
者
純
灰
、
六
者
蘇

膏
、
七
者
内
衣
。
塞

此

七
事
、
喩
於
七
法
。

一
切
衆
生
、
由
此
七

法
、
洗
浴
荘
嚴
、
能

除
三
毒

元
明
垢
繊
。

其
七
法
者
、

一
為
浄

戒
。
洗
蕩
億
非
、
如

清
浄
水
洗
諸
塵
垢
。

二
謂
智
恵
。
観
察
内

外
、
猶
如
然
火
温
其

水
。
三
謂
分
別
。
簡

棄
諸
悪
、
由
如
操
豆

能
除
垢
賦

。
四
謂
真

實
。
断
諸
妄
語
、
如

龍
谷
本

心
、
可
相
磨
否
。

　

答
日
、
衆
僧
洗
浴
者
、

　

非
説
世
間
有
爲
是
也
。

世
尊
當
ホ
、
為
弟

子

　

説
温
室
経
、
令
受
持

洗
浴
之
法
也
。
是
故

假
世
間
事
、
比
喩
真

宗
、
説
七
事
供
養
功

徳
。
　其
事
者
、
第

一
浮
水
、

第

二
然
火
、
第
三
繰

豆
、
第
四
楊
枝
、
第
　

五
純
灰
、第

六
蘇
音
、

第
七
内
衣
。
塞
此
七

　

事

、

喩

於
法

。

一
切

　

衆
生
、
自
此
七
法
、

洗

浴
荘
嚴
、
能
除

三

毒

元
明
垢
稼
。
其
七

法
者
、

一
謂
浄
戒
。

洗
蕩
億
非
、
猶
如
浄

　

水
棄
諸
塵
垢
。
二
謂

智
恵
。
観
察
内
外
、

猶
如
然
火
能
温
浮
水
。

三
者
分

別
。
簡
棄
諸

悪
、
猶
如
操
豆
能
除

垢
稼
。

四
者
真
實

。

　

断
諸
婬
慾
、
如
囑
楊

ω
謡

O
窃

(
-「
Q。
α
)

可
相

磨

不

。

　

答
日
、
衆
僧
者
、
非

説
世
間
有
爲
事
。
世

尊
當
ホ
、
爲
諸
弟

子

説
温
室
経
、
欲
令
受

持
洗
浴
之
法
。
是
故

假
諸
世
事
、
比
喩
真

　

宗

。

説

　七
事
者
、
第

一
浄

水
、

二
者
然
火
、
三

者
燥
豆
、
四
者
楊
枝
、

五
者
純
灰
、
六
者
蘇

膏
、
七
者
内
衣
。
基

此
七
事
、
喩
於
七
法
。

一
切
衆
生
、
由
此
七

法
、
洗
浴
荘
嚴
、
能

除

三
毒
元
明
垢
糠
。

其
七
法
者
、

一
爲
浄

　

戒
。
洗
蕩
身
心
、
如

清
浄
水
洗
諸
塵

垢
。

二
謂
智
恵
。
観
察
内

外
、
猶
如
然
火
能

温

其
水
。

三
謂
分
別
。

　

簡
棄
、
由
如
操
豆
能

除
垢
賦
。
四
謂
真
實
。

断
諸
妄

語
、
如
囑
楊

ω
呂
認

:
断

欠

-

〕

楊

枝

、

　

五
者
鈍
灰
、
六
者
蘇

膏
、
七
日
内
衣
。
塞

此
七
事
、
喩
於
七
法
。

一
切
衆
生
、
由
此
七

法
、
洗
浴
荘
嚴
、
能

除

三
毒
元
明
垢
繊
。

其

七
法
者
、

一
為
浄

戒
。
洗
蕩
億
非
、
如

清
浄
水
洗
諸
塵
垢
。

二
謂
智
恵
。
観
察
内

外
、
猶
如
然
火
温
其

水
。
三
謂
分
別
。
簡

棄
諸
悪
、
由
如
燥
豆

能
除
垢
賦
。
四
謂
真

實
。
断
諸
妄
語
、
如

の
①
8

コ
蓉
8

心
、
可
相
慮

否
。

　

答

日
、
衆
僧
洗
浴
者
、

非
説
世
間
有
為
事
也
。

世
尊
當
ホ
、
為
弟

子

説
温
室
経
、
欲
令
受

持
洗
浴
之
法
也
。
是

故
假
世
間
事
、
比
喩

真
宗
、
説
七
事
供
養

功
徳
。

　其
事
者
、
第

一
浄
水
、

第

二
然
火
、
第
三
操

豆
、
四
者
楊
枝
、
五

者
純
灰
、
六
者
蘇
膏
、

七
者
内
衣
。
塞
此
七

　

事

、

喩

於
法

。

一
切

　

衆
生
、
自
此
七
法
、

洗
浴
荘
嚴
、
能
除

三

毒

元
明
垢
稼
。
其
七

法
者
、

一
謂
浄
戒
。

洗
蕩
偬
非
、
猶
如
浄

水
去
諸
塵
垢
。
二
謂

智
恵
。
観
察
内
外
、

猶
如
然
火
能
温
浄
水
。
　

三
者

分
別
。
簡
棄
謂

悪
、
猶
如
操
豆
能
除

垢
賦
。
四
謂
真
實
。

　

断
諸
婬
慾
、
如
囑
楊

刀
障①
辺

心
、

可

相
磨

否
。

　

答

日
、
衆
僧
洗
浴
者
、

非
説
世
間
有
為
事

也
。

世
尊
當
ホ
、
為
弟

子

説
温
室
経
、
欲
令
受

持
洗
浴
之
法
。
是
故

假
世
事
、
比
喩
真
宗
、

隠
説
七
事
供
養
功
徳
。

其
七
事
者
、
第

一
浄

水
、
第

二
燃
火
、
三

者
操
豆
、
四
者
楊
枝
、

五
者
純
灰
、
六
者
蘇

膏
、
七
者
内
衣
。
畢
　

此

七

事

、

喩
於

法

。

　

一
切
衆
生
、
自
此
七

法
、
沐
浴
荘
嚴
、
能

除

三
毒
元
明
垢
繊
。

其

七
法
者
、

一
謂
浄

戒
。
洗
蕩
億
非
、
猶

如
浄
水
去
諸
塵

垢
。

二
謂
智
恵
。
観
察
内

外
、
猶
如
燃
火
能

温

浄
水
。
三
者
分
別
。

簡
棄
諸
悪
、
猶
如
操

豆
能
除
垢
賦
。
四
謂

　

真
實
。
断
諸
婬
慾
、
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囑
楊
枝
能
消
口
氣
。

五
謂
正
信
。
決

元
疑

慮
、
如
灰
磨
身
能
避

諸

風
。
六
謂
調
柔
。

　

和
剛
強
、
由
如
蘇
膏

通
潤
皮
膚

。
七
謂
惹

　

悦
。
滅
諸
悪
業
、
由

　

如
内
衣
遮
弊
醜
形
。

如
上
七
法
、
並
是
経

中
秘
蜜

之
義
。
如
来

　

　

當
示
諸
大
乗
利
根
者

説
、
非
為
小
智
下
劣

凡
夫
。
所
以
今
人
元

能
悟
解
。
其
温
室
者
、

即
身

是
也
。
所
以
然

智
恵
火
、
温
浄
戒
湯
、

洗
浴
身
中
真
如
佛
性
、

受
持
七
法
、
以
自
荘

⑩

嚴
。
當
令
比
丘
、
聡

明
利
智
、
皆
悟
佛
意
、

如
説
修
行
、
功
徳
成

就
、
倶
登
聖
果
。
今

時
衆
生
、
愚
療
鈍
根
、

莫
測
其
事
、
將
世
間

水
、
洗
質
碍
身
、
自

　

為
依
経
。豊
非
悟
也
。

且
如
佛
性
非
是
凡
形

刀
お
8

枝
能
消

口
氣
。
五
者

正
信
。
決
元
疑
慮
、

如
灰
磨
身
能
除
磯
風
。

六
者
畳
悟
。
伏
諸
剛

強
、
猶
膏

通
潤
皮
膚

。

七
者
葱
塊
。
悔
諸
悪

ゆ

業
、
猶
如
内
衣
遍
漏

醜
形
。
如
上
七
法
、

　

　

普
是
経
中
説
之
義

。

如
来
當
ホ
、
爲
諸
大

乗
利
根
者
説
、
非
爲

少
智

下
劣
凡
夫
。
所

以
今
人
元
能
悟
解
。

其
温
室
者
、
則
身
是

也
。
所
以
然
智
恵
火
、

温
浄
戒
湯
、
沐
浴
身

中
真
如
仏
性
、
受
持

七
法
、
以
自
荘
嚴
。

　

當
ホ
諸
時
、
比
丘
聰

明
利
恵
、
了
悟
聖
意
、

如
説
修
行
、
功
徳
成　

就
、
倶
登
聖
果
。
令

時
衆
生
、
愚
療
鈍
根
、

　唄
側
斯
事
、
將
世
間

水
、
洗
質
碍
身
、
自

謂
依
経
。
豊
非
碍
也
。

是
眞
如
仏
性
、
非
是

龍
谷
本

枝
能
消

口
氣
。
五
謂

正
信
。
決
無
疑
慮
、

如
灰
磨
身
能
避
諸
風
。

　

六
謂
柔
。
和
諸
剛
強
、

由
如
蘇
膏
通
潤
皮
膚
。

七
謂
懸
憶
。
悔
諸
悪

業
、
由
如
内
衣
遮
蔽

醜
形
。
如

上
七
法
、

　

並
是
経
守
秘
密
之
義
。

如
来
當
ホ
爲
諸
大
乗

　

利
根
者
、
非
爲
小
智

下
劣
凡
夫
。
所
以
今

人
元
能
悟
解
。
其
温

室
者

、
即
身
是
也

。

所
以
然
智
恵
火
、
温

　

浄
戒

湯
、
洗
蕩
身

中

佛
性
、
受
持
七
法
、

以
自
荘
嚴
。
當
ホ

比

　

丘
、
聴
明
利
智
、
皆

　

悟
聖
意
、
以
此
修
行
、

　

功
徳
成
就
、
但
登
聖

果
。
今
時
衆
生
愚
療

鈍
根
、
莫
測
其
事
、

將
世
間
水
、
洗
質

碍

身
、
自
謂
依
経
。
量

　

非

悟

也

。

且

如
佛

性

非

是

凡
形
煩
悩
塵

埃
、

の
浅

Φ
α

(
-「
。。α
)

囑
楊
枝
能
消

口
氣
。

五
謂
正
信
。
決
元
疑

慮
、
如
灰
磨
身
能
避

　

諸
風
。
六
謂
柔
。
和

諸
剛
強
、
由
如
蕪
膏

通
潤
皮
膚
。
七
謂
懸

　

憶
。
諸
悪
業
、
由
如

　

内
衣
遮
弊
醜
形
。
如

上
七
法
、
並
是
脛
中

秘
蜜
之
義
。
如
来
當

　

　

示
諸
大
乗
利
根
者
説
、

非
為
小
智
下
劣
凡
夫
。

所
以
今
人
売
能
悟
解
。

其
温
室
者
、
即
身
是

也
。
所
以
然
智
恵

火
、

温
浄
戒
湯
、
洗
浴
身

中
真
如
佛
性
、
受
持

七
法
、

以
自
荘
嚴
。

　

當
令
比
丘
、
聡
明
利

智
、
皆
悟
佛
意
、
如

説
修
行
、
功
徳
成
就
、

倶
登
聖
果
。
今
時
衆

生
、
愚
療
鈍
根
、
莫

測
其
事
、
將
世
間
水
、

洗
質

碍
身
、
自
爲
依

　

経
。
豊
非
悟
也
。

且

如
佛
性
非
是
凡
形
煩

の
呂
ω
P

ω
①
お

枝
能
消
口
氣
。
五
謂

正
信
。
決

元
疑
慮
、

如
灰
磨
身
能
除
磯
風
。

六
謂
畳
悟
。
伏
諸
剛

強
、
猶
膏
通
潤
皮
膚
。

七
謂
悪
悦
。
悔
諸
悪

業
、
猶
如
内
衣
遮
蔽

醜
形
。
如
上
七
法
、

並
是
経
中
仏
説
之
義
。

如
来
當
ホ
、
為
諸
大

乗
利
根
者
説
、
非
為

小
智
下
劣
凡
夫
。
所

　

以
今
人
無
能
俣
解
。

其
温
室
者
、
即
身
是

也
。
所
以
然
智
恵

火
、

温
浄
戒
湯
、
沐
浴
身

中
真
如
仏
性
、
受
持

七
法
、

以
自
荘
嚴
。

當
ホ
之
時
、
比
丘
聡

　

明
利
恵
、
了
懊
聖
意
、

如
説
脩
行
、
功
徳
成

就
、
倶
登
聖
果
。
今

時
衆

生
、
愚
療
鈍
根
、

　唄
側
斯
事
、
將
世
間

水
、
洗
質
碍
身
、
自

謂
依
経
。
豊
非
俣
也
。

是
真
如
仏
性
、
非
是

コ
嘘
①O

如
囑
楊
枝
能
消

口
氣
。

五
謂
正
信
。
決
王
疑

慮
、
如
灰
摩
身
能
辞

諸
一風
。
六
謂
…思
兄悟
。

伏
諸
剛
強
、
猶
如
蘇

膏
通
潤
皮
膚
。
七
謂

葱
憶
。
悔
諸
悪
業
、

　

猶
如
内
衣
遮
蔽
堤
形
。

如
上
七
法
、
並

是
経

中
仏
説
之
義
。
如
来

　

當
示
、
為
諸
大
乗
利

根
者
説
、
非
為
小
智

下
劣

凡
夫
。
所
以
今

　

人
元
能
惧
解
。
其
温

室
者
、
即
身
是
也
。

所
以
燃
智
恵
火
、
温

浄
戒
湯
、
沐
浴
身
中

真
如
仏
性
、
受
持
七

法

、
以
自
荘
嚴
。
當

　示
比
丘
、
聡
明
利
智
、

⑨

了
俣
聖
意
、
如
説
脩

行
、
功
徳
成
就
、
倶

登
聖
果
。
今
時
衆
生
、

　

愚
瘍
鈍
根
、
不
側
斯

事

、
將
世
間
水
、
洗

質

碍
身
、
自
謂
依
経
。

豊
非
俣
也
。
是
真
如

τ
M
①
竃
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刀
占
8

煩
悩
塵
埃
、
本
来
元

相
。
豊
可
將
有
碍
水
、

洗
元
碍
身

。
事
不
相

磨
。
云
何
可
得
。
若

言
碍
身
清
浄
、
當
観

此
身
、
元
因
貧
欲
、

不
浮
所
生
、
昆
繊
駐

聞
、
内
外
充
漏
。
若

洗
此
身
、
求
於
浮
者
、

　

猶
如
洗
盤
泥
壼
則
磨

停
。
以
此
験
之
、
明

知
外
洗
非
佛
説
也
。

①
示
旺
ホ
③
◎
⑪
◎

②
(諸
)+
剛
⑬
◎
⑪

㊦
⑥

③
滅
11
悔
⑬
◎
⑪
◎

④
弊
ー1
蔽
◎
⑪
⑥

⑤
示
1ー
ホ
⑬
◎
⑪

⑥
(為
)+
諸
③
◎
⑪

⑥
⑦
令
目
ホ
⑧
◎
⑪

⑧
悟
H
俣
⑧
⑪
◎

⑨
盤
11
塾
③
◎
⑪
◎

龍
谷
本

凡
形
煩
悩
塵
埃
、
本

　来
相
。
量

可
將
有
碍

水
、
洗
元
爲
身
。
事

不
相
慮
。
云
何
可
得
。

若
言
碍
身
得
清
浄
者
、

　

當
観
此
身
、

元
事
貧　

慾
、
不
浄
所
生
、
鼻

　

稼
駐
閲
、内
外
無
漏
。

若
洗
此
身
、
求
於
浮

者
、
猶
如
洗
暫
泥
壼

磨
停
。
以
此
験
之
、

名
知
外
洗
非
佛
説
也
。

①
門
11
問
④
◎
⑪
⑪

⑥
②
所
H
始
④
◎
⑪
⑥

③
衆
僧
洗
浴

11
洗
浴

衆
僧
④

④
是
11
事
④
◎
㊦
⑥

⑤

(欲
)+
令
④
◎
⑧
⑥

⑥
其
+

(七
)
④
◎

⑦
音
H
膏
④
◎
⑪
⑪

◎
⑧

(七
)
+
法
④
◎
⑪

⑨
自
11
由
④
◎
⑪

⑩
棄
11
去
⑪
◎

⑪
婬
慾
"
妄
語
④
◎
⑪

ω
鵠
㊤
q

(
↓
。。
α
)

本
来
元
相
。
豊
可
將

有
碍
水
、洗

元
爲
身
。

事
不
相
磨
。

云
何
可

得
。
若
言
碍
身
清
浄
、

　

當
観
此
身
、

元
因
貧

欲
、
不
浄
所
生
、
昆

稼
餅
關
、
内
外
充
満
。

若
洗
此
身
、
求
於
清

　

浄
者
、
猶
如
洗
盤
泥

壷
磨
停
。
以
此
験
之
、

明
知
外
洗
非
佛
説
也
。

①
経
+
(説
)④
⑬
⑪
⑥

②
何
11
於
④
③
⑪
⑥

③
(洗
浴
)
+
衆
④

④
説
+
(七
事
供
養
功

徳
)④
③
⑪
◎

⑤
(其
)
十
七
④
⑧
⑧

⑥
⑥
身
心
11
憾
非
④
③

8
⑦
棄
+
(諸
悪
)④
③

8
⑧

(調
)
+
柔
④

⑨
守
11
中
④
③
⑪
⑪

⑥

ω
α
α
ω
D

悩
塵
埃
、本
来

元
相
。

量
可
將
有
碍
水
、
洗

元
碍
身
。
事
不
相
磨
。

云
何
可
得
。
若
言
碍

身
清
浄
、當
観
此
身
、

　

　

元
因
貧
欲
、
不
浄
所
、

昆
稼
駐
関
、
内
外
充

滞
。
若
洗
此
身
、
求

於
浄
者
、
猶
如
洗
塾

泥
壼
則
磨
停
。
以
此

験
之
、
明
知
外
洗
非

佛
説
也
。

①
鈍

11
純
④
③
◎
⑪

◎
②

(調
)
+
柔
④

③

(悔
)
+
諸
③
◎
⑪

⑥
④
弊

11
蔽
◎
⑥
⑥

⑤
示

1ー
ホ
⑧
◎
㊦

⑥

(為
)
+
諸
⑬
◎
⑪

◎
⑦
令
H
ホ
⑧
◎
⑪

⑧
悟

11
俣
③
⑪
◎

⑨
元

11
元
④
◎

⑩
所

+
(生
)
④
⑧
◎

8

ω
①
お

刀
ぱ
①
O

凡
形
煩
悩
塵
埃
、
本

　来
相
。
豊

可
將
有
碍

水
、
洗
無
為
身
。
事

不
相
磨
。
云
何
可
得
。

若
言
碍
身
得
清
浄
者
、

　

當
観
此
身
、

元
是
貧

慾
、
不
浄
所
生
、
昆

　

　

口
騨
聞
、内
外
元
漏
。

若
洗
此
身
、
求
於
浄

者
、
猶
如
洗
塑
塑
蓋

磨
停
。
以
此
験
之
、

明
知
外
洗
非
仏
説
也
。

①
衆
僧
洗
浴
凹
洗
浴

衆
僧
④

②
其
+
(七
)④
◎

③
(七
)
+
法
④
◎
⑪

④
自
睦
由
④
◎
⑪

⑤
謂
11
諸
④
⑧
⑪
⑥

⑥
婬
慾
H
妄
語
④
◎

⑪
⑦
俣
日
悟
④
⑧
◎
⑪

⑧
俣
闘
悟
④
⑬
◎
⑪

⑨
唄
側
"
莫
測
④
◎

⑪
⑩
来
+
(元
)④
◎
⑪

⑪
王
是
"
元
因
④

℃
障
①
q

　仏
、
非
是
凡
形
煩
悩

　

塵
埃
、
本
来
相
績
。

豊
可
將
質

碍
水
、
洗

元
爲
身
。事

不
相
磨
。

云
何
可
得

。
若
言
碍

身
得
清
浄
者
、
當
観

　

此
身
、
元
貧
欲
、
不
　

浄
所
生
、是
稼
餅
綻
、

　

内
外
泄
漏
。
若
洗
此

身
、
求
於
浄
者
、
猶

如
洗
壷
泥
蓋
磨
停
。

以
此
験
之
、
明
知
外

洗
非
仏
説
也
。

①
衆
僧
洗

浴
11
洗
浴

衆
僧
④

②

(七
)
+
法
④
◎
⑪

③
自
11
由
④
◎
⑪

④
淫
慾
11
妄
語
④
◎
◎

⑤
昆
11
醜
④
⑬
◎
⑪

⑤
⑥
示
H
ホ
⑧
◎
⑪

⑦
俣
H
悟
④
③
◎
⑪

⑧
示
H
ホ
⑧
◎
⑪

⑨
俣
11
悟
④
③
◎
⑪

⑩
側
闘
測
④
◎
⑪

⑪
仏
+

(性
)
④
⑧
◎

8
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㈲
又
問
、
如
経
所
説
、

　念
必
得
解
脱
。

答
日
、
夫
念
佛
者
、

　

當
須
正
念
。
若
不
了

義
、
即
為
邪
念
。
正

刀
お
お

⑫
遍
満
11
遮
蔽
◎
⑪

⑥
⑬
普
H
並
④
◎
⑪
⑪

⑥
⑭
(仏
)
+
説
⑪
◎

⑮
諸
H
之
⑥

⑯
令
11
今
④
◎
⑪
⑥

◎
⑰
嗅
側
11
莫
測
④
◎

⑪
⑱
来
+
(元
)④
◎
⑪

⑲
元
事
目
元
因
④

⑳
鼻
11
尭
④
◎
⑪
⑪

⑥
⑳
無
漏
11
充
満
④
◎

⑪
⑳
名
11
明
④
◎
⑪
⑪

◎
Gの
又
問
、
経
云
所
言
、

至
心
念
仏
、
必
得
往

生
西
方
浮
土
。
此

一

門
、
即
慮
成
仏
。
何

假
観
心
、
求
於
解
脱
。

答
日
、
夫
念
仏
者
、

當
須
正
念
。

了
義
爲

正
、
不
了
義
爲
邪
。

龍

谷
本

⑩
者
+
(説
)⑧
③
⑪

8
⑪
蕩
岡
浴
④
⑪

⑫
聴
11
聡
④
③
⑪
⑪

◎
⑬
以
此
如
説
④
⑧
⑪

8
⑭
但

H
倶
④
③
⑪
⑪

⑥
⑮
悟

11
俣
⑧
⑪
◎

⑯

元
11
元
④
⑥

⑰

墾
11
壷
⑬

⑪
⑪
◎

qの
又
問
、
経
所
説
言
、

至
心
念
佛
、
必
得
解

脱
。

答
日
、
夫
念
佛
者
、

　

當

須

正
念

。

爲

正

、

不

了
義

即
為

邪

。

正

ω
謡
⑩
α

(
.「
。。
α
)

ノqの
又
問
、
経
所
説
言
、

至
心
念
佛
、
必
得
解

脱
。

答
日
、
夫
念
佛
者
、

　

當
須
正
念
。
若
不
了

義
、
即
為
邪
念
。
正

ω
呂
ω
P

の
①
8

⑫

ロ
ー1
稼
④
⑬
◎
⑪

◎
⑬
元
漏

11
充
満
④
◎

⑪
qの

又
問
、
経
所
説
言
、

至
心
念
仏
、
必
得
往

生
西
方
浄
土
。
此

一

門
、
即
磨
成
仏
。
何

假
観
心
、
求
於
解
脱
。

答
日
、
夫
念
佛
者
、

當
須
正
念
。
了
義
為

正
、
不
了
義
為
耶
。

τ
臆
8

⑫
本
来
相
績
11
本
来

元
相
④
◎
⑪

⑬

元
+
(因
)④

⑭

綻
11
聞
④
⑬
◎
⑪

⑪
⑮

泄
漏

11
充
満
④
◎

⑪
qの

又
問
、
経
所
説
言
、

至
心
念
仏
、
必
得
往

西
方
浄
土
。此

一
門
、

即
磨
成
仏
。
何
假
観

心
、
求
於
解
脱
。

答

日
、
夫
念
仏
者
、

當
須
正
念
。
了
義
為

正
、
不
了
義
為
耶
。

刀
8
田
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刀
&
8

念
佛
必
得
往
生
浄
國
、

邪
念
云
何
達
彼
岸
。

佛
者
畳
也
。
所
爲
畳

察
身
心
、勿
令
起
悪
。

　

　

念
者
億
也
。
謂
堅
持

　

戒
行
、
不
妄
精
勤
。

了
如
来
義
、
名
爲
正

念
。
故
知
念
在
於
心
、

不
在
於
言
。
因
笙
求

　

魚
、
得
魚
妄
笙
、
因

⑦

言
求
意
、
得
意
妄
言
。

既
稔
念
佛
之
名
、
須

行
念
佛
之
膣
。
若
心

元
實
睦
、
口
諦
空
名
、

徒
念
虚
功
、
有
何
成

益
。
且
如
諦
之
与
念
、

名
義
縣
脚殊
。
在

口
日

諦
、
在
心

日
念
。
故

知
念
従
心
起
、
名
為

　

畳
行
。
諦
在

口
中
、

即
是
音
聲
之
相
。
執

　

　

着
求
福
、
終
元
是
乎
。

故
経
日
、
凡
所
有
相

皆
是
虚
妄
。
又
云
、

若
以
色
見
我
以
音
聲

求
我
、
是
人
行
邪
道
、

不
能
見
如
来
。
以
此

龍

谷
本

正
念
必
得
往
生
浮
土
、

邪
念
云
何
達
彼
。
仏　

者
畳
也
。
所
謂
畳
観

察
身
心
、
勿
令
起
悪

②

③

意
也
。
所
謂
精
進
持

　

戒
行
、
不
妄
精
進
。

了
如
是
義
、
名
爲

正

念
。
故
知
念
在
於
言
。

因
言
求
意
、
得
意

亡

言
。

既
稻
念
仏
之
名
、
須
　

行
念
仏
之
躰
。
善

心

　

元
實

躰

、
口
謂

空
名

、

　

徒
ホ
虚
空
、
有
何
成

⑧

⑨

善
。
且
如
諦
経
諸
与

　

　

念
、
名
義
懸
殊
。
在

日
念
故
之
念
徒

　

名
爲
畳
行
之
。
諦
在

　
口
是
、
即
是
音
聲
之

相
。
執
相
求
福
、
終

元
是
庭
。
故
経
云
、

凡
所
有
相
皆
是
虚
妄
。

又
云
、
若
以
色
見
我

以
音
聲
求
我
、
是
人

行
邪
道
、
不
能
見
如

　

來

。

以

此
観

心
、

了

ω
謡
㊤
α

(
-「
Q。
α
)

念
必
得
往
生
浄
國
、

邪
念
云
何
達
彼
。
佛

者
畳
也
。
所
為
覧
察

　心
原
、
勿
令
起
悪
。

　

念
者
憶
也
。
謂
堅
持
　

戒
行
、
不
忘
精
慰
。

了
如
来
義
、
名
為

正

念
。
故
知
念
在
於
心
、

不
在
於
言
。
因
笙
求

　

魚
、
得
魚
妄
笙
、
因

　

言
求

言
、
得
意
忘
言
。

既
稻
念
佛
之
名
、
須

行
念
佛
之
膿
。
若
心
　

禿
實

、
口
諦
空

言
、

徒
念
虚
功
、
有
何
成

益
。
且
如
諦
之
与
念
、

名
義
懸
殊
。
在

口
日

諦
、
在
心
日
念
。
故

知
念
従
心
起
、
名
為

毘
行
之
門
。
諦
在

口

中
、
即
是
音
聲

之
相
。

執
相
求
福
、
終
元
是

　乎
。
故
経
云
、

凡
所

有
相
皆
是
虚
妄
。
又

云
、
若
以
色

見
我
以

音
聲
求
我
、
是
人
行

邪
道
、
不
能
見
如
来
。

ω
α
α
ω
D

念
佛
必
得
往
生
浄
國
、

邪
念
云
何
達
彼
岸

。

佛
者
覧
也
。
所
爲
畳

察
身
心
、
勿
令
起

悪
。

念
者
憶
也
。
謂
堅
持

　

戒
行
、

不
妄
精
勤
。

了
如
来
義
、
名
爲

正

念
。
故
知
念
在
於
心
、

不
在
於
言
。
因
笙
求

　

魚
、
得
魚
妄
笙
、
因

　

言
求
意
、
得
意
妄
言
。

既
稻
念
仏
之
名
、
須

行
念
佛
之
膿

。
若
心

元
實
腔
、
口
諦
空
名
、

徒
念
虚
功
、
有
何
成

益
。
且
如
諦
之
与
念
、

名
義
懸
殊
。
在

口
日

諦
、
在
心
日
念
。
故

知
念
従
心
起
、
名
為

　

畳
行
。
請
在

口
中
、

即
是
音
聲
之
相
。
執

⑥

⑦

着
求
福
、終
無
是
乎
。

故
経
日
、
凡
所
有
相

皆
是
虚
妄
。

又
云
、

若
以
色
見
我

以
音
聲

求
我
、
是
人
行
邪
道
、

不
能
見
如
来
。
以
此

ω
①
8

τ
嘘
8

正
念
必
得
往
生
浄
土
、

　耶
念
云
何
達
彼
。
仏

者
畳
也
。
所
謂
覧
察　

身
心
、
勿
令
起
悪
意

　

也
。
所
謂
精
進
持
戒

　

行
、
不
妄
精
進
。
了

如
是
義
、
名
為
正
念
。

故
知
念
在
於
言
。
因

　

言
求
意
、
得
意
妄

言
。

既
構
念
仏
之
名
、
須

行
念
仏
之
腔
。
若
心

⑥

元
實
腱
、
口
調
空
名
、

徒
ホ
虚
功
、
有
何
成

　

益
。
旦
知
諦
経
之
与

　

　

念

、
名
義
懸
殊
。
在

日
念
。
故
知
念
従
心

起

、名
為
毘
行
之
門
。

諦
在

口
中
、
即
是
音

聲

之
相
。
執
相
求
福
、

終

元
是
庭
。
故
経

云
、

凡
所
有
相
皆
是
虚
妄
。

又
云
、
若
以
色
見
我

以
音
聲
求
我
、
是
人

行
邪
道
、
不
能
見
如

　

来

。

以

此
観

心

、

了

コ
D
①
q
①

②

正
念
必
得
往
生
、
耶

念
云
何
達
彼
。
仏
者

覧
也
。
所
謂
畳
察
身

　

心
、勿
令
起
悪
意
也
。

　

所
謂
精
持
戒
行
、
不

⑤

⑥

妄
精
勲
。
了
如
是
義
、

名
為
正
念
。
故
知
念

在
於
言
。
因
笙
求
魚
、

　

得
魚
得
魚
忘
笙

、
因

言
求
意
、
得
意
忘
言
。

既
構
念
仏
之
名
、
須

行
念
仏
之
艦
。
若
心

　

元

實
騰

、
口
調

空
名

、

　

徒
示
虚
功
、
有
何
成

益
。
且
如
踊
繧
之
与

念

仏
、
名
義
懸
殊
。

　在

心
日
念
。
故
知
念

従
心
起
、
名
為
畳
行

之
門
。
諦
在

口
中
、

即
是
音
聲
之
相
。
執
　

相
求
福
、
終
元
是
乎
。

故
経

云
、
凡
所
有
相

皆
是
虚
妄
。
又
云
、

若

以
色
見
我
以
立
旦
聲

求
我
、
是
人
行

耶
道
、

不
能
見
如
来
。

以
此
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観
之
、
乃
知
事
相
非

真
正
也
。
故
知
過
去

諸
佛
所
修
功
徳
、
皆

非
外
説
、唯

只
論
心
。

心
是
衆
善
之
源
、
心

是

万
悪
之
主
。
浬
盤

常
樂
、
由
自
心
生
、

三
界
輪
廻
、
亦
従
心

起
。
心
為
出
世
之
門

戸
、

心
是
解
脱
之
関

津
。
知
門
戸
者
豊
慮

難
成
、
識
関
津
者
何

憂
不
達
。

①
念

11
至
心
念
仏
③

◎
⑪
⑪
◎

②

(
了
義
為
正
)
+
若

⑧
⑪
◎

③

億
11
憶
◎
⑪

④

(所
)
+
謂
⑧
⑪
◎

⑤
妄

腫
忘
◎

⑥

妄
11
忘
◎

⑦
妄

11
忘
◎
◎

⑧

行
+
(之
門
)◎
㊦

⑥
⑨
着
11
相
⑧
◎
⑥
⑥

⑩
乎
11
庭
⑧
⑪

コ
8
お

知
事
相
非
是
眞
也
。

故
知
過
去
諸
聖
所
修

　

功
徳
、
比
非
外
説
、

　

唯

只
論
。
即
心
是
衆

善
之
源
、
即
心
爲
万

　

　

万
悪
之
主
。
菩
薩
常

樂
、
由
自
心
生
、
三

界
輪
廻
亦
從
心
起
。

心
爲
出
世
之
門
戸
、

　

心
是
解
脱
諸
關
津
。

知
門
戸
者
堂
慮
難

灰
、

　

識
關
津
者
何
憂
達
及
。

①
観
ア
④
◎
◎
㎝
◎

②
意
也
"
念
者
憶
也

◎
⑪

③
精
進
11
堅
④
◎
⑪

④
妄
"
忘
◎

⑤
善
11
若
④
◎
⑪
⑪

⑥
⑥
謂
11
諦
④
◎
⑪

⑦
空
11
功
④
◎
⑪
㊦

◎
⑧
善
1ー
益
④
◎
⑪
⑥

⑥
⑨
諸
11
之
④
◎
⑪
⑪

◎

龍
谷
本

以
此
観
之
、
乃
知
事
　

相
非
真

正
也
。
過
去

諸
佛
所
修
功
徳
、
皆

　

非
外
説
、
唯
正
論
心
。

是
衆
善
之
源
、
是
万

　

悪
之
主
。
浬
葉
経
常

樂
、
由
自
心
生
、
三

　

界
輪
廻
六
従
心
起
。

心
為
出
世
之
門
戸
、

心
是
解
脱
之
關
津
。

知
門
戸
者
堂
慮
難
成
、

識
關
津
者
何
憂
不
達
。

①

(
了
義
)
+
爲
⑧
⑪

◎
②
心
原
11
身

心
④
⑬

⑪
⑤
◎

③

(所
)
+
謂
③
⑪
◎

④
勲

11
勤
④
⑪

⑤
妄

ー1
忘
◎

⑥

言
11
意
④
③
⑪
⑥

◎
⑦

言
H
名
④
⑧
⑪
⑥

⑥
⑧

乎
11
庭
③
⑥

⑨

(故
知
)
+
過
④
③

⑪
⑪
◎

の
醤
⑩
α
(
↓
o。
α
)

観
之
、
乃
知
事
相
非

真
正
也
。
故
知
過
去

諸
佛
所
修
功
徳
、
皆

　

非
外
説
、
唯
正
論
心
。

心
是
衆
善
之
源
、
心

是
万
悪
之
主
。
浬
藥

常
樂
、
由
自
心
生
、

三
界
輪

廻
亦
従
心
起
。

心
為
出
世
之
門
戸
、

心
是
解
脱
之
関
津
。

知
門
戸
者
量
慮
難
成
、

識
関
津
者
何
憂
不
達
。

①

(
了
義
為

正
)
+
若

⑧
⑥
⑥

②
妄

11
忘
◎

③
妄

11
忘
⑥

④
妄

11
忘
◎
◎

⑤
行

+
(之
門
)
◎
⑥

◎
⑥
着

1ー
相
⑬
◎
㊥
◎

⑦

乎
11
庭
⑬
㊦

⑧

正
11
只
④
⑧
⑪
◎

ω
密

ω
P

ω
①
お

知
事
相
非
是
真
也
。

故
知
過
去
諸
聖
所
脩

　

功
徳
、
比
非
外
説
、

唯

只
論
心
。
即
心
是

衆
善
之
源
、
即
心
爲

万
悪
之
主
。
浬
葉
常

楽

、
由
自
心
生
、

三

界
輪

廻
亦
従
心
起
。

心
為
出
世
之
門
戸
、

心
是
解
脱
之
關
津
。

知
門
戸
者
豊
慮
難
成
、

　

識
關
津
者
何
優
及
達
。

①
耶
11
邪
④
⑬
◎
⑪

②
意
也
11
念
者
憶
也

◎
⑪

③
精
進
1ー
堅
④
◎
⑪

④
妄
11
忘
◎

⑤
妄
11
忘
◎
◎

⑥
調
11
論
④
◎
⑪

⑦
旦
11
且
④
署

◎

⑧
念

+
(仏
)
◎

⑨
在

+
(心
)
◎

⑩
心

11
之
④
◎
⑪

⑪

比
11
皆
④
◎
⑪
◎

⑫
優
及

u
憂
不
④
◎

⑪
◎
刀
め
&
O

　

観
心
、
乃
知
事
相
非

真
正
也
。
故
知
過
去

諸
聖
所
脩
功
徳
、
皆

非
外
説
、唯

只
論
心
。

即
心
是
衆
善
之
源
、

即
心
是
万
悪
之
主
。

　

　

浬
葉
常
由
心
生
、
三

界
輪
廻
亦
從
心
起
。

心
ロ
ロ
ロ
ロ

門
戸
者
豊
慮
難
成
、

識
關
津
者
何
憂
不
達
。

①
生
+
(浄
土
)③
⑪
、

浄
國
④
◎
⑪

②

耶
11
邪
④
⑧
◎
⑪

③

意
也

11
念
者
憶
也

◎
⑪

④
精
11
堅
④
◎
⑪

⑤
妄
H
忘
◎

⑥
慰
11
勤
④
⑪

⑦

〔得
魚
〕
ー
④
◎
⑪

⑧
調
11
諦
④
◎
⑪

⑨
示
1ー
ホ
⑬
⑥

⑩

(在

口
日
諦
)
+
在

④
◎
⑪

⑪
乎

"
庭
⑧
⑪

コ
P①
錯
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τ
参
合

龍
谷
本

⑩
念
+
(仏
)
◎

⑪
在
日
念
肇

在

口
日
諦
在
心
日

念
故
知
念
従
心
起

④
◎
⑪

⑫
之

+
(門
)
◎
⑪
◎

⑬
是

11
中
④
◎
◎
⑪

◎
⑭

心
11
之
④
◎
⑪

⑮

比
11
皆
④
◎
⑪
⑥

⑯
論
+
(心
)④
◎
⑪

8
⑰

〔万
〕
1
④
◎
⑪
⑪

⑥
⑱
菩
薩

ー
浬
繋
④
◎

⑪
⑪
⑥

⑲
諸
11
之
④
◎
⑪
⑪

⑳
達
及
11
不
達
④
◎

8

ω
涙
Φ
α
(
-「
o。α
)

⑩
正
H
只
④
⑬
⑪
◎

⑪

〔経
〕
ー
④
⑪
⑭
⑥

⑫
六
11
亦
④
⑧
⑪
㊥

◎

ω
密

ω
D

ω
①お

τ
彊
8

刀
P
O
臼

⑫

心
11
之
④
◎
◎

⑬
常
+
(楽
)④
⑧
◎

8
⑭
(自
)
+
心
④
⑧
◎

⑪
⑪

⑮
霜
見
今
時
淺
識
、

唯
執
事
相
為
功

。
廣

費
財
寳
、
多
損
水
陸
、

妄
螢
像
塔
、
虚
役
人

夫
、
積
木
畳
泥
、
圖

卸
書
像

傾
心
盤
力
、

損
己
迷
他
。
未
解
惹

　

㈲
切
見
今
時
淺
識
、

　

唯
五
事
相
爲
功
。
廣

　

費
財
寳
、
多
指
陸
水
、

妄
螢
像
塔
、
虚
役
人

の

　

夫
、
塁
泥
圖
青
豊
深
、

⑥

⑦

假
心
壼
力
、
掲
己
迷

他
。
未
解
惹
悦
、
何

㈲
窟
見
今
時
淺
識
、

　

唯
事
見
相
為
功
。
廣

費
財
寳
、多
積
陸
水
、

妄
管
像
塔
、
虚
役
人

夫
、
積
木
量
泥
、
圖

丹
書
緑
、
傾
心
壼
力
、

　於
己
迷
他
。
未
解
惹

05
籍
見
今
時
淺
識
、

唯
執
事
相
為
功
。
廣

費
財
寳
、多
損
水
陸
、

妄
螢
像
塔
、
虚
役
人

夫
、
積
木
塁
泥
、
圖

丹
書
像
、
傾
心
盤
力
、

損

己
迷
他
。
未
解
葱

　

㈲
切
見
今
時
浅
識
、

　

唯
五
事
相
為
功
。
廣

費
財
寳
、多
損
水
陸
、

妄
螢
像
塔
、
虚
役
人

夫
、
積
木
塁
塗
、
圖

　清
書
繰
、
傾
心
壷
力
、

損

己
迷
他
。
未
解
暫

⑮
口
見
口
口
口
口
、

唯
立
事
相
為
功
。
廣

費
財
寳
、多
傷
水
陸
、

妄
口
口
口
口
口
人
夫
、

　

積
木
塁
泥
工、
圖
清
豊

練
、
傾
心
蓋
力
、
口

口
口
口
口
口
口
惹
何
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